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ナルファの引っ越し　四月二十九日（金）







　その日、ナルファの表情はとても明るかった。しかしこれは本来あり得ない事だ。実はこの日、ナルファは再度の引っ越しを行っていた。フォルトーゼ人留学生用の寮りようは例の盗とう聴ちようや盗とう撮さつの問題があり、しばらくは利用できない。そこで別の住居が必要になり、引っ越しが行われる事になったのだ。だからナルファは望まない引っ越しを強しいられて不ふ機き嫌げんである筈はずなのだが、何故なぜかそのようにはなっていない。その理由は、引っ越し先が特別であった為ためだった。

「ナルファさん、この段ボールは開けて大だい丈じよう夫ぶかい？」

「だっ、だっ、ダメですっ！　その箱は下着が満まん載さいですからっ、コータロー様にやって貰もらったら生きていけなくなります！」

「そりゃそうか、女の子としてはよく知らない男に下着は―――」

「違ちがいますぅっ！　青あお騎き士し閣下にその手の雑事をやらせたら、私がフォルトーゼで非難の的になるという事ですっ！」

「………そんなもんか？」

「そんなもんですっ！」

「じゃあ………クローゼットの近くに置いておこうか」

「お願いします！」

　ナルファの引っ越し先はころな荘そう一〇五号室、孝こう太た郎ろうの部屋の隣となりだった。一〇五号室は少し前まで大学生が住んでいたのだが、彼かれはこの春から大学院へ上がったので、その近所にある別のアパートへ引っ越した。静しず香かは当初、普ふ通つうに新しい住人を入れるつもりでいたのだが、日本とフォルトーゼの国交が成立する流れになった段階でティア達たちが借りる事に決まった。今の状じよう況きようでは隣の部屋に見知らぬ人間が入るのは不安だし、逆に隣りん人じんに迷めい惑わくをかける心配もなくなるからだ。そのおかげでナルファの新住居はあっさりと一〇五号室に決まった。部屋が空いていたというだけでなく、警備体制を殆ほとんど弄いじらずに済むのも大きなメリットだった。もちろんナルファには異論はない。むしろ大だい歓かん迎げいだった。敬愛する皇女達の隣の部屋であり、しかも伝説の青騎士の傍そばで寝ね起おきできる。フォルトーゼの少女としては理想の環かん境きようだった。

「この辺かな………よっと」

　ドサッ

「………コトリ、コータロー様ったら、御ご自じ分ぶんがスーパーウルトラギャラクシー重要人物だと分かってらっしゃらない節がありますよね？」

「うーん………それは私もあんまり分かってないかもしれないなぁ。コウ兄さんが銀河の英えい雄ゆうだなんて………戦ってるところを見た今でも、頭の中で英雄とコウ兄さんがうまく繋つながってくれないの」

　ナルファが問題を感じるとすれば、時々孝太郎に酷ひどく驚おどろかされる事だろう。孝太郎は重要人物であるという自覚が乏とぼしく、しばしばナルファが驚くような事を平気で言ったりやったりする。その度にナルファは心臓が止まりそうになるのだが、多くの場合は今回の段ボールの件のように一いつ般ぱん論ろんとしては間ま違ちがっていなかったりするので、怒おこるに怒れない。伝説の英雄が実在するからこその落とし穴だった。

「コトリの場合は突とつ然ぜんですから、仕方がないんじゃないかと」

「ナルちゃん達の雰ふん囲い気きから、有名なんだなー、ってくらいは分かるんだけど………」

　琴こと理りは肩かたを竦すくめて苦く笑しようする。実は孝太郎が英雄であるという事に一番ギャップを感じているのは琴理だった。ティア達のように一いつ緒しよに戦った経験もなければ、賢けん治じのように孝太郎の身体の傷を見た事がある訳でもない。本当にある日突然、孝太郎は宇宙の果てで英雄になったのだと知らされた。女の子ゆえに英雄というものが想像しにくい事も手伝って、琴理はまだこの現実を受け入れたとは言い難がたい。実際に戦っている姿を見て、事情を聞かされた今でも、幼おさな馴な染じみのお兄さんが突然アイドルデビューしましたというくらいの認にん識しきにしか辿たどり着つけていなかった。それほど琴理の頭の中に巣食っている『コウ兄さん』のイメージは強固なのだった。

「有名というよりは、フォルトーゼに生まれた人間の生き方の根本に組み込まれているというべきで―――」

「いけない、ナルちゃん気を付けて!!」

　ズルッ

　そんな時だった。琴理との会話に気を取られていたナルファが、足元に散乱していた引っ越し荷物に足を取られた。

「―――はりゃっ!?」

　予期せぬ出来事に反応できず、ナルファは表情を固まらせたままゆっくりと身体を傾かたむかせ、背後に向かって倒たおれていった。その先にあるのは荷に解ほどきしたばかりの食器の数々。このままではナルファはそこへ頭から突っ込む事になる。食器は陶とう器きやガラスの物が多い事に加え、抱かかえている段ボール箱が邪じや魔までナルファは受け身が取れない。彼かの女じよが血まみれの大おお怪け我がを負う事は避さけられない状況だった。

「ナルファさん！」

　その直後、孝太郎はナルファに向かって飛んだ。これまでの経験から、孝太郎は引っ越しを手伝いながらも常にナルファの様子に気を配っていた。おかげで孝太郎は、ナルファが食器に突っ込む寸前に、彼女を真横から抱だき抱える事に成功した。

「ええいっ、すまんっ、大家さんっ！」

　だが問題はまだ解決していない。ほぼラグビーのタックルのような形でナルファを助けたので、孝太郎は彼女を抱き抱えたまま一〇五号室の壁かべに向かって突っ込んでいく。そのままでは危険だと判断した孝太郎は、身体を大きく捻ひねってナルファを庇かばった。

　ドォンッ

「きゃあっ!?」

「うっ」

　大きな音と共に、孝太郎とナルファが一〇五号室の壁にぶつかった。孝太郎は一〇五号室の壁とナルファの身体に挟はさまれる形になり、大きな衝しよう撃げきを受けた。そして二人は壁に弾はじき返かえされるような形でその場に倒れた。

「コウ兄さんっ!!　ナルちゃんっ!!」

　ガラガラッ

　二人が倒れたのに前後して、一〇五号室の壁の一部が崩くずれて大きな穴が開く。二人の体重を合わせると百キロを超こえる。そんなものが勢いよく激げき突とつすればそうもなるだろう。そうして出来た穴の向こうには、一〇六号室の様子が見える。突とつ然ぜん壁かべに穴が開くという予期せぬ出来事に、一〇六号室にいた少女達は思わず目を丸くしていた。

「あいたたたたた………」

　それだけの出来事だったのだが、幸いな事にナルファには大きな怪け我がはなかった。身体のそこかしこが痛かったが、動かなかったり大出血していたりはない。彼女は顔をしかめながら身体を起こした。

「ぐぅぅ………な、何とか間に合ったか………」

　孝太郎はナルファのようにすぐに起きる事が出来なかった。自分とナルファ、二人分の衝撃を受けたので、まだ上手うまく呼吸が出来ない。この時点の孝太郎に出来た事は、身体を起こしたナルファの姿を見て安あん堵どした事ぐらいだった。

「レ、レイオス様！　ご無事ですかっ!?」

　そんな孝太郎の様子にナルファが気付いた。すると彼女は泣き出しそうな顔で孝太郎に縋すがり付ついた。

「無事かい、ナルファさん？」

「私の事なんかどうでも良いんです！　レイオス様にはお怪我はありませんかっ!?」

　不注意で転びそうになった自分を庇って、孝太郎が壁に突っ込んだ。それはフォルトーゼ出身のナルファにとっては大問題だった。激しく動どう揺ようする彼女は、孝太郎に対する呼びかけが『コータロー様』から『レイオス様』に戻もどってしまっていた。

「お、俺おれは大だい丈じよう夫ぶだし、君の事がどうでも良いなんて事はない」

　この頃ごろになると孝太郎も激突の衝撃から立ち直りつつあった。まだ多少痛むし、呼吸も乱れ気味だが、何とか身体を起こす事が出来た。

「怪我はないかい、ナルファさん？」

「え、あ………」

　ナルファはようやく自分の身体に注意が向く。やはりここまでは孝太郎の事で頭がいっぱいだったのだ。

「………大丈夫です。ちょっと擦すりむいただけです。それよりレイオス様は本当に大丈夫なのですか？」

　孝太郎のおかげでナルファは無事だった。小さな怪我はあったが、放っておいても問題はないくらいのものだ。だからこそ、ナルファは孝太郎の身を案じていた。ナルファの身代わりとなった孝太郎が怪我をしていたらと思うと、気が気でなかった。

「平気だって。俺は君より頑がん丈じようだし、みんなが過か剰じように守ってくれてるからな」

　幸い孝太郎も無事だった。壁にぶつかった衝撃で息が詰つまったものの、大きな怪我はない。ナルファと同程度の小さな怪我があるくらいだった。孝太郎は元々体力が売りだったし、魔ま法ほうや霊れい能のう力りよくで幾いく重えにも守られている。おかげでちょっとやそっとでは大事には至らないのだった。

「良かった………」

　孝太郎の返答を聞き、ナルファは大きく安堵した。孝太郎に大怪我をさせていたら一大事だったので、その安堵は深い。その感情も手伝って、ナルファの目元からぽろりと涙なみだが零こぼれた。

「………しかし、コレはまずいなぁ………」

　二人は無事で済んだが、それでも犠ぎ牲せいになったものがあった。一〇五号室と一〇六号室を隔へだてる壁には穴が開いてしまっていた。その損害は大きい。穴は人間が自由に通れるようなサイズだった。

「………大家さんに殺されるな………大事にしてたもんな………」

　孝太郎の脳のう裏りに静香の鬼おにの形相が浮うかぶ。両親の形見であるころな荘を何よりも大事にしている静香が、この穴を見て怒らない筈がない。孝太郎はこの時点で、静香にボコボコにされる事を覚かく悟ごした。

「ごめんなさい、レイオス様。私の為に壁が………」

「それでも君が大怪我をするよりはマシだ」

「レイ………えと、コータロー様………ありがとうございます」

「………代わりにぃ、私がぁ、真っ白になりましたけどぉ………」

「スマン、ゆりか」

「………ナルちゃんの為だったみたいだからぁ、仕方ないですぅ」

「申し訳ありませんでした、ユリカ様………」

　被ひ害がいは大きな穴が開いた壁と、その破は片へんを浴びたゆりかだけ。幸いゆりかには怪我はなく、大量の石せつ膏こうボードの破片や漆しつ喰くいを浴びて真っ白になっただけで済んでいた。済んでいたが、ゆりかは泣いた。彼女が今まさに食べようとしていたプリンも、真っ白になっていたからだった。










　騒さわぎを聞きつけてやってきた静香は、部屋の惨さん状じようを見るなり鬼のような形相になった。彼女の立場でころな荘の壁に大穴が開いているのを見れば、そうもなるだろう。こうなっては他に手はなく、孝太郎は静香に殺されるのを覚悟した後、事情を説明し土下座して詫わびた。

「すいませんでした。お怒いかりごもっとも。もはや言い訳は致いたしません」

「………許す」

　だがここで静香は思いもかけない言葉を口にした。孝太郎はそれを予想していなかったので、間ま抜ぬけな顔で思わず訊きき返した。

「へっ？」

「だからぁ、許すって言ってるのっ」

「ゆ、許してくれるんですかっ？」

「仕方ないもん。ナルちゃんが怪我をするより百倍マシでしょ？　壁を守る為にナルちゃんに怪我をさせたら、パパとママに怒られちゃう。あなたは正しいわ、里さと見み君」

「大家さん………」

「それにね、私の身近な男の子がきっと後で何か気を遣つかってくれると思うから」
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「………その男の子には、出来る限りの事をしろと俺の方から申し付けておきます」

「んっ、よろしい」

　幸い静香は孝太郎を殺したりしなかった。むしろその逆で、笑え顔がおで孝太郎は正しいと言ってくれた。後で多少懐ふところが痛む事になるかもしれないが、静香が怒り狂くるうよりはよっぽど良い結末だった。そんな訳で、引き続き孝太郎は事件の事後処理にあたっていた。

「傷はちゃんと洗ってきたかい？」

「はい、綺き麗れいにしました」

「じゃあ見せて」

「はい、よろしくお願いします」

　孝太郎はナルファの怪我の手当てを始めた。もちろん怪我といっても小さなもので、倒れた時に腕うでを擦り剥むいたくらいのものだった。孝太郎が静香に土下座をしている間に、ナルファは擦かすり傷きずとそこについた石膏の破片や粉末を洗い流してきた。そして傷の様子を一いち瞥べつした孝太郎は、ポケットから取り出した救急セットでその治ち療りようを始めた。

「いつも申し訳ありません、コータロー様」

「怪我だけは仕方ないだろう」

「そうですけど………私の不注意で御ご迷めい惑わくを………」

「慣れない生活をしてるんだ。追々慣れていけばいい」

「………はい、ありがとうございます」

　孝太郎は最近、ポケットに収まる小型の救急セットを持ち歩くようになっていた。ナルファが怪我をする度に救急箱を取りに行くよりは、機能は限られても小型の救急セットを持ち歩く方が効果的だったのだ。孝太郎はその中から引っ張り出した消毒液のスプレーを手て際ぎわよくナルファの傷口に吹ふきかける。既すでにこの作業には慣れっこだった。

　―――あうぅ、青騎士閣下に救急隊員のような事をさせている………これはまずい、とてもまずい………フォルトーゼ人としても、女の子としても………。

　手当てをされているナルファはこの状況に恐きよう縮しゆくしていたが、孝太郎は気にせず手当てを進めていく。怪我の手当ては、怪我の直後に確実に行う事が重要だ。ナルファの都合など気にする必要はなかった。

「はい、里見君」

　ナルファの擦り傷に絆ばん創そう膏こうを貼はり付けた孝太郎が、次は包帯だなと考えた時、目の前にその包帯が差し出された。

「ありがとうございます、桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

「ふふふ………どういたしまして」

　包帯を差し出していたのは晴はる海みだった。気配りが出来る晴海なので、ナルファが怪我をすると手当てを手伝ってくれる事が多い。今日もその例に漏もれず、右手で包帯を持ち、孝太郎とナルファに笑いかけていた。

「………ん？」

　そんな時、孝太郎は晴海が差し出している右手、その手首に目を留めた。そこには周囲に白いレースをあしらったブルーのリボンが巻かれていた。

「どうしました、里見君」

「べつにどうもしませんが………ただ、桜庭先輩が手首にリボンを巻いてるなぁって」

「ああ、これですか？」

　晴海は孝太郎に包帯を手て渡わたすと、空になった右手を自分の顔の前に持ってくる。そして手首のリボンに目を向け、少し照てれ臭くさそうに笑った。

「実は以前、とても素す敵てきな夢を見て………夢の中の私と同じようになったらいいなって、真似まねしてみたんです」

「おまじないとか、願がん掛かけの類たぐいなんですね」

　実に晴海らしい理由に納なつ得とくした孝太郎は、ナルファの手に包帯を巻いていく。すると晴海のリボンと全く同じ位置に包帯が巻き付けられた。

　―――包帯、包帯ねぇ………リボン………どこかでこういう事が………？　いや、記き憶おくにないな………。

　孝太郎の視線は不思議と二人の右手首に引き寄せられる。どこかで見たような気がするのだ。だが何度か見比べ記憶を探さぐっても、それらしい記憶は出てこない。だから孝太郎は気のせいだろうと結論した。

「………今いま頃ごろ気付いたのか、馬ば鹿か者ものめ」

　孝太郎の視界をお馴な染じみの顔が埋うめ尽つくす。金色の髪かみと青い瞳ひとみ。その印象的な容姿の持ち主は、不機嫌そうに頬ほおを膨ふくらませつつ、恨うらみがましい視線を孝太郎に向けていた。

「マッケンジーは先週には全員の変化に気付いておったぞ」

　不機嫌そうにしている少女―――ティアは、そう言って孝太郎の鼻先を自身の指でぐりぐりと押おす。それが想おもい甲が斐いのない少年へのささやかな制裁だった。

「全員？」

　孝太郎は鼻を押されながら、ティアの言葉の中から全員という部分に注目した。するとティアは手に持っていた物を孝太郎に差し出した。

「持ち物が変わったのはハルミだけではないのじゃぞ」

　ティアが差し出していたのは、自転車のハンドルの部分だった。ティアはそれを一度自転車から外し、自分に合うように調整していたのだ。そして孝太郎は、そのハンドルに見覚えがない。ティアは最近、自転車を新しくしたのだった。

「桜庭先輩はリボンで、ティアは自転車………」

　ティアの言葉を受け、孝太郎は周囲をぐるりと見回す。すると確かに、部屋にいる少女達の持ち物に変化があった。真ま希きは―――今は使っていないようだが―――猫ねこのマークが付いた音楽用のヘッドホンを首にかけている。ゆりかは箱から取り出したばかりのスニーカーをにこにこしながら見つめている。静香はエプロンが新しくなっていて、孝太郎と目が合うと広げて良く見えるようにしてくれた。早さ苗なえも同様に背を向け、天使の羽根がついたリュックを孝太郎に見せてくれている。またルースは、やけに可愛かわいいらしい私服を着ており、孝太郎の視線を受けると顔を赤らめた。キリハは髪かみ飾かざりが新しくなっていて、それに合わせて髪かみ型がたや服装にも微び妙みような変化がある。そして最後のクランは、古いラジオに使うような真空管を大事そうに磨みがいていた。

「みんないつの間に………」

「まったくぅ、そういうところじゃぞー、マッケンジーを見習わないといけないのは」

「あいつと一緒にするなよ。しかしどういう風の吹き回まわしなんだ？　みんな一いつ斉せいに」

「ハルミのリボンと同じく願掛けの類じゃ。三年になったという事と、今は情勢も不ふ明めい瞭りようじゃからな。少し前にハルミが始めたのを見て、わらわ達も真似をしたのじゃ」

「ふぅん。そんなもんかもな」

　不思議と誰だれの持ち物も孝太郎の感性にフィットしていた。だから少女達がそれらを持っていても不自然には感じず、願掛けという言葉もすんなり受け入れる事が出来た。孝太郎も野球の試合などの重要な勝負の前やなんかには、縁えん起ぎを担かつぐ方なのだ。

　―――しかし、なんだろうな、この感じ………。

　ただ一つだけ気になる事があった。孝太郎は晴海のリボンで感じた事を、他の八人の持ち物でも感じていた。何か心に引っ掛かかるが、記憶にはない。それが気になるのだが、不快な感じはしない。だからいずれ分かるだろうと、深く考えずにその事を頭の片かた隅すみにおいやった。

「願掛けですか………私にこそ必要なものかもしれません」

　ナルファも孝太郎と同じように少女達を見回した後、壁に空いた穴を見つめてがっくりと肩を落とした。自分の不注意からくる事故や怪我を減らしたい。そうしないと孝太郎に迷惑をかけ続ける事になる。ナルファは神かみ頼だのみでも何でもやりたい気分だった。

「大丈夫だよナルちゃん！　今の生活に慣れたら、きっと上手くいくようになるよ！」

　その壁の大穴に暖簾のれんをかけていた琴理が、強い言葉でナルファを励はげます。その言葉を聞いていると、どういう訳かナルファは元気が出てくるのを感じていた。

「そうだと良いんですけど」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！」

「頑がん張ばります！」

「うん、その意気よ」

　おかげでナルファは笑顔を取とり戻した。だからナルファは思う。琴理がいる限り、願掛けは要いらないかもしれないと。琴理と友達になれて、本当に良かったと。










　怪我の手当てが済むと、孝太郎達たちはナルファの引っ越しの手伝いを再開した。壁の大穴を使うと簡単に行き来出来る事もあって、一〇六号室の住人達も積極的に手伝っていた。おかげで引っ越しは急ピッチで進み、この日の午後には一〇五号室は何とか住めそうな状態になっていた。

「ホレ、これでも食え、ゆりか」

「良いんですかぁっ!?　里見さんの分のプリンですよぉっ!?」

「あんな目に遭あったのに、ちゃんと引っ越し手伝ってただろ。そういう人間を放っておくのは良くないんだ」

「いっただっきまーす！」

　引っ越し作業があらかた終わったので、今は一〇六号室の方でお茶の真っ最中。みんなお茶を片手にせんべいを齧かじっている。そんな中でただ一人、ゆりかだけは孝太郎から貰ったプリンを食べている。これは先さき程ほど粉だらけにしたお詫びだった。

「ゆりか、あたしにもちょっと頂ちよう戴だい」

「ちょっとだけですよぉ」

「ありがと！　………美味おいしい！」

「やっぱりぃ、プリンは粉がかかってない方がぁ、美味しいですよねぇ」

「あんたアレ食べたのっ!?」

　ゆりかは楽しそうにプリンを食べている。その様子に満足した孝太郎は、自身も手にしているせんべいを齧る。そしてお茶を一口飲んだところで、ちゃぶ台の向かい側に座すわっている静香と目が合った。

「優やさしいのね、里見君」

「これはまあ、俺のせいではありますし」

「………優しいのね、里見君」

「はい、分かっています」

　静香が自身の肩を軽く叩たたきながら口にした二つの同じ言葉、その声の調子の微妙な違いから何事かを察した孝太郎は彼女に近付いていく。そして孝太郎は静香の背後に回ると、彼女の肩を揉もみ始めた。

「こんな感じでいかがでしょうか」

「もうちょっと強くしてくれる？　ずっと変な格好で掃そう除じしてたから肩かた凝こりが酷いの」

「はっ、お任せ下さい」

「あー、そうそう、その感じ。頑張って、里見君」

「誠心誠意努めさせて頂いております」

「結構」

　孝太郎はゆりかだけでなく、静香にも詫びなければならなかった。静香の場合は両親の形見であるアパートの壁を破は壊かいしている訳なので、プリン一つという訳にはいかない。孝太郎はしばらく前から静香にお姫ひめ様さま待たい遇ぐうで接していた。幸い静香はそれで十分だと考えているようで、要求がエスカレートするような事は無かった。ただ終始楽しそうだった。

「コータロー様が肩を揉んでいる………」

　しかしそれはナルファにとって驚きよう異いの光景だった。ナルファは驚きのあまりカメラで撮さつ影えいする事さえ忘れ、目を丸くしてその様子を見つめていた。

「静香さんはコウ兄さんが青騎士になる前からのお友達で、だからコウ兄さんとは対等の付き合いなの」

「そういう事なら、そうなのでしょうけれど………しかしそれでも、肩を揉んだりは私の仕事なんじゃないかなぁって………」

　孝太郎が壁を破壊したのはナルファの為だ。ならばその責めはナルファが負うべきではないか、それはナルファにとって至し極ごく当たり前の考え方だった。

「そこが人間の感情の難しい所だな」

　そんなナルファの疑問に答えたのはキリハだった。彼女は湯ゆ呑のみをちゃぶ台におくとナルファに笑いかけた。

「あれは罰ばつとしてやっているというよりは、二人の遊びの範はん疇ちゆうに入る」

「遊び、ですか？」

「うむ。汝なんじも兄上に同じような事をするのではないか？」

「それはまあ………でも、お二人は家族ではありませんし」

「これまで色々な事があった。我らには互たがいを他人だと断じる事に抵てい抗こうがあるくらいの、強い繋がりがある」

「皇女殿でん下かと同じように、ですか？」

「うむ。あれはただその繋がりを確かめているだけだ。もっとも………孝太郎はそれを認めないだろうがな」

　キリハはそう言って苦笑すると、再び湯呑みを手に取り、お茶で喉のどを潤うるおした。そしてその瞳を孝太郎と静香に向ける。この時のキリハの瞳は、ナルファには確かに他人に向けるそれとは一線を画していると感じられた。

　―――コトリがいつも言う、運命の人ってこういう事なのかな………？　私は………違うな………。英雄を見てる。それで、良い筈なんだけど………。

　続いてナルファも孝太郎に目を向ける。この時、ナルファには孝太郎に対して、英雄に対する視線を送っているだろうという自覚があった。そして自身とキリハの視線の違いを感じて、ナルファはそれを残念に思った。それで良い筈だったのに。

「………ナルファ、気になるなら手伝ってきたらどうだ？」

「えっ？」

「交ざってはいけない道理はあるまい。もっとも………汝がそれを望むのなら、だが」

「私は………」

　キリハの言葉を聞いて、ナルファは自問した。自分はあの輪の中に入っていきたいのかどうか。そして孝太郎をどういう目で見たいのか、という事を。

「………ちょっと、コータロー様のお手伝いをしてきます」

　ナルファはそれを望んでいた。だがその感情が、孝太郎に対してなのか、青騎士という英雄に対しての感情であるのかはまだはっきりとはしていない。ただ、何もしないというのはどちらにとってもマイナスであるように思えたのだ。

「そうか」

　キリハは言葉少なにそう答えると、笑顔で頷うなずいた。それを受けて、ナルファは孝太郎と静香に近付いていく。そしてナルファは恐おそる恐るといった調子で孝太郎達に話しかけた。それから幾いくつか言葉を交かわした後、孝太郎と一緒になって静香のマッサージを始めた。

　―――このナルファ・ラウレーンという少女は、我らにとって一体どんな意味を持っているのか………。

　キリハがナルファに手伝うかどうかの選せん択たくを求めたのは、単純に祖国から遠く離はなれた留学生のナルファにはその方が良いと考えた事に加えて、もう一つの隠かくれた事情があった。先日の戦いにおいて、キリハはナルファが何らかの力を発揮していたらしい瞬しゆん間かんを目もく撃げきしている。しかもナルファにはその自覚がない。その時は良い方に働いたように感じられたものの、次もそうなる保証はない。だからキリハはナルファがどういう人間で、何を求めているのかを知る必要があると考えていたのだった。

　―――今のところは、ただの留学生のように見えるが………あの力が偶ぐう然ぜん彼かの女じよに備わっていたと考えるのは早計だろう。どこかから送り込まれたのか、それとも………あるいは、我らから消された記憶に絡からんでいるのか………今しばらく観察が必要だな………。

　過去のキリハが残した手紙によれば、孝太郎達は四月五日と六日を境に、記憶の一部が書かき換かえられているという。そしてキリハはその部分にナルファの事が含ふくまれている可能性があると考えている。しかしそれはまだ可能性の段階であり、確証は得られていない。だからそのあたりの事も含めて、キリハは引き続きナルファの観察を続ける必要があるだろうと考えていた。

「さーてっとっ！」

　そんな時の事だった。プリンを食べ終わったゆりかが不意に席を立った。すると自然と部屋にいる人間の視線がそこへ集まる。

「どうしたゆりか？」

　代表して孝太郎が尋たずねると、ゆりかは元気な笑顔で答えた。

「アルバイトの時間なのでぇ、ちょっと行ってきますぅ」

　この日のゆりかは夕方からのシフトでアルバイトの予定が入っていた。以前漫まん画がを大量購こう入にゆうした事で発生した金欠問題は未いまだに継けい続ぞく中だった。

「またアルバイトなの？　今度は何処どこ？」

　ゆりかがアルバイトをすると聞いて、真希が心配になって尋ねる。この心配は真希だけでなく、部屋にいる全員の心配でもあった。以前、ゆりかのアルバイト先がヤクザの事務所だった事があったからだった。

「大丈夫ですよぉ、私もちゃんと反省しましたぁ。今回はぁ、古い工場でガラスの板を磨いてるんですぅ」

　流石さすがのゆりかも犯罪組織の手先になっていた状況には危機感を持ったようで、妙みような高額アルバイトには飛び付かず、地元にある工場で働いていた。

「そうなの。しっかりね」

「はいですぅ。いってきまぁす！」

　いくらなんでも地元の工場が犯罪組織の巣そう窟くつとは考えにくい。だから真希は笑顔でゆりかを送り出した。

「なんだかんだで、あいつもちゃんと考えるようになったんだな」

「おやかたさま、ユリカ様は正義の魔法少女ですから、やはり悪党の手先はまずいとお考えになったのではないでしょうか」

「素す直なおじゃないですわねぇ、ベルトリオン。あの子も最近はちゃんとやっていると思ったから、プリンをさしあげたのでしょう？」

「違うぞ。最近糖分を取り過ぎかなって心配になっていたんだ」

「じゃあ、明日のデザートはあたしが貰っていい？」

「駄だ目めだ。明日は俺が食べる」

「なんでよ～、糖分取り過ぎなんでしょ～？」

「素直ではないのう、まったく………」

　部屋の空気が緩ゆるむ。多くの少女達がそうであるように、ゆりかもまたこの二年間で成長している。仲間の成長が感じられるのは単純に嬉うれしい事だ。それを素直に表していないのは孝太郎だけ。その部分には成長を感じない少女達だった。







部活対抗障害物マラソン　五月二日（月）







　五月になると、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校は熱気に包まれる。これは体育祭が五月中ちゆう旬じゆんに開かい催さいされる為ためだった。吉祥春風高校では体育祭がビッグイベントとして扱あつかわれており、生徒達の関心がとても高い。その準備にあたる生徒達や、種目の方で良い成績を残したいと考える生徒達がそこらじゅうを駆かけ回っている。そのおかげで秋の文化祭と並んで、生徒達に活気があるのがこの時期だった。

「………体育祭………って、何ですか？」

　そしてそこに一人だけ、他の生徒達とは少し違った反応を示している生徒がいた。それはフォルトーゼからの留学生、ナルファ・ラウレーンだった。彼女は放課後に部活動へ向かおうと教室を出た時、廊ろう下かの掲けい示じ板ばんで体育祭に関連した掲けい示じやポスターを見付けた。彼女は『体育祭』という単語に馴染みが無かったので、傍かたわらにいる友人の琴こと理りにその意味を訊たずねたのだった。

「ええとね、何と言ったらいいか………そうそう、簡単に言うとね、高校のみんなで身体を動かして遊ぶ日なの」

「遊ぶって、どういう事をするんですか？」

「まず幾つかのチームに分かれるの。今年は紅白の二チームみたいね。それで幾つか、身体を動かす、勝ち負けのあるゲームで対たい抗こう戦せんをやるの」

「へぇぇ、面おも白しろそうですね！　これは是ぜ非ひ取材しないと！」

　琴理のおかげで体育祭のなんたるかを理解したナルファは、その目を輝かがやかせる。フォルトーゼにも体育祭や運動会に相当するものはあるのだが、スポーツ競技の種目だけで行われるのが一いつ般ぱん的てきだった。だから日本の体育祭や運動会のように、この日の為だけの特別な種目が目め白じろ押おしという構成は、ナルファの目には斬ざん新しんなものとして映る。もちろんそれはフォルトーゼの国民達にとっても同じなので、ナルファには取材のチャンスが訪おとずれたと言えるだろう。

「それでコトリ、一番人気がある種目は何なのですか？」

　ナルファはこの機会を逃のがさず、早さつ速そく取材を始めた。彼女はカメラを回しながら、琴理に質問を始める。

「兄さんは『部活対抗障害物マラソン』だって言ってたわ」

　これまでに何度も撮影されたことがあったので、琴理は落ち着いた様子でナルファの質問に答えていく。ちなみにこの時点ではまだ琴理は知らずにいるのだが、実はナルファの動画に度たび々たび登場する琴理はフォルトーゼで人気者になりつつあった。性格が良さそうで可愛い女の子だというのはもちろんなのだが、孝こう太た郎ろうの幼馴染みという部分にも注目が集まっている。時折彼女の口から飛び出す『コウ兄さんネタ』は、何でも良いから孝太郎の情報が欲ほしいフォルトーゼ人の貴重な情報源となっていたのだ。

「どういう種目なんですか？」

「この高校で部活動が活発なのは分かるよね？」

「はい。熱心に練習してるのをよく見かけます」

　そう言いながらナルファはカメラを窓の外へ向ける。そこでは多くの運動部が練習に励んでいた。

「その部活毎ごとに順位を競きそう、障害物マラソンなの。マラソンをしながら、途と中ちゆうで計算問題を解かされたりとか、竹馬に乗らされたりとか」

「紅白の対抗戦ではないのですか？」

「ええ。この種目だけは紅白の対抗戦に関係ないの。どちらかといえば、それぞれの部活動が存在をアピールして、部に興味を持って貰もらうのが目的になるかしら。だからそもそも目立つだけが目的で、勝とうとしてない人達もいるわ」

「運動部は熾し烈れつな戦いになりそうですね？」

「そうなるみたい。だから文化部は序じよ盤ばんが見せ場、運動部は終しゆう盤ばんが見せ場、って感じになるみたいよ」

「ちなみにコータロー様は？」

「二年前に一度、コウ兄さんが所属する編み物研究会が優勝してるわよ」

「素す晴ばらしい！」

　琴理から大まかな概がい要ようを聞いたナルファは、張り切った様子で掲示板に貼られた体育祭関係のポスターや資料を撮影していく。これは公開用の動画として使う為ではなく、体育祭に関する情報のメモの為にやっている事だった。

「アレ、あんた達こんなとこで何やってんの？」

　ナルファがあらかた掲示板の撮影を終えた頃ころ、そこへ早さ苗なえが通りかかった。そして廊下で立ち止まっている二人に興味を示し、近付いてきた。

「こんにちは、サナエ様」

「先輩、私達はここの掲示を見ていたんです」

「どれどれ」

　二人のところまでやってきた早苗は、琴理が指し示すポスターに目を向ける。すると幾らもしない内に早苗の瞳が輝いた。

「体育祭かぁ。もうそんな時期だっけー！」

　お祭り好きの早苗は、体育祭も大好きだった。瞳だけでなく表情を輝かせた早苗は、素す早ばやく身体を反転させると大きく手を振ふった。

「孝太郎孝太郎、ちょっと来てー！」

「んー、どうした？」

「なんじゃなんじゃ」

　早苗に続いて孝太郎達もやってくる。実は孝太郎達は呼び出しを受けており、晴はる海みを除く全員で職員室へ向かっているところだった。

「これ見てよ！　これ！」

「体育祭かぁ………色々あってすっかり忘れてたぞ」

「懐なつかしいのう、確か二年前は『部活対抗障害物マラソン』に出たのであったな」

「あたしはあん時、えんじぇりっく守しゆ護ご霊れいとして孝太郎のお手伝いしてた」

「わらわとキリハはあれで熾烈な争いを繰くり広ひろげたのじゃ。大おお騒さわぎじゃったのう」

「大騒ぎって、お前が地じ雷らいなんか仕し掛かけるからめちゃめちゃになったんだぞ？」

「あれは若気の至りじゃ！　今いま更さら蒸むし返かえすでない！」

「はいはい、分かっておりますぅ、皇女殿下」

「そうだそうだ、聞いてよ里さと見みくぅん、あれで私の髪しばらくパーマみたいになって大変だったのよ！」

「もう二年前か………我らがさんざん策を弄ろうした結果、共とも倒だおれになって、ゆりかと晴海が優勝したのであったな」

「今もユリカさまは時々あの時の優勝カップを磨いてらっしゃいますよね」

「あれが私のぉ、数少ない栄光の一つですぅ」

　早苗だけでなく、孝太郎達も多くが目を輝かせた。少女達が一〇六号室へやってきて間もない頃、まだ互いの存在を受け入れていなかった頃。孝太郎達は『部活対抗障害物マラソン』を使って部屋の占せん有ゆう権けん争いをした。その時の事は誰の心にも強く残っている。今から思うと馬ば鹿かな事ばかりだったが、孝太郎達の関係を強めるきっかけの一つだった事は間ま違ちがいなかった。

「五月………私が来る前ですね」

「マキ、確かあなたはわたくしの少し後でしたわね」

「はい。最初の演劇の直後ぐらいです」

「わたくしたちの知らない部分が、半年くらいあるんですのね………」

　そうした話に交ざれないでいたのが、クランと真ま希きだった。二人は体育祭が終わってから孝太郎達と遭そう遇ぐうしているので、この話題には加わる事が出来ない。話に加わる事が出来ないのは琴理やナルファも同じではあるが、いつも一いつ緒しよに暮らしている分だけクランと真希の寂さびしい気持ちは大きかった。

　―――時々こういう顔になっちまうんだよな、この二人は………。やっぱり気になるんだろうな、時期的な事も、敵だった事も………。

　そんな二人の表情に気付いた孝太郎は、努めて明るい声で宣言した。

「よし、それじゃあ今年もみんなで出るとするか！」

　問題があるなら放っておくべきではない。共通の想い出でがないなら作ればいい。それにはもう一度同じイベントに参加してしまうのが一番だった。

「本当ですか、里見君!?」

　真希の表情はすぐに明るくなった。孝太郎が参加を決めたのは運動が好きだからという事が大きいだろうが、真希やクランを思いやっての意味もあるだろう、真希はそのように考えている。そしてそれが単純に嬉しかった。

「ああ。たまには良いだろ、何も考えずに遊ぶ日があっても」

「がんばります！」

　真希はちょっと前までの様子がまるで嘘うそであるかのように、表情が明るくなっていた。何年かして『部活対抗障害物マラソン』の話題になった時に、今回の事が話題になるように、孝太郎や他の少女達の想い出に残れるように、しっかり頑張ろう―――真希は胸の奥おくで固くそう誓ちかった。

「お前もちゃんと出るんだぞ」

「わ、わたくしは別に………スポーツは………苦手ですし………」

　クランは多少ひねくれた性格をしているので、素直に参加を喜ばなかった。自分は寂しがっていないので、参加したい訳ではありませんよ、という構図を守りたいのだ。

「へー、そうか。ナルファさん、クラリオーサ皇女殿下は出場なさらないようだぞ」

「残念です、皆みなさんが走るお姿を撮影できると思っていましたのに」

「あぁあ、国民は残念そうだなぁ、本当に残念そうだなぁ～」

「わかりましたっ、わかりましたわっ！　出ればいいのでしょうっ、出ればっ！」

　だが結局は孝太郎に丸め込まれた、という形で参加を決める。

「………世話のかかる奴やつめ」

　孝太郎はこの一言だけはクランにだけ聞こえるように小声で囁ささやいた。もし孝太郎が国民を引き合いに出さなければ、クランは後で寂しい思いをしたのだろう。クランも本当に出たくない訳ではないのだ。

「………それが分かっているなら、もっとソフトにやって下さいましぃっ」

　げしっ

　同様に小声で囁き返しながら、クランは孝太郎の脛すねを軽く蹴ける。クランは青あお騎き士しの相棒を自任し、同時に女の子としても孝太郎との関係をより良くしたいと願っている。そういうクランにとっては、孝太郎にはもう少し優しくして欲しいという想いがあった。

「そうは言ってもだな、男には立場というものが―――」

「知りませんわ！　このひねくれ者！」

「お前がそれを言うか？」

「ふふふふっ」

　思わず孝太郎とクランの声が大きくなった、その時。すぐ近くから鈴すずの音のような可愛らしい笑い声が聞こえて来た。ナルファの笑い声だった。

「やっぱりコータロー様とクラン様は、とっても仲良しなんですね？」

　ナルファはそれを改めて感じていた。これまで一ヶか月げつ近くカメラを回しながら孝太郎とクランの関係を見て来たナルファには、二人のひねくれた関係が良く分かるようになっていた。要するに二人は、お互いに甘あまえているのだった。

「そんな事ありませんわ！　このひねくれ者は、いつもいつもわたくしをからかうんですのよっ!?」

「滅めつ相そうもございません。皇女殿下には、いつでも最上級の敬意を―――」

「しらじらしいっ！」

「そうなの、ナルファさん。里見君はなかなか私には意地悪してくれなくて。やっぱりクランさんが特別なんだと思う」

「マキ、貴女あなたが一番特別扱いじゃありませんの！」

「よし、ともかく『部活対抗障害物マラソン』への出場は決定だからな」

　孝太郎がクランを説得した―――というか、意地を張るのを止めさせた―――事で、反対意見はなくなった。

「よぉしっ、あたし二年前は応おう援えんだったけど、今年は自分で優勝するぞっ！」

「今年こそシズカに勝利し、そしてこの吉祥春風高校の歴史に名を刻むとしよう！」

「負けないからね、ティアちゃん！　あと、地雷は禁止！」

「真希ちゃん、私ぃ、もしかしたら出ない方がぁ、過去の栄光に縋すがれたかもぉ？」

「情けない事を………あなたには勝とうという気き概がいはないの？」

「今年は桜さくら庭ば先輩がいませんしぃ、無理だと思いますぅ」

「わたくしはなんだかんだでキィが優勝すると踏ふんでおりますけれど」

「わたくしもそう思います、クラン殿下。総合力ではキリハ様が一歩リードかと」

「勝負というものはなかなか思い通りにはいかないものだ。だからこそ楽しい訳だが」

　ゆりかは怪あやしい所だが、今は全員がやる気になっている。ただかつてとは違ちがって、そのやる気には領土争い、つまり他者を排はい除じよしようという意思は込められていない。それとは真逆の、ただみんなで楽しもう、他者を肯こう定ていしようという意思だけが込められていた。そこだけは二年前とは大きく変わった部分だと言えるだろう。こうして孝太郎達は『部活対抗障害物マラソン』に再び参加する事になったのだった。










　孝こう太た郎ろう達が職員室へ着いたのは、教室から出た十分後の事だった。途中でナルファ達と会った事で多少時間がかかった格好だが、もともと放課後の掃除を見み越こした上での呼び出しなので、それでも呼び出した者の想定より早い到とう着ちやくだった。

「松まつ坂ざか先生！」

「おお、来てくれたか里さと見み君。では早速来てくれ」

　孝太郎達を呼び出したのはサンレンジャーのケンイチだった。ケンイチは席を立つと職員室の出口へ向かった。孝太郎達もそれに続く。呼び出された時からそうだろうと思っていたが、ケンイチの目的地は校内に点在する資料室の一つだった。

「里見君！」

　孝太郎達が資料室に入ると、そこには晴はる海みの姿があった。彼かの女じよは孝太郎の姿を見付けると席を立って近付いて来た。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいも来ていたんですか」

「ええ。メグミさんから連れん絡らくを頂いて」

「という事は、緊きん急きゆう事態ではないものの、重大案件って事か」

　晴海は少し前から、サンレンジャー達の魔ま法ほうに関する相談に乗っている。時々静しず香かや真ま希きもそこに加わる事があるが、主導しているのはあくまで晴海だ。やはり人望と思し慮りよ深ぶかさという点では晴海が一番なのだ。その晴海も呼ぶ必要があったという事は、その規模の話という事になる。するとフォルトーゼと地底、魔法世界にも影えい響きようがある話題だと考えるのが自然だった。

「残念ながら、そういう事になります。わざわざお呼び立てしてしまって申し訳ありません」

　ケンイチは資料室―――を改造して造ったサンレンジャー秘密基地―――に入った時から、孝太郎に対する話し方を本来のものに戻もどした。彼かれらは元々孝太郎を尊敬していたという事もあるのだが、今の孝太郎はフォルトーゼ側の人間として動いているので礼を欠く訳にはいかなかった。

　フォルトーゼの現皇帝エルファリアは、地球でヴァンダリオン派の残存勢力が活動している事を重く見て、孝太郎宛あてではなく青あお騎き士し宛で正式な協力要よう請せいを行った。孝太郎はそれを受じゆ諾だく、フォルトーゼ側の人間として行動を開始した。

　フォルトーゼと魔法世界、大地の民はいずれも孝太郎の行動の結果に大きく影響されているので、孝太郎としては無関係とは言い辛づらかった。また二千年前にアライアが必死に守ろうとしたものでもある。そして何より、いつも孝太郎に笑いかけてくれる少女達がそれらの当事者である以上、黙だまって見ている訳にはいかなかった。

『………なんだか何もかもエルの思おも惑わく通りになっているのが微妙に腹立たしいんだが』

『幾らエルファリアさんでも、ヴァンダリオン派の暗あん躍やくが嬉しい筈はずはありませんわ』

『うむ、母上は転んでもただでは起きないだけじゃ。ヴァンダリオン派が動き出した事を最大限利用して、そなたをフォルトーゼに繋つなぎ止とめる。すると国民の不安が和やわらぎ、期待にも沿う事が出来る。何というたか、そうじゃ、一石三鳥という具合じゃな』

『そうなんだよ、全く文句の付け所がないあたりが一番腹立つんだよ』

『今回の事や、二年前はティア殿下。陛下はいつだって一番重要な事はおやかたさまにお任せになられます。陛下もこの件は不安なのでしょう』

『それに………汝はフォルトーゼだけでなく、我ら大地の民や、真希やゆりかのフォルサリア魔法王国を見捨てられない。観念する事だな、里見孝太郎』

『………これでノーって言ったら、俺おれって完全に悪者だもんなぁ………』

　またその時から、孝太郎はティアやクランと同じく、フォルトーゼ側の責任者の一人となっている。結果的に孝太郎は地球とフォルトーゼの間に立っている訳なので、サンレンジャーとしてはどうあっても良好な関係を保ちたい相手と言える。足並みを揃そろえて行動した方が良い結果が得られるのは明らかだった。

「それで、具体的には何があったんだ？」

　孝太郎は資料室に用意されていた席に着くなり、早速話を切り出した。重要な用件だと分かっているので、のんびりしているつもりは無かった。

「例の二十パーセントの行方について分かった事があるので、ご報告をと思いまして」

　この日の議題は、先日の戦いで生じた問題の続報だった。先日の戦いにおいて、ヴァンダリオン派の残党は自動操縦の戦せん闘とう艦かんを自じ爆ばくさせた。その目的はパーツを不特定多数の地球人に渡わたす事。それによって生じた混乱でフォルトーゼの監かん視しを分散させ、同時に地球との関係を悪化させる。その隙すきを突ついて青騎士の力の秘密―――まだ彼らは知らないでいるがつまりは魔法と霊れい子し力りよく―――を解明しようというのが彼らの最終的な目標だった。

　自爆した戦闘艦のパーツは、およそ八十パーセントが回収されていた。だが問題は残る二十パーセント。それらは何者かに持ち去られたと考えられている。それらのその後についての情報を伝える為に、サンレンジャーは孝太郎達を呼んだのだった。

「何か分かったのか？」

「はい。日本は長く海外支し援えんを続けてきましたから、奪うばわれた物資や技術がどうなるのかという情報は多く蓄ちく積せきしています。それを今回のケースに当あて嵌はめて痕こん跡せきを辿たどってみたところ、幾つかのパーツの回収に成功しました」

　日本は保有する外貨―――安易に日本円に両りよう替がえしてしまうと為替かわせレートが大きく変動してしまうので外国通貨のままで保有しており国内経済には戻しにくい資金―――の使い道として、経済支援や技術支援を行ってきた。支援は多くの場合は適切に働くのだが、中には物資や技術が横流しされるケースがあった。そうしたケースを参考にする事で、サンレンジャー達はパーツがどうなるのかをいち早く予想する事が出来たのだった。

「凄すごいじゃないかサンレンジャー!!　一体どうやったんだ!?」

「まずはブラックマーケットです。そこに大おお掛がかりな網あみを張りました」

　横流しを受けた支援物資は、多くが非合法に売うり捌さばかれる。それに照らせば、手に入れた戦闘艦のパーツを売ろうとする者が現れる可能性は大いにあった。そこでサンレンジャー達は各方面に協力を打だ診しん、非合法の売買に目を光らせた。当然フォルトーゼの技術は取引き額が大きくなるので、金の動きを追う事で幾つかの取引きを発見できた。後は現場を押おさえてパーツを押おう収しゆうすれば良いという寸法だった。

「………手に入れたは良いが、持て余した者達は売らざるを得ないからな」

　話を聞いていたキリハが大きく頷く。キリハの感覚でも、サンレンジャーの考え方は正しいと思えた。

「仰おつしやる通りです、ブラックローズさん。中にはフォルトーゼの技術だと知らずに、ネットオークションに出品したケースさえありました」

「それは持て余した最たる例だな」

　キリハは苦く笑しようする。もしフォルトーゼの技術を手にしたとしても、それを扱う事が可能な技術がない場合、それがある者に売るしかなくなる。売らなければ宝の持もち腐ぐされになるので、ある種の必然と言えるだろう。

「だが、問題は持て余さなかった者達の方だ。そちらへの対処は？」

「既すでに幾つか手を打っています。まず国外への持ち出しが出来ないように、税関や海保等に警けい戒かいレベルを上げるように指示しました。続いてフォルトーゼの技術を解かい析せきするには強力なコンピューターが必要になりますから、それらを保有する企き業ぎようや集団の動きを追いつつ、新規に購入しようという動きにも目を光らせています。同時に世界でトップクラスに優ゆう秀しゆうな科学者や技術者も必要ですから、そうした人材の動きも注視しています」

　先日施し行こうされたフォルトーゼ特別法のおかげで、戦闘艦のパーツを国外へ持ち出すのは難しくなった。そうなると日本国内で技術を解析するしかなくなる訳なのだが、その場合は強力なコンピューターや優秀な人材が必要になるので、それらの動きに注目していれば発見する事は可能だろう、サンレンジャーはそのように考えていた。

「どう思う、キリハさん」

　説明を聞いた孝太郎はキリハに目を向ける。孝太郎にはサンレンジャーの話は正しいと感じられた。だがこういう時はキリハの意見も聞いておきたかった。すると彼女は大きく頷いた。

「妥だ当とうな判断だろう。国内に限ってはパーツそのものの移動は防げないから、解析という行こう為いをターゲットにするのは正しい」

　全すべての人間の荷物をチェックしたり、全ての自動車を検問するのは現実的ではない。そうなると技術の格差そのものをターゲットにするのが効果的だ。格差を是ぜ正せいする為の人材や設備は限られる。キリハもサンレンジャーの考えは正しいと感じていた。

「実際、既に幾つかパーツの足取りが掴つかめています」

「問題は、少し寝ねかせるという冷静な判断をする者が出てくるだろう事だが、根気強く続けていく事でその後の動きを封ふうじていくべきだろう」

　とはいえサンレンジャーの捜そう査さ方法にも穴は存在している。この時キリハが指し摘てきしたのはその一例だった。パーツを手にしてすぐ行動を起こさず、しばらく時間を置いてから行動を起こした場合、通常の業務拡張のようにも見えるだろう。また少しずつゆっくり人材や設備を整えれば、サンレンジャーの目も届き難にくい。

　この話に限らず、キリハはサンレンジャー達たちの捜査方法の問題点を一つずつ洗い出していった。それらはすぐに孝太郎や他の少女達がついていけない次元の話になり、キリハとサンレンジャーだけが話をしているような状態になった。一部の技術論に関してクランやルースが助言する事がある程度だった。

「キリハさん達が話している内容がぁ、全然分かりませぇん」

「孝太郎孝太郎、ケッショーノテンケッカントテンイって、日本語？」

「早さ苗なえ、それを俺に訊きくなよ。その辺はあっちに訊け」

「日本語ですわよ。簡単に言うと、金属やなんかの結けつ晶しようが理論通りの強度にならない理由の話ですの」

「………メガネっ子の話も良く分かんない」

「サナエ様、金属というのは本来もっと頑がん丈じようなものなのですが、普ふ段だんはそれを上手うまく利用出来ていません。そして上手く利用する為の話が、捜査方法に絡んでいるんです」

「やっとわかった。アレはそういう話なのね」

「里見君、キリハさんが居てくれて本当に良かったですね。クランさんやルースさんもですけれど………」

　真希はそう言いながらキリハとサンレンジャー達に目を向ける。自分には出来そうもない、真希はそんな調子で苦笑していた。

「あの三人が居ないと、俺おれ達普ふ通つうに高校生だもんな」

「わらわは普通に皇女じゃ」

「はいはい、分かってる分かってる」

　ティアの言葉でその場は和なごんだものの、孝太郎は真希の言葉を重く見ていた。

　―――俺達はキリハさんとルースさん、クランの三人が居ないと進むべき道を見失う。まずいな、これは。早目に気付いて良かった………。

　ゆりかは強力な魔法を使うし、ティアの戦せん闘とう能力は群を抜ぬいて高い。だが彼女らが活かつ躍やく出来るのは、キリハ達三人が明快に道を示しているからこそであって、それを失えばただ力が強いだけの迷子が出来上がる。敵を見付けられない強者など、何の意味もないのだ。孝太郎はそれを今、強く感じていた。

「………クラン、それにルースさんも」

「どうしましたの、そんな顔をして」

「おやかたさま？」

「キリハさんも含めた、お前ら三人が先に倒たおれれば、俺達は全員が危機的状態に陥おちいる。これからは無理だけはしないでくれ」

「………状じよう況きようは分かっているつもりですわ」

「お任せ下さい、おやかたさま」

「一番怪しいのがルースさんですからね。守護騎士なんて名乗ってるんですから」

　ルースはその名にナイ、守護騎士という称しよう号ごうを冠かんしている。彼女はいざとなればその称号の通りに、ティアや孝太郎の盾たてとなってその身を投げ出すだろう。だが今は、そうする事が結果的に孝太郎達の危機を招く。それは孝太郎の望むところではなかった。

「御ご安あん心しん下さい。おやかたさまを一人にはしません。ずっとお傍そばにおります。おやかたさまが何を一番恐れているのかは、もう分かっているつもりです」

　ルースは孝太郎の言葉に微笑ほほえみで応こたえた。ルースは絶対に孝太郎を守る。孝太郎が一番恐れている孤こ独どくから。その為には安易に身を投げ出さず、そもそもそんな事が必要になる状況にならないようにするべきだろう。そうすれば結果的に孝太郎の要望にも沿う事になる筈だ。ルースの微笑みの裏には、そんなあたたかくて強い気持ちが隠れている。それを感じ取った孝太郎は照てれ臭くさくなってルースから視線を背そむけた。

「だ、だったら良いんですけれど………」

「ふふふ………」

　孝太郎達の話はそこで終わった。しかしキリハとサンレンジャー達の話は依い然ぜんとして続いている。こちらはそんなに簡単に終わる話ではないのだ。

　―――明らかに、戦いの質が変わってきている………。

　晴海はこの時、孝太郎の話とキリハの話、双そう方ほうに共通している事があると気が付いた。それはどちらも戦いの有り様が大きく変化したから必要になった話だという事だった。

　考えてみれば当初は個人の小こ競ぜり合あいだった。それがやがて協力して敵を追い返すようになり、規模が拡大、遂ついには大きな戦争に加わるようにまでなった。しかしここまでは常にゴールが見えていた。特定の敵を倒すとか、ある品物を入手するとか、これをすれば終わりという分かり易やすいゴールがあったのだ。だが今の戦いは違う。姿の見えない、漠ばく然ぜんとした敵と戦っている。しかもその敵を倒しても終わらないかもしれない。ヴァンダリオン派の残党すら、単なる敵の一つに過ぎない。これをすれば終わりというゴールが見えないのだ。戦い方も情報の収集と分ぶん析せきが主になり、だからこそ孝太郎は中心にいるキリハ達を心配し、キリハの話は長くなってしまう。

　―――このまま、何も起こらなければいいんだけれど………。

　いつまで続くのか分からず、人数すら定かではない、姿の見えない敵との戦い。それが自分達の生活に影かげを落としている。晴海はそこが不安でならない。ある日突とつ然ぜん、不意打ちのように自分達の未来が失われるかもしれないという恐きよう怖ふが、晴海の胸に重く圧のし掛かかっていた。










　サンレンジャー達との話を終えた孝こう太た郎ろう達は、資料室を出てそれぞれが所属する部や研究会の部室へ向かった。初めに言われた通り、重大だが緊急を要する話ではなかったのでとりあえずは普段の生活に戻れた格好だ。どちらかと言えば緊急を要するのは『部活対抗障害物マラソン』対策だった。

「………」

　晴はる海みは編み物研究会の部室の窓から外を見つめていた。既に五月が近い事もあり、外の風景は輝きに満ちている。だが彼女の表情にはその反対の、暗い雰ふん囲い気きがまとわりついていた。

「どうしたんですかぁ、桜さくら庭ばせんぱぁい」

　ゆりかが晴海に近付いていく。部室には晴海の他にゆりかと孝太郎がいる。珍めずらしく孝太郎に先んじて晴海の様子に気付いたゆりかは、心配になって声をかけたのだ。やはり晴海はゆりかにとって一番大事な友達だった。

「ううん、何でもないわ」

「そういう顔ではないですよぉ？」

「本当に何でもないの。さっきの話を聞いて、少し心配になっただけで。今私達がかかわっている事件って、ゴールが見えないでしょう？」

「そうですかぁ？　私はぁ、大体いつもゴールが見えないのでぇ、いつもと変わらないですぅ」

「ゆりかさんはどうやって不安と闘っているの？」

「闘ってないですよぉ」

「えっ？」

「私は頭が悪いからぁ、考えても答えは出ないのでぇ、ただただ里さと見みさんやみんなを信じる事にしているんですぅ」

「里見君やみんなを………強いのね、ゆりかさんは」

「一応これでも愛と勇気の魔法少女ですからぁ」

「そうだったわね。私もゆりかさんを見習う事にするわ」

「はいっ、そうして下さいぃ！」

　そんな二人の会話を、孝太郎は『部活対たい抗こう障害物マラソン』の資料を読むフリをしながら背中でこっそりと聞いていた。

　―――ゆりかはもう、二年前のあいつとは違うんだな………。

　孝太郎も一応晴海の様子に気付いていたので、ゆりかが声をかけても元気が戻らないようなら自分も何かしようと思っていたのだが、幸い晴海には笑え顔がおが戻った。

　―――俺の出る幕はなかったか………ふふふ………。

　ゆりかに任せて大だい丈じよう夫ぶそうだと感じた孝太郎は、それを喜ばしく思う反面、多少寂しくもあった。それは手のかかる妹が、いつの間にか大人になっていたと気付いた時の兄の心境に近いのかもしれない。ともあれ孝太郎は、これまで読むフリをしていた『部活対抗障害物マラソン』の資料をきちんと読み始めた。出しゆつ場じよう枠わくは今年も各部二人ずつ。晴海は卒業してしまったので応援に回り、今年は孝太郎とゆりかで出場する事になりそうだった。

「ちなみに里見さんはぁ、気付いてないフリをしているだけでぇ、本当は桜庭先輩が元気がなかった事に気付いていますぅ」

「そうなんですか？」

「さっきちらっとこっちを見てましたからぁ、絶対ですぅ。だからぁ、桜庭先輩は今なら甘え放ほう題だいですよぉ？」

「ふふっ、頑がん張ばってみます」

　孝太郎はこの会話にも気付いていたが、そのまま資料を読み続ける。何を言ったら良いか分からなかったし、今いま更さら話に加わるのも照れ臭かった。

　ギッ

　孝太郎のすぐ左側で、パイプ椅い子すが軋きしむ。

「………ごめんなさい、里見君。少しだけ、元気を分けて下さい」

　不意に、晴海の頭が孝太郎の肩かたに乗った。同時に孝太郎の膝ひざには晴海の右手が乗る。その手首では白と青のリボンが揺ゆれていた。

　―――えーと………。

　孝太郎は悩なやみ始めた。最初に閃ひらめいた晴海から離はなれるという、かつての孝太郎がやりがちだった悪い考えを頭の片かた隅すみに押しやった後、様々な対応を検討していく。そして何十秒間か散々悩んだ後、これで良いのかなと繰り返し自問しながら、膝に乗っている晴海の手を握にぎった。すると晴海はそのほっそりとした指を孝太郎のそれと絡からめ、ぎゅっと握り返してきた。

「えへへへぇ、里見さんもぉ、桜庭先輩もぉ、それで正解ですぅ。えへへへぇ」

「………バーカ」

「はい。でもでもぉ、褒ほめて貰える馬鹿だと思いますぅ」

「………そうだな。ゆりか、お前が正しい」

「えへへへへぇ」

　そして最後に孝太郎は、空いている方の右手でゆりかの頭を撫なでた。結局この日は『部活対抗障害物マラソン』の話はしなかったのだが、編み物研究会のチームワークの良さは改めて確かく認にんされた格好だった。
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　本来編み物研究会にはあと二人の会員がいる。それはナルファと琴こと理りの二人だった。ただ二人は孝太郎達が資料室へ行った関係で、この日はもう一つ所属している部の方へ出席していた。それは写真部だった。

「良いよ。君達二人で『部活対抗障害物マラソン』に出ると良い」

　この日ナルファは写真部の部長に対して、琴理と一緒に『部活対抗障害物マラソン』に出場したいと願い出た。ただ一年生の新参者なので、無理だと言われる可能性も高いだろうと考えていた。しかし幸いな事に部長は快く了りよう承しようしてくれた。興奮したナルファは目を輝かがやかせ、身を乗り出すようにして部長の言葉を確認した。

「良いんですかっ!?」

「うん、構わないよ。僕ぼくらは写真部だろう？　だから昔から体育祭では撮さつ影えい班はんとして活動してきたんだ。だからここ何年も『部活対抗障害物マラソン』には出場していない。その撮さつ影えいをして展示した方が、僕らのアピールにはずっと良いんだよ」

「言われてみれば確かに。私も撮とりたい気持ちは少なからずあります」

　もともと写真部は活動の性質上『部活対抗障害物マラソン』には出場してこなかった。厳密にはアピールの為ためにスタートだけをやった先せん輩ぱい達たちもいるのだが、きちんと競技をこなした例は殆ほとんどない。そんな訳で、ここ最近は出場枠は空いたままになっている。だからそれをナルファと琴理が使う事には、何の問題も存在していなかった。

「しかも今回は特別だ。ナルファさんが写真部に入部してくれた事をアピールすれば、入部希望者が増えるかもしれない。そうなるとナルファさんと松まつ平だいらさんに出場して貰もらって、僕らは従来通り撮影をするという分担が最良の結果を生み出すと思うんだ」

　そして編み物研究会同様に後こう継けい者しや問題を抱かかえる写真部としては、ナルファが写真部に所属している事を内外にアピールする事で、入部希望者が増える事を期待している。手軽に写真が撮れるスマートフォンの普ふ及きゆうに伴ともない、きちんとしたカメラを使って撮影を行うというスタイルが徐じよ々じよに衰すい退たいしつつある。それに伴い写真部も部員が減少し始めていた。そこに危険を嗅かぎ取とった写真部は動画の作成などの方にも活動の幅はばを広げ始めているが、それでも部員の減少に歯止めは掛けられていない。だからフォルトーゼからの留学生のナルファが入部してくれた事をアピールして、部員を増やしたいと考えていたのだった。

「私がいるっていうくらいで、入って下さる方が増えるでしょうか？」

「今なら増えると思ってる。秋になって後続の留学生が来てしまうと、各部に散って効果が薄うすれてしまうだろうけれど。それにやってマイナスになる恐おそれはない訳だろう？」

「マイナスにはならない………なるほど、確かにそうかもしれません」

　ナルファ自身は自分を特別だとは思っていない。特別なのはむしろティアや孝太郎の方で、ナルファは自分は所しよ詮せん一いつ般ぱん人じんだと思っていたのだ。だから写真部の力になれるかどうかという点には懐かい疑ぎ的てきだったのだが、そもそも出場枠が空いている上に、別段写真部にマイナス要素がなかった事で、ナルファは遠えん慮りよする必要は無さそうだと考え始めていた。

「では、写真部の為に、琴理と一緒に頑張ってきます！」

「えと、頑張ります」

　ここでようやく琴理が話題に参加する。写真部でも人見知りが炸さく裂れつし、これまで琴理は話をナルファに任せ、やや後方で黙って立っていた。本当ならスマホの画面に逃にげ込みたいくらいなのだが、流石さすがに部の先輩の前でそうする訳にもいかない。そんな琴理が必死に捻ひねり出だしたのが『頑張ります』の一言だった。

「勝たなくていいから、精せい一いつ杯ぱい目立って来てくれ」

「私もそうした方が良い気がします。どうせ最高の結果を出しても、四位か五位だと思いますし」

「随ずい分ぶん具体的な予想だね」

「ティア様達たちには勝てないと思うので」

「あの子は特別だからねぇ………今年の体育祭は三さん冠かん王おうを狙ねらっているって噂うわさだし」

「あの方らしいです。ふふふ」

　ティアがフォルトーゼの皇族であるという噂は徐々に広まりつつある。だがティアがこの二年余りの間に吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校へ刻んだ伝説の数々のおかげで、噂が広まってもティアという人間の評価は殆ど変わっていなかった。やはりティアの人となりが既に伝わっていた事が大きかったのだ。

「コトリ、一緒に頑張りましょうね！」

「うん。運動はあんまり自信がないけど………」

「私一人では問題が解けませんから、自信を持って！」

「ありがとう、ナルちゃん。自分なりに頑張ってみるね！」

　運動能力は高いのにうっかりミスが多く、また日本や地球に絡んだクイズや問題が苦手なナルファ。人見知りと運動能力という弱点はあるが、しっかり者で賢かしこい琴理。二人が互たがいの欠点を補い合えば、意外と良い成績を出すのではないだろうか。二人のやり取りを見ながら、写真部の部長はそんな事を考えていた。










　ゆりかが編み物研究会の会長になってしまった事で、コスプレ研究会は最有力の次期会長候補を失ったと落らく胆たんした。しかしある時彼女らは気付いた。果たして虹にじ野のゆりかに、会長の重責を担になえたであろうかと。イベントを仕切り、会員達の尻しりを叩たたいて衣装を完成させる。予算のやりくり、生徒会との交こう渉しよう。その他諸もろ々もろ。『無理じゃね？』―――その考え方が彼女らを救った。こうしてコス研の新会長は頑張り屋との評価が高かった副会長が昇しよう格かくして務める事になった。この一件は、やはりノリと逸いつ材ざいという評価だけで新会長を決めるべきではないな、と多くの者達の教訓となった。

「しかし『部活対抗障害物マラソン』こそは、ノリと逸材かどうかで決めるべきだと思うのよ！」

　こうして新たな船出を迎むかえた新生コス研だったが、いきなりとある問題にぶつかっていた。それは『部活対抗障害物マラソン』の出場者がいない事。正確に言うと一人は真ま希きに決まったが、もう一人が決まらない。ゆりかの抜けた穴を埋うめるだけの逸材が、部内には見当たらなかったのだ。写真部と同様に、コス研にとって『部活対抗障害物マラソン』は順位よりもむしろアピールの場だ。今こそゆりかの力が必要な時。だがゆりかは編み物研究会の会長になってしまった。研究会だから掛け持ちＯＫというルールが裏目に出た格好だった。

「こうなったら、私と会長で出るしかないんじゃないかしら」

　真希が出場する事は決まっている。真希には衣装に負けないだけの個性がある。温和なゆりかとは逆で、真希には少しクールな印象があるので、その方面の衣装を着せる場合は会員では最も効果的だった。そして真希自身も出たいと思っていたので、コス研にも真希自身にも何も問題はなかった。

「問題は私の方なのよー！　藍あい華かさんに釣つり合うだけの明るさというか、パワーが足りないというか………」

　だが今はその真希のコスプレの完成度の高さが問題となっていた。体力的な意味では新会長には何も問題はない。新体操部にも所属していて、身体作りにも余念がない努力派なのだ。この意味においてはゆりかよりよっぽど優すぐれていた。だが問題は衣装映ばえだった。新会長は努力派である事から分かるように、どちらかと言えばストイックでクールなタイプだった。その為コスプレをする場合には真希に近いものになってしまう。それではコンビのコスプレの利点を生かせない。彼女ではゆりかの代わりにはなれなかった。

「私が明るい方を着ましょうか？」

「それじゃあこのままでも大して変わらないわよ」

「困りましたね………」

「どこかから湧わいてこないかしら、ゆりかちゃんに負けないくらい明るい、太陽のような女の子が………」

　言ってしまえば、ゆりかの存在感が強過ぎたのだ。その前提で対極にある真希を使うという発想になっているから、ゆりかの不在で全てが狂くるってしまう。コス研としては頭を抱えたくなる大問題だった。

　ばぁん

「話は聞かせて貰ったぁっ！」

　そんな時だった。コス研の入り口のドアが勢い良く開く。それはドアが壊こわれんばかりの勢いで、開けた者が考えなしである事を何よりも雄ゆう弁べんに語っていた。

「全てこのあたしにお任せなのです！」

　コス研に飛び込んできたのは早さ苗なえだった。基本的に『部活対抗障害物マラソン』に出るには何かの部や研究会に参加している必要があった。だが孝太郎達の編み物研究会は出場枠わくが埋まっている。そこで早苗は元々ゆりかが出場枠を使っていたコス研に目を付けた。活動も可愛かわいい服が着れる訳なので、早苗向きだった。

「愛と勇気の魔ま女じよっ子騎士ナイト、東ひがし本ほん願がん早苗参上っ！」

　早苗は部室へ入るなり全身で大きくポーズを決めた。今の早苗は制服に愛用の天使の羽根リュックを背負っているだけだったが、根こん拠きよのない無む駄だな自信に裏打ちされたそのポーズは、やたらと決まっていた。同時に同じく無意味に放出された強力な霊波は、それを感じ取る能力の無い者さえ圧あつ倒とうした。

「東本願さんっ!?」

「湧いて来たっ!?」

　そしてこの無意味な自信と迫はく力りよくこそが、今のコス研に必要とされるものだった。早苗から放出されているそれらは、コス研の人々にゆりかの存在感に匹ひつ敵てきする強い力を感じさせた。だから会長は声高らかに叫さけんだ。

「採用っ!!」

「よく言った！　みんな黙ってあたしについてきなさぁいっ！」

　それは会長の独断ではない。口には出さなかったが、コス研の誰だれもがそう思った。コス研の救世主が現れた、と。

　―――大だい丈じよう夫ぶかしら、こんな事で………。

　不安を感じていたのは一人だけ。それは早苗をよく知っている真希だった。真希には早苗は何も考えていない確率が高いと分かっていたのだ。
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　―――でもまぁ、楽しくなりそうだから、いいか………。

　だが真希は自分が物事を悪い方向へ考えがちな、よくない癖くせがあると知っている。だから仲間を信じ、楽天的に考える事にしたのだった。










　お料理研究会に関しては、出場枠よりも休きゆう憩けい所じよで出す飲み物や軽食、パン食い競争エリアのあんぱんの製作の方が大きな問題だった。出場枠に関しては、一つ目の枠は優勝候補と目されている静しず香かが今年も続投。そしてもう一枠は、入会したてで料理がまだあまり得意ではない一年生が出場する事にすんなりと決まった。そんな訳で今はもう、もう一つの役目である当日に料理を用意する事についての議論に移っていた。

「生徒会は現時点でエントリーが既に四十チームって言ってたから、最終的には例年を上回るんじゃないかって。だからパン食い競争のあんぱんは多めに作った方が良さそうな気配ね」

　今年からお料理研究会の会長を務めている静香は、資料を片手にてきぱきと会員達に現状を伝えていく。当初は戸と惑まどう事もあったのだが、この頃ごろには自分の役目に慣れつつあった。これには晴海に相談出来た事も大きかった。

「どうしていつもよりエントリーが多いんでしょうねぇ？」

　静香の報告を聞いて会員の一人が首を傾かしげる。すると静香と一いつ緒しよに生徒会との会議に出ていた副会長が肩を竦すくめた。

「秋に留学生が追加で来るでしょう？　それに備えて今からどこもバチバチなのよ」

「そっか、いわゆる縄なわ張ばり争いが激化してるのね」

　首を傾げていた少女が納なつ得とくした様子で繰くり返かえし頷うなずいた。吉祥春風高校は部活動が重んじられる校風だった。だから元々各部は大っぴらにはしないものの、内心では対抗意識があった。それだけなら良かったのだが、今年は秋にフォルトーゼからの留学生の追加が来る事が決まっていたから、部活や研究会のライバル意識が強くなり、隠かくれていたものが表面に飛び出して来ていた。何処どこの部も留学生の獲かく得とくを狙っているので『部活対抗障害物マラソンに優勝した』という看板が欲ほしい。そしてここでの活躍をナルファが動画にして本国に紹しよう介かいしてくれればなお結構。留学生が入部してくれれば、日本人生徒の入部希望者も増える。全国的にも名前が売れる。それ故ゆえに、体育祭の単なる一競技ではあるが、各部の熱の入り様は相当なものだった。

　―――それでも入部希望者は演劇部、編み物研究会、野球部に集中するんでしょうけれどね………。

　副会長達の話を聞きながら、静香は小さく苦笑する。ティア達が主導して青騎士を生み出す原動力となった伝説の演劇部。アライアに編み物を教えた事もあるという青騎士が所属する編み物研究会。そして青騎士が愛してやまないスポーツが出来る野球部。どう考えてもその三つに留学生達の興味は集中するだろう―――裏事情を知る静香にはその結果が予想できる訳なのだが、それを言ってしまえば多くの人のやる気に水を差す。だからこの事は胸に秘ひめ、黙っている事にしている静香だった。

「会長、ウチは留学生へのアピールはしないんですか？」

「ふふふふ、そこは抜かりはないわ。後でナルちゃんがウチの部に取材しに来てくれる事になっているの。やっぱり食べ物関連は向こうでも興味が高いみたいね」

　静香はきちんと手を打ってあった。というより、両者の利害が一いつ致ちしたというべきだろうか。ナルファが日本の食べ物の取材に関して相談した相手が静香であり、その時に静香は秋の留学生にどうアピールするかで悩んでいた。結果的に両方が得をするようにしようという結論が出て、ナルファが取材に来る事が決まったのだった。

「ちゃんと別口で手を打ってあったんですね」

「そう、だから今回は自分達の役目に集中できるって訳。みんなそのつもりでしっかりやってちょうだい？」

『はいっ！』

　会員達の声が綺き麗れいに揃う。お料理研究会でも会員達によそに対する対抗意識は芽生えていたものの、静香が先手を打って対策をしていたおかげで、本来の役目に集中できそうな気配だ。世話焼きの静香の本領発揮というところだった。










　キリハは高校にいる間は優等生の『倉野桐きり葉は』として猫ねこかぶりをしている。その為、部活動―――陸上部にもきちんと出席し続けてきた。結果的に二年前よりも体力が付き、しかも頭脳も二年前以上に伸のびている。文武両道に拍はく車しやがかかった状態と言えるだろう。

「ヤッホー、桐ちゃん！」

「久しぶりね、倉野さん」

「高たか橋はし先せん輩ぱい!?　川かわ島しま先輩!?」

　そんなキリハに思わぬ来客があった。それは昨年の三月に卒業した、先輩の高橋と川島の二人だった。キリハが入部してから随分世話になった相手なので、優等生猫かぶりを抜きにしても、自然とキリハの背筋は伸びる相手だった。

「一体どうなさったんですか、お二人とも!?」

「愛する桐ちゃんの成長ぶりを確かめに来たのよー！」

「違ちがうでしょっ。今年の『部活対抗障害物マラソン』が面おも白しろい事になってきてるって話を聞いてね、様子を見に来たのよ」

「耳が早いですね」

「なんで一言言ってくれなかったのよー、桐ちゃーん！」

「まあ高橋の言い方はともかくとして、後こう輩はい達が困ってないか見に来たってワケ。正直に言うと、大半は面白そうだからなんだけど」

「面白そう………川島先輩も大学生になってから高橋先輩みたいな事を仰るようになりましたね」

「やめてよ、恐ろしいっ！　でもまあ、フォルトーゼフィーバーならそうもなるわよ」

「確かに今は校内中がそんな感じです」

　二人がやってきたのは、吉祥春風高校内の異様な盛り上がりを聞きつけての事だった。毎年『部活対抗障害物マラソン』は盛り上がるが、今年はフォルトーゼの来訪に絡んでかつてない盛り上がりを見せている。だったら様子見がてら、後輩達の力になってやろうという、興味半分善意半分でやってきたのだった。

「それで桐ちゃん、メンバー選考はどうなってるの？」

「一人は倉野さんで決まりだとは思うんだけど」

「これまでの陸上部の作戦を継けい続ぞくするかで少し議論になっています」

　成績優秀、陸上の競技でも好成績を残すキリハは、女子陸上部内での会議でほぼ議論なしで出場に決まった。問題はもう一人だった。陸上部の伝統的な作戦は、純じゆん粋すいに脚きやく力りよく重視の肉体派の人物と、頭脳派の中で最速の人物で出場するというものだ。この場合、キリハは後者にあたる。そうなると後は肉体派を選ぶ訳なのだが、そこで待ったがかかった。この絶対に負けが許されない特とく殊しゆな状況では、従来の作戦を捨ててもう一人も頭脳派の方が良いのではないかという声が上がったのだ。

「えぇぇ、止めちゃうのぉっ、伝統の脳みそまで筋肉作戦!?」

　キリハの話を聞くと、高橋は大きく落胆した。そもそも脳みそまで筋肉作戦の本質は、スタート直後に肉体派が独走する事に意義があった。そうする事で陸上部ここにありという分かり易いアピールが出来る。そして最終順位に関しては頭脳派に任せる格好だ。途と中ちゆうの障害でクイズや数学が出る場合があるので、陸上部としてはこの配置が鉄板になる。高橋はこの伝統的なやり方で活躍してきた人間なので、その作戦を捨てると言われると落胆は大きかった。

「なるほどねぇ、アピールを捨てて確実な勝利を、か………分からなくはないわね」

　しかし反対に川島の方は納得した様子で大きく頷いていた。実は今年に限っては、陸上部の伝統的な作戦は有効ではない可能性が高い。アピールという点に関しては、既すでに留学生を擁ようする部には勝てないからだ。彼かれらは確実に留学生を使ってアピールしてくる。だからスタート直後に独走するぐらいでは、その注目度を越こえられるとは思えない。だとしたら確実な勝利で表ひよう彰しよう台だいに上がる方が正解なのではないか、という考え方が生まれて来る訳なのだった。

「そうなると頭脳派の脚あしの問題になってくるけど」

「そこで揉もめています。これを見て下さい」

　キリハは持っていた資料を川島に手て渡わたす。

「どれどれ」

「あたしにも見せて」

　すると川島と高橋は頭をくっつけるようにして一緒に資料を覗のぞき込む。そこには女子陸上部員の名前と持久走のタイム、そして学力の順位が記されていた。

「なるほど………これは厄やつ介かいね」

「かわちゃん、どう厄介なの？」

「あなたにも分かるように言うと、文武両道が居ないのよ」

「ボンクラとノロノロだけって事？」

「そこまで酷ひどくはないけど、問題点としてはその理解で良いわ」

「大問題じゃない！」

　現在の女子陸上部は能力の偏かたよりに悩まされていた。簡単に言うと頭脳と運動能力が共に八十点の人間が欲しい訳なのだが、運動能力は九十点だけど頭脳は五十点だとか、その逆だったりとかいう人材しかいなかったのだ。

「この場合は、どの程度の偏りを許すか、って話になってくるわね。倉野さん、その辺はどうするの？」

「現在、女子陸上部の人脈をフルに活用して他所よその作戦を探さぐっています。その結果で私達の作戦を決める事にしました」

　優勝候補と目されている部活は幾いくつかあるが、その作戦を事前に知る事が出来れば、誰を出場させればいいかが分かってくるだろう。情報を制する者こそが戦いに勝利する。キリハの戦いは既に始まっていた。

「流石さすがあたしの桐ちゃん！　抜け目ないわねー！」

「ふふ、私達の出る幕なんてなかったか………嬉うれしいような、寂さびしいような………」

　キリハの力強い言葉で、高橋と川島に笑顔が戻もどった。後こう輩はい達が自分達の力で前へ進んでいっている事は嬉しい事だ。だが少しばかり頼たよって欲しかったという気持ちもあった。いつまでも可愛い後輩でいて欲しかったのだ。しかし今はもう後輩達の時代なのだ―――それを感じ取った二人は、キリハ達を信じて応おう援えんする側に回る事にしたのだった。










　吉祥春風高校にいるフォルトーゼからの留学生はナルファ一人ではない。正体を明かしたティアとルースもまた、フォルトーゼからの留学生なのだ。当然所属する部はその存在を最大限活用すべく二人を『部活対抗障害物マラソン』に出場させようと考えていた。

「よぉし分かった！　大船に乗ったつもりでいるがよい！」

「謹つつしんでお引き受けさせて頂きます」

「お願いね、二人とも。演劇部が大だい躍やく進しんするチャンスなの！」

　ティアとルースは演劇部に所属していた。厳密に言うと二人は応おう援えん団だんにも所属しているのだが、幽ゆう霊れい部員になって久しい。人脈も切れているので、今は完全に演劇部員であると言って良いだろう。二人は現部長に乞こわれる形で『部活対抗障害物マラソン』への出場を決めた。これはティアとルースにとっても望ましい状況だ。みんなで出ようと話し合っていたところだったので、渡わたりに船だった。とはいえ、多少気になる事もあった。

「マッケンジーは出ないのかのう？　良いのか、わらわ達だけで？」

　演劇部には賢けん治じがいる。賢治は運動も出来て賢いので、障害物マラソンにはうってつけの人材と言える。それを押おし退のけて出場する事には少なからず疑問があった。

「賢治君はレンタル移い籍せき中なの」

「レンタル移籍？　どういう事じゃ？」

「ウチと協力関係にある部活が幾つかあるのは知ってるわよね？」

「ウム。コス研や手芸部が衣装製作を手伝っていたりするのう。他にも新聞部や音楽部なんかも協力的じゃったか」

　演劇部だけでは限界がある分野、例えば衣装製作や広報、音おん響きよう技術などの分野で、演劇部は幾つかの部活と協力関係にある。それらの部活とお互いの力を生かし合う事で、共に大きな事を成なし遂とげて来たのだ。青騎士の演劇などはその一例と言えるだろう。

「そういう部活ってね、必ずしも運動が出来る人ばかりじゃないのよ。規模が小さい所もあるし」

「なるほどのう、それでマッケンジーがレンタル移籍という事か」

「そう、今回はこっちが人を貸してるの。うちはティアさんとルースさんが居るから、他のめぼしい人達はみんなレンタル移籍の予定よ」

「つまり、マッケンジー様は手芸部辺りで新作衣装を着るという事ですね」

「正解よルースさん。その手の部活には見た目が良いのを派は遣けんしているわ」

　演劇部は比ひ較かく的てき人数が多く、しかも例の演劇の評判のおかげで部員も増えた。結果として障害物マラソン向きの人材も一人や二人ではなくなった。そうした部員はいつも協力してくれる他の部活へ派遣している。協力してくれている部活や研究会は、規模が小さいものが少なくない。こうした支し援えんはありがたいものだった。

「だから今年のウチの出場者はティアさんとルースさんで大丈夫。能力的にも十分だし、例の演劇の基もとになったのはフォルトーゼの伝説なんでしょう？　むしろこのタイミングで出て貰わずにどうするのよ、って感じかな」

　演劇部の代表がティアとルースになったのは、もちろんアピールの為だった。話題のフォルトーゼ人を代表にすれば校内へのアピールは十分で、しかも秋からのフォルトーゼ人留学生に対するアピールにもなる。演劇部の部長もティアが皇女である噂は知っている。それを抜ぬきにしても、既にフォルトーゼ人が入部していますという事がマイナスにはならないだろう。そして青騎士の演劇をやったという事の後あと押おしにもなる。

「あい分かった。その事情であればわらわも納得じゃ！　共存共栄を図はかるべく、力の限りを尽つくそうぞ！」

　事情を聞いて納得したティアは目を輝かせて力強くそう宣言した。なんだかんだで周りにいる人間の事にも気を配るようになったティアなので、事情を聞くまではノリ切れなかった部分もあった。しかし今は違う。心置きなく闘とう志しを燃やしていた。

「わたくしも微び力りよくながらお手伝いをさせて頂きます」

　ルースの感情表現はティアのそれよりは大人しいものだったが、しかしそれはやる気がない事を意味してはいない。ルースは二年前の障害物マラソンには参加していなかったので、みんなで参加するのを楽しみにしている。彼かの女じよは今も剣けん術じゆつの練習を続けているが、障害物マラソンの為に走り込みを強化したりしている。見た目の穏おだやかさとは裏腹に、やる気は十分だった。

「お願いね、二人とも！」

　演劇部の部長としても今年の障害物マラソンは大勝負だった。ここで良い成績を残してティアとルースの存在を内外にアピールできれば、部員獲得と公演の広報の大きなプラスになる。今年も秋の文化祭での公演が控ひかえている。フォルトーゼ人の来訪で大きな転機を迎えたこの時期に失敗は許されなかった。










　科学部は『部活対抗障害物マラソン』とは無む縁えんの部だった。この競技では科学部の強みをアピールできる部分がまるでなく、辛かろうじて数学や物理の問題が出るエリアで有利というくらいでしかなかったのだ。だからそもそもエントリーをしておらず、ずっと距きよ離りを置いてきた。自分達の研究をそのまま続ける方が、実情としてもアピールとしても有意義だったのだ。部活動が互いにライバル心を燃やす吉祥春風高校においては、例外的な部であると言って良いだろう。

　そんな訳で、人間関係があまり得意ではないクランが勇気を振ふり絞しぼって遠慮がちに出たいと言った時、部長は首を傾げた。

「それは良いんだけど、なんでだい？」

　部長は不思議そうだった。今年も例年通り『部活対抗障害物マラソン』とは無縁だと思っていたのだ。

「そ、それは………友達のみんなと、一緒に出ようよって話になって………」

　クランは親しくない人間と話すのが苦手だ。かつては出来ていたのだが、過去の世界へ行って自身の傲ごう慢まんさに気付いてからは、あまり上手うまくいかなくなった。かつては他人の都合や気持ちを無視していただけだったのだ。だからこの時もクランは必死だった。

「ああ、君をここへ連れて来た里見君とか」

「えっ!?　………えと、まあ、あの方だけではありませんけれど………」

「良いよ。普ふ段だんは出ていないんだが、今年に関しては君を出すのは悪くない」

　四月の頭に孝太郎がクランを科学部に連れて来たのだが、その時には科学部も流石に騒そう然ぜんとなった。だからクランが出場すればその時と同じ効果を高校全体に与あたえられるかもしれない。そう考えるのは論理的だと、この時の部長は考えていた。

「とはいえ、部内からもう一人出場希望者が出るとは限らない。その場合には私が出る事になるだろう。だが見ての通りこの身体だ。完走すら怪あやしい。順位に関しては期待しないでくれ」

　実は科学部の部長は太っていた。自身の研究を進める為に不ふ摂せつ生せいが続いた為だった。同じ事は科学部全体でも言える。科学部の部員は痩やせているか太っているかの両りよう極きよく端たんで、どちらにせよ障害物マラソン向きではない。部長はこの場ではあえて口にしなかったが、自分が出場する場合はスタート直後に棄き権けんするつもりでいた。『部活対抗障害物マラソン』は二人で出場し、良い方の成績が採用される。棄権してもクランの成績が採用されるので、何も問題はない筈はずだった。

「それで構いませんわ。お礼と言ってはなんですけれど、この部の名前が注目されるように力を尽くして参りますわ」

「お礼なら、むしろフォルトーゼの技術を教えて欲しい所だがね」

「そうしたいのは山々ですけれど………」

「分かっている。精神の成熟を待たずして技術だけが突とつ出しゆつして進歩しても、待ち受けるのは社会の崩ほう壊かいだけだ。私が君達に期待しているのは、無理のない範はん囲いで、我々の進歩を早めてくれる事だけだ」

「………もしかして、技術が欲しいというのは冗じよう談だんでしたの？」

「そうだが」

「ふふふっ、この国の冗談は分かり難にくいですわ」

「察するに、里見君は苦労しているようだな」

「あっ、あの方の事を言っている訳ではありませんわっ!!」

「そうか。随分実感が籠こもっているように聞こえたんだが」

　科学部の部長はここでようやく笑え顔がおを見せた。彼はクランとは違って人付き合いが苦手という訳ではなかったが、面めん倒どうだと思っているタイプだった。しかしそんな彼でもクランの不器用で正直な反応は好ましく思えた。それは科学に傾けい倒とうするが故に先の事が見えているからこその感情と言える。彼はフォルトーゼ人の多くが、クラン同様に友好的であって欲しいと願わずにはいられなかった。







作戦の功罪　五月六日（金）







　孝こう太た郎ろう達たちがサンレンジャーとの会合を持った日から数日後。孝太郎達は再びサンレンジャーと資料室で会っていた。捜そう査さに進展があったのだ。

「度たび々たびお呼び立てしてしまって申し訳ありません」

「悪い知らせか？」

「いいえ、現状からすると良い知らせです。先日お伝えした以外の、幾つかのパーツの所在が分かりそうなんです」

　ケンイチは興奮気味にそう言った。孝太郎達も売られそうになっていたパーツの話は聞いている。今回はそれ以外で、売らなかった者達についての話だった。確かに朗報であったので、孝太郎も驚おどろいた様子で訊きき返した。

「本当か!?」

「はい。税関で書類の確かく認にんを徹てつ底ていさせたり、スーパーコンピューターを保有している企き業ぎようの動きを洗っていった結果です」

　それらは大急ぎで手を打った成果だった。書類を偽ぎ造ぞうしてパーツの国外持ち出しを図る企業が居ないか目を光らせたり、技術の解かい析せきをする為にはスーパーコンピューターが必要になるので保有している企業の動きを注視していたり。そうした努力が実を結び、更さらに幾つかのパーツを発見出来そうな状じよう況きようになっていた。

「税関の方はブラックローズさんの予想通りでした。海外の金属メーカー複数社が合同で装そう甲こう板や船体のフレームなどを国外へ持ち出そうとしていました」

「何は無くともまずは構造材。金属の結けつ晶しように欠けつ陥かんが極きよく端たんに少ないフォルトーゼ製金属製品は、他の技術の基き礎そになる。流出前に捕つかまえられて良かった」

　今回もキリハの予想が当たった形だった。フォルトーゼの技術を再現する上で、最初に必要になるのが金属だ。例えば強力な動力というのは、吐はき出す力がそもそも強大である事に加え、膨ぼう大だいな排はい熱ねつがある。それを再現するには、そうした過か酷こくな状況に耐たえるだけの十分な強度の金属が絶対に必要になってくる。だとしたら効率良く流出を防ぐなら、まず構造材の金属の流出を防ぐのが一番だった。だが安心は出来ない。ごく少量の金きん属ぞく片へんが流出する可能性は依い然ぜんとしてある。少量になると解析の難度が極端に高くなる半面、他の金属と混ぜて海外へ出してしまえば発見は困難だ。これに関しては長期間に亘わたるもぐらたたき的な努力が必要になる。フォルトーゼと日本の苦労は今まさに始まったと言えるだろう。

「他にも幾つか単独で持ち出しを図った企業がありましたが、これもぎりぎりで押さえる事が出来そうです」

「やれやれ、助かったな。それでスーパーコンピューターの方はどうだったんだ？」

「何社か尻尾しつぽを掴つかんでいます」

「何社か？　技術の格差からすると、上から数えて数社しか動きようがない筈ですけれど」

　クランが口を挟はさむ。地球とフォルトーゼでは、どう少なく見積もっても千年分の技術格差がある。だから地球でフォルトーゼのシステム解析を行うにはスーパーコンピューターが必要で、しかもかなり上位の性能の物が必要になる。そうでない場合はセキュリティの解除だけで何年もかかるだろう。従って何社も尻尾を出しているという事は、上位のスーパーコンピューター保有企業が殆ほとんど動いていたという事が疑われる。クランはそこが気になっていた。

「スパコン保有企業で直接動いていた企業は一社のみで、残りは他の企業に協力を求めたケースや、新たにスパコンを保有しようと動き出したケースです」

　国内で上位のスーパーコンピューターを保有している企業は、当然政府の監かん視しが厳しい事を知っている。だからあえて博打ばくちに出るような企業は少数だった。それにコンプライアンスの徹底が叫ばれる昨今なので、そもそもそうした事を考えなかった企業も多い。それらの企業に協力を要よう請せいした企業もあったが、同じ理由で失敗している。そして政府の監視を潜くぐり抜ける為ために中ちゆう堅けんスーパーコンピューターを複数連れん携けいさせて解析を試みようとした者達もいたが、結局は関係している人間が多くなった事で足が付いた。スーパーコンピューターの新規導入に関しては、言わずもがなだろう。

「ああ、そういう事でしたの」

「幾ら自分が持ってるからってな、全部が全部、スパコンを自社で持ってると思うなよ。そういう所が未いまだにお嬢じよう様さま気き質しつだよな、お前」

　孝太郎が溜ため息いき交じりに横目でクランを見る。

「あなたねぇ―――」

　クランはほんの一いつ瞬しゆん怒おこりかけた。しかしその時ふと、彼女の動きが止まる。そして手の中にあった小さな真空管に目を落とし、表情を和やわらげた。

「―――あなたがそういう部分を分かっていて下さるなら、何も問題はありませんわ」

　クランは微笑ほほえんでいた。その笑顔は、あなたの気持ちなどお見通しだと、そう言っているかのようだった。

「それとも、わたくしのような未熟者の味方は出来ない、そう仰おつしやいますの？」

「………べっ、別にそういう訳じゃ………」

「里さと見み君、こう言われて困るぐらいなら、からかったりしなきゃいいのに」

「勘かん弁べんして下さい、大家さん」

「にししししし、孝太郎はね、メガネっ子が怒ってる顔が好きなんだよ」

　早さ苗なえが口を挟む。他人の霊れい波はが読める早苗には嘘うそや隠し事が通用しない。早苗の言葉は真実だった。

「こっ、こらっ、余計な事を言うんじゃない、早苗」

「はーい」

　孝太郎は慌あわてて早苗の口を塞ふさぐが、後の祭りだった。少女達たちの多くがにやにやと笑いながら孝太郎を見ていたし、当のクランは真っ赤になって俯うつむいていた。

　―――やりにくくなった………それも最近、急激に………。

　孝太郎は最近、少女達に小手先の誤ご魔ま化かしが通じなくなって来たのを感じていた。孝太郎の言動の裏側にある感情を感じ取られてしまうのだ。無論孝太郎の方も同じだけ少女達の事が分かるようになっているのだが、孝太郎の十代の少年としての部分はこの状態を照てれ臭くさく感じている。それでいて他の部分では嬉しく感じているというのが、孝太郎がやりにくく感じる原因だった。

「ふふ、続けて良いかな、里見君」

　この時だけ、ケンイチは教師としての笑顔で話しかけた。常に大人びた言動をしている孝太郎が、ほんの僅わずかに垣かい間ま見みせた十代の少年らしさ。ケンイチはかつて自分にもあったそんな姿を思い出して懐なつかしみながら、孝太郎の健すこやかな成長を願わずにはいられなかった。

「すみません、先生」

「では………おほん。実はもう一つ、おかしな動きをキャッチしています。これが皆みなさんをお呼びした最大の理由なのですが………」

　ケンイチはサンレンジャーの顔に戻ると、背後にいるメグミに手で合図を送った。するとメグミはコンピューターを操作して、壁かべに設置された大型のモニターにある映像を表示した。

「誰なんです？」

「クリストファー・ブラウン博士。理論物理学を専せん攻こうされていて、ブラックホールを始めとする天体物理学の方面で活かつ躍やくしている若手のホープです」

　画面に表示されていたのは、僅かに髭ひげを生やした四十代半ばの白人男性だった。ケンイチはここで若手という表現を使っていたが、それはあくまで高名な博士としては若手である、という意味だった。

「ブラックホールと天体物理学………このタイミングでは聴ききたくない言葉じゃの」

　ティアは渋しぶい顔をする。フォルトーゼの空間歪わい曲きよく技術は天体物理学、とりわけブラックホールの研究から派生して誕生した経けい緯いを持っている。嫌いやな予感がしていた。

「数日前、彼が突とつ然ぜん来日しています。その目的は不明です」

「なるほど、そういう事か。それで君らの警けい戒かい網もうに引ひっ掛かかったんだな？」

　孝太郎にもティアの表情の意味が分かって来た。彼がパーツの解析の為に、呼び寄せられたのではないかと考えていたのだ。

「はい。入国した彼が、ある企業の研究機関に接せつ触しよくした事が確認されています。その研究機関に最近運び込まれた物資や機材からして、我々は航法装置の解析か、主動力関連のパーツの解析だと踏ふんでいます。ですが………」

　ケンイチはここで不思議そうな表情を覗かせた。

「………ブラウン博士は元々、フォルトーゼからの技術の流入に警けい鐘しようを鳴らしていた人物なんです」

　先見の明があったブラウン博士は、格差の大きい技術の流入は地球の経済を崩壊させかねないと考えていた。そして自分だけを例外として儲もうけたいという欲求を抑おさえなければ、地球とフォルトーゼは不幸な運命を辿たどるだろうと警告していた。彼は知識や技術のみならず、科学研究に対する責任論、道徳性でも高い評価を受けている人物だった。

「妙みようだな。そういう人がどうして解析に協力する？」

「まだ分かっていません。その意味でもノーマークだった人なんです。今朝になって急に浮ふ上じようしてきた問題で………」

「どうして分かったんだ？」

「実は彼の娘むすめさんがこの学校に転入してきたんです」

　博士には十六歳さいになる娘がいた。名前はエミリー。今日から吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に所属している。サンレンジャー達は彼女の書類の両親の欄らんに記されていた名前から、ブラウン博士が入国している事に気付いたのだった。

「危なかったな、気付かなければしばらく自由に研究されてたところだぞ」

「はい、ついてました。まあ、こういった事情で、皆さんをお呼びしました。もし問題の研究機関でパーツの解析が行われているのなら、皆さんに尻尾を掴んで頂きたいんです。こっちは別件で手て一いつ杯ぱいで………」

　運良く気付いたは良いものの、急な事でもあったのでサンレンジャーはこの件に対応する余よ裕ゆうがなかった。これまでに話していた別件に対応する必要があったのだ。だから信しん頼らい出来て比較的自由に動き回れる孝太郎達のところへ話が回って来た、という訳だった。そしてもちろん、孝太郎達にこれを断る理由はなかった。










　資料室を出た孝太郎は、真まっ直すぐに自分達の教室、三年Ａ組へ戻った。この問題に関して最も頼れる助すけっ人とが、そこに居るからだった。

「エミリーちゃん？　ああ、知ってる知ってる。二年Ｃ組に入った子だろ？」

「流石さすがはマッケンジー！　今日ばかりはお前が天使に見える！」

　松まつ平だいら賢けん治じ、通つう称しようマッケンジー。彼は女の子に関する事物のエキスパートで、本人に直接会って情報を聞き出すよりも、ずっと多くの情報を持っているという男だった。

「に、にいさん………」

「コトリ、ふぁいおー！」

　だがその優すぐれた能力を発揮すると、引き換かえに妹の琴こと理りとの関係がこじれる。この時もそうで、琴理は落らく胆たんと軽けい蔑べつが入り混じった視線を賢治に送っていた。隣となりに居るナルファが琴理を慰なぐさめていたが、今一つ効果は薄うすいようだった。

「そのエミリーちゃんに何の用なんだ？　まさか、あの子に乗り換えるつもりか？」

　しかし今回に限っては、こじれたのは琴理との関係だけではなかった。この時の賢治の一言で、孝太郎と一緒にいた八人の少女達―――晴はる海みはいない―――の視線が賢治に突つき刺ささった。

　―――ハッ!?

　八つの殺意の直ちよく撃げきを受け、賢治は自身の失言を悟さとった。しかし賢治も慣れたもの。何食わぬ顔で話題の修正を試みた。

「って、コウの場合はそんな訳ないか。で、どういう事情なんだ？」

　そうしながら賢治は、にこやかな笑顔で分かっていましたよ、仲良しの親友へのちょっとした冗談だったんですよ、というアピールを行う。幾いく度どとなく修しゆ羅ら場ばを潜り抜けて来た賢治にとって、この程度の爆ばく弾だんの解体作業は朝飯前だった。幸い、爆弾は爆ばく発はつ前に処理されたようで、少女達は沈ちん黙もくを守った。とはいえ視線の厳しさは健在で、火種がまだ燻くすぶっているのは明らかだった。

「実はあの子は家庭環かん境きように問題があるようなんだ。それで先生達が少し心配しててさ」

　孝太郎は遠回しに事情を話した。今は昼休みなので、周囲には琴理とナルファ以外にも多くの生徒達の姿がある。正直に事情を話す事は出来なかった。

「………マジのやつって事だな？」

　しかし孝太郎の口調と表情から事情を悟った賢治は、その目を軽く細めて鋭するどい表情に変わった。それは賢治が本気を出して頭をフル回転させ始めた時の顔だった。

　―――孝太郎の秘密に絡からんだ話で、エミリーちゃんの家庭環境に問題。先生ってのは松まつ坂ざか先生達って事だろうから、政府も動いてる。つまりエミリーちゃんの家族が例のフォルトーゼ問題に関係している可能性がある、ってコトか………。

　この表情は中学時代にも野球をしている時にしばしば見せていた表情だった。賢治には話が通じている―――それを察した孝太郎は小さく微笑んでから、大きく頷うなずいた。

「ああ。だから知ってる事があったら教えて欲しいんだ」

「分かった、俺おれも可愛かわいい女の子の力になりたいからな」

「に、にいさん!?」

「コトリ、落ち着いて！　多分だけど、そういう話じゃないから！」

　そうして賢治は知っている限りのエミリーに関する情報を孝太郎達に話し始めた。だがやはり、話せば話すほど琴理との関係には亀き裂れつが入っていった。










　賢治が持っていたエミリーの情報は多た岐きに亘り、出身地、出身校、身長体重はもとよりスリーサイズまでの詳しよう細さいなデータが含ふくまれていた。

「兄さん、そんな情報どこで手に入れたのっ!?」

「ち、違うぞ、琴理！　誤解だ！」

「じゃあ何だって言うんですかっ!?」

「服の上からでも正確なスリーサイズが分かる友達がいるんだよ！」

「そんな変態と付き合いがあるんですかっ!?」

「しまった、藪やぶ蛇へびだった!?」

　その豊富なデータと正確さは多くの者を驚かせたが、孝太郎達たちが注目したのはやはりその家庭環境と来日の理由だった。

「………確かあの子の話だと、お父さんの仕事の都合で日本へ来たって言ってたな」

「話した事があるのか!?」

「ああ………まずかったか？」

「いや、助かる。俺おれ達は、だが………」
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「………」

「コトリふぁいおー！　コトリふぁいおー！」

　賢治が本人に確認したところによると、エミリーは父親の仕事の都合で母親も一いつ緒しよに急きゆう遽きよ来日する事になったという話だった。吉祥春風高校に来た理由は、フォルトーゼに関連して留学生というものに対応する仕組みが強化されていたから。賢治によれば、エミリーの口ぶりからするとタイミング的に他に選せん択たく肢しはなかったようだ、との事だった。

「今はまだ住む所が決まっていなくて、ホテル暮らしなんだとさ」

「仕事で来日、だが無む茶ちやなタイミングで、高校二年生の娘を、か………むぅ………」

　孝太郎が唸うなる。

「多少、奇き妙みように聞こえますね」

　するとここでキリハが口を挟んだ。教室にいるので口調は普段とは違うが、その頭の切れはいつも通りだった。

「無茶なタイミングなら、家族は国に置いて単独でやって来ても良い筈です。そうして状況が整うのを待ったり、あるいは単身赴ふ任にんでも良い訳ですから」

「長期化が分かっていた………のなら、なおの事きちんと時間をかけるよな。………なんだろう、ちぐはぐだな」

「何か複雑な事情が隠かくれているのかもしれません。注意が必要です」

「そうだな、ありがとうキリハさん」

　クリストファー・ブラウン博士の来日には気になる点が幾つかあった。それもあって孝太郎達の話は現在の博士の動静についてに移って行った。

「お父さんがどんな感じなのかは聞いてるか？」

「仕事が忙いそがしいのか、ホテルにはまだ戻って来ていないって言っていたよ」

　来日してからまだ数日しか経たっていない訳なのだが、クリストファー博士は家族のところへ戻っていない。状じよう況きよう的てきに少しでも早く解析を進めたいというのは孝太郎達にも理解出来る。サンレンジャー達に見付かる可能性も考えているだろうし、ライバルに先を越されても困るだろうからだ。

「家族仲はどうなんだ？」

「良いみたいだぞ。お父さんと会えなくて寂しいんだろうな、色々と話してくれたよ。お父さんは外食ばかりだと心配だから、早く一緒に住みたいとか………」

「色々分かって来たな………だがどうも、しっくり来ないな………」

　賢治のおかげで孝太郎達がエミリーから聞きたかった事はあらかた知る事が出来た。だがそれでも状況を把は握あくするには十分ではない。やはりブラウン博士本人の動きを追う必要がありそうだった。

「ともかく助かったぞマッケンジー」

「それは良いんだが、エミリーちゃんとのコンタクトは維い持じした方が良いのか？」

「頼たのむ。場合によっては力になってやって欲ほしい」

「………そういう展開もアリって事か？」

「なくはない。込み入ってる」

「やれやれ………それはそうと、コウ」

「ん？」

「琴理を宥なだめるのを手伝ってくれ」

「仕方ないなぁ………今回だけだぞ」

　しかし孝太郎達にとって真っ先に必要だったのは、兄の実態を知って泣き出した琴理の機き嫌げんを直す事だった。










　とりあえずエミリーの方は賢治に任せた孝太郎達は、まずはブラウン博士の足取りを追う事にした。彼かれの言動の随ずい所しよに存在する小さな違い和わ感かん、それを掴まない内は積極的な行動に出るのは危険だと考えたのだ。

『里見君、博士が出て来たわ。サンレンジャーから貰もらった情報通りよ』

　孝太郎が身に着けている腕うで輪わから真ま希きの声が聞こえてきた。真希は早苗と一緒に正面側の出入り口を見張っている。孝太郎は晴海と一緒に裏側の出入り口を見張っていた。ブラウン博士の追つい跡せきは、霊れい力りよくが使える人間と魔ま法ほうが使える人間を一人ずつペアにして行う事になっている。目立たず機動力を確保しつつ、最大限の結果を出そうとするとこの組み合わせが一番だと思われたのだ。そして上空にはルースの無人機がいて、この四人のバックアップを担当している。一応、念ねんの為に残りのメンバーも近くに待機しているが、彼女らが出ていくと目立つので、緊きん急きゆう事態以外には動かない予定だ。孝太郎達としては、可能な限り追跡は四人で済ませたかった。

「まだ何日も経っていない筈だがな………」

　これもまた小さな違和感の一つだった。サンレンジャーの情報によると、ブラウン博士は夕方五時半に研究機関の建物を出て、近きん隣りんのファミリーレストランへ向かい、そこで早めの夕食をとる。六時前なので客が少なく、座すわる席はいつも同じ。ブラウン博士は来日してからずっと、まるでコピーしたかのようにこの行動を繰くり返かえしている。だからこそサンレンジャーもろくに調べない段階からこの情報を提示する事が出来たのだった。

「………里見君、罠わななんじゃないでしょうか？」

　違和感の正体は罠なのではないか―――孝太郎と一緒に真希の報告を聞いていた晴海はその可能性を疑っていた。あえてパターン化した行動を繰り返す事で、孝太郎達のように尻尾を掴もうとする者達を誘おびき寄よせ、逆にその尻尾を掴もうとしているのではないかと考えたのだ。

「先せん輩ぱい、それに藍あい華かさん達も、これが罠である可能性を常に意識して、最大限慎しん重ちように行動してくれ」

　孝太郎にも晴海の考え方は妥だ当とうだと思えた。実際がどうなのかは分からないが、罠の可能性は念頭に置いて行動して損は無い筈だった。

『分かったわ、魔法による隠いん蔽ぺい―――ちょっと待って里見君、東ひがし本ほん願がんさんが何か言いたい事があるみたい』

『孝太郎、あのヒゲのおじさん、一つの事をずっと集中して考えてるよ』

「何を考えているか分かるか？」

『ここからだと距離があるからはっきりとは………でも、攻こう撃げき的てきじゃないよ。むしろその逆だと思う』

　幾いくら早苗でも、物もの陰かげから覗のぞいている関係で、ブラウン博士の霊波は大まかなイメージしか読み取れない。攻こう撃げきの意思のように明快なものではないのだ。ただ、その状態のまま安定しているのは感じ取れるので、同じ事を繰り返し考えている事は伝わってきていた。

「逆………」

　攻撃的ではないというなら、防ぼう御ぎよ的てきな事を考えているという事。罠なら少なからず攻撃的な考えが混じるだろう。早苗の言葉を信じるなら、罠ではない可能性が強くなったという事になる。

「よく教えてくれた、早苗」

『えへへ』

「ただ、今の段階では何とも言えないから、このまま後を追うぞ。上手く距離を詰つめられたら、その時は頼むぞ早苗」

『うん。任しといて』

　現状ではまだ結論を下すには早い。分からない事だらけだった。だが孝太郎達は落胆していない。追跡はまだ始まったばかりなのだから。










　ブラウン博士は別段周囲の様子に気を配ったりもせず、ごく普ふ通つうの足取りで問題のファミリーレストランへの最短コースを歩いていく。その間も早苗による博士の霊波の観察は続けられていた。

『同じだね。やっぱりずっと何か考えてる。でもこれ………もしかしたら、お祈いのりかもしれない』

「お祈り？」

『うん。切せつ羽ぱ詰つまった感じで、周りの事が見えてないというか………』

　追跡に絡んで距離が幾らか詰まったので、早苗は先さき程ほどよりも一歩踏み込んだ情報を読み取る事に成功していた。

　―――何故なぜ祈る必要がある？

　防御的な感情である事は先程聞いている。それが祈りだったという事は、身を守る為に神かみ頼だのみでもしているような精神状態という事になるだろう。

　―――狙ねらわれていると思っているのか、それとも他に何か理由が………？

　孝太郎はそんな事を考えながら歩き続ける。だが、考えていられた時間は僅かだった。幾らもしないうちに博士が問題のファミリーレストランがあるビルに到とう着ちやくしたのだ。博士はビルに入ると、二階にあるファミリーレストランへ続く階段を上がっていった。

「俺達が先に入る。藍華さん達も手て筈はず通りに」

『気を付けてね、里見君』

　孝太郎と晴海はカップルを装って博士を追う事になっていた。デート帰りにファミリーレストランに立ち寄った、という構図だ。二人は博士からきっちり三十秒遅おくれて階段を上がっていった。

「ふふ」

　すると店内へ続く自動ドアをくぐる時、晴海が囁ささやくような笑い声を漏もらす。

「先輩？」

「ごめんなさい、なんでもないの。ただ、この顔なのがもったいないなって」

　晴海はそう言って小さく苦く笑しようした。だがこの時の晴海は、孝太郎が知らない人間の顔をしていた。二人は晴海の魔法で変装していたのだ。そしてその事を晴海が残念に思った、という事なのだった。

「どうせなら仕事抜きで、もっと気楽に来たかったですね」

「でも仕事なら仕事で、やれる事があると思うんです」

　そう言って晴海は、孝太郎の腕うでを取ると、そこに自らの腕を絡めた。今の孝太郎と晴海は通りすがりのカップル役。恋こい人びと同士のように振ふる舞まうのは我わがままではなく、義務だ。そして何より晴海の右手首には今日もリボンが結ばれていた。

「おっ」

「ふふふ………」

　一いつ瞬しゆん目を丸くした孝太郎に、晴海はぴったりと寄り添そう。孝太郎は何も言わなかった。今の役目としても、自分の気持ちとしても、晴海の行動を止めさせる必要はなかったからだ。二人はそのままウェイトレスに案内されていく。案内された席は窓まど際ぎわの禁きん煙えん席せき。上手い具合にブラウン博士のすぐ後ろの席だった。そこまでやってくると晴海は名残なごり惜おしそうに離はなれていく。その時には、孝太郎も晴海の顔が彼女のものではない事を残念に思っていた。

『………楽しそうですわね、ベルトリオン』

　その直後、クランの不ふ機き嫌げんそうな声が孝太郎が耳に着けているイヤホンから聞こえてくる。孝太郎と晴海のやり取りは、クラン達にも筒つつ抜ぬけなのだ。

「その話は後で聞く。要件は？」

　いつもならひと悶もん着ちやくあるところだが、孝太郎は後回しにして襟えり元もとに隠されたマイクに囁きかけ、クランに先を促うながした。ブラウン博士はすぐ近くなので、気付かれる訳にはいかないのだ。そのあたりの事はクランも重々承知している。だから続く彼かの女じよの言葉は落ち着いたものに戻もどっていた。

『そうでしたわね。ええと、周囲を確認しましたわ。博士の護衛と思おぼしき人物が正面と裏口に一人ずつ。でも御ご安あん心しんなさいな、あなた方の入店に関しては、特に気にした風はありませんでしたわ』

「分かった。よくやってくれた」

『それでも、気を付けて下さいまし』

「ああ」

　通話を終えると孝太郎は晴海を見る。晴海にも今の通話は聞こえていたから、彼女は孝太郎と視線が合うとこくりと小さく頷いた。

「先輩は何食べます？」

「うーん、今日はチーズが沢たく山さんのってるのにしたい気分です」

　そして二人はカップルを装った会話を始める。今はまだ早苗と真希が入店していない。行動を開始するのは二人が入って来た後だった。

『………店内に入ったわ』

『孝太郎、ケーキ食べて良い？』

　早苗と真希が入店してきたのは孝太郎と晴海が料理の注文を終えた頃ころの事だった。二人も魔法で変装していて、他校の女子高校生の姿をしていた。

「ちゃんと仕事をしてくれたら、幾らでも食って良いぞ」

『やった！　早苗ちゃんにお任せなのです！』

　二人が案内された席は孝太郎達ともブラウン博士とも幾らか離れていたが、二人の能力的にはその距きよ離りでも全く問題はなかった。

『おやかたさま、報告したい事があるのですが』

　そんな時、孝太郎のイヤホンからルースの声が聞こえてくる。彼女は店外に数機展開させている小型無人戦せん闘とう機きを担当しているのだが、その無人機が送ってきた報告の中に気になるものを見付けていた。

「言ってください」

『窓の外からブラウン博士を撮さつ影えいしていたのですが、口元が動いているようでしたので拡大して解析しました。その結果がこちらです』

「英語で『この際、神でも悪あく魔までも構わない。もし私の言葉が届いていたら、どうか応こたえて欲しい』か………さっき早苗が言っていた通りだが………どういう意味だ？」

　先さき程ほど早苗はお祈りかもしれないと言っていた。博士の口元の解析結果は、ほぼその通りの内容だった訳だが、純じゆん粋すいにお祈りとも言い切れないニュアンスが感じられる。誰だれかへの呼びかけのようにも感じられるのだ。そんな孝太郎の疑問に答えてくれたのはやはりキリハだった。

『孝太郎、その席から博士の声は聞こえるか？』

「いや、聞こえない。口の動きは続いているのか？」

　孝太郎の五感は早苗に貰っている霊力のおかげで通常の人間のそれよりもずっと鋭い。だがその鋭い聴ちよう覚かくを使っても博士の声は聞こえない。この場合は機械を使っても同じだろう。

『続いている。だが汝なんじの位置で聞こえないとなると、声を出していない公算が高い。そして問題は博士が座っている席だ』

「席？」

『窓際の席、それでいて下にいる護衛からは博士の姿は見えていない。そして声を出さない呟つぶやき。これらの事から総合すると、恐おそらく博士は我々のように窓の外から覗いている者に向かって呼よび掛けている』

「なんだって!?」

　キリハの結論は、博士が外部の人間と接触を取ろうとしているというものだった。博士が座る位置はいつも同じで、窓際にある特定の席だ。問題のファミリーレストランはビルの二階にあり、またインテリアの兼かね合あいもあって、下にいる博士の護衛と思しき男達からは博士の姿がよく見えていない。見えていたとしても目から上ぐらいだろう。その状態で彼は声を出さずに口だけを動かしている。だからその内容を知るには、ルースのように無人機やドローンで外から撮影し、画像を解析して言葉を読み取る以外にない。従って博士の口の動きがお祈りではない場合、一定水準以上の技術力を持っている何者かが窓の外に居て欲しいと願いながら、毎日呼びかけを続けていると考える事が出来るのだった。

『博士の能力の高さからすると、外から何者かが監視していて、しかもきちんと画像を解析してメッセージに辿り着ついてくれる可能性が低い事は十分分かっている筈はずだ。これは確信があってやっている事ではない。それでもやり続けるという事は、この方法以外では成功が望めず、しかも不確かでもやり続けなければいけない理由があるという事だ。つまり博士が危険な状況下にあると考えるべきだろう。あくまで罠ではない場合は、だが』

　罠ではないという前提での話になるが、ブラウン博士はこの不確かな方法に賭かけるしかなかったと考えられる。また、この困難なメッセージを受け取る能力がある何者かを求めていた。半はん端ぱな相手と接触しても駄だ目めだと考えているのだ。それはつまり危険だという事。一度で確実に成なし遂とげなければならない事があるという事なのだった。

　―――助けが欲しいのか、それとも罠なのか………。

　キリハの説明を聞くと、孝太郎にもこの状況は博士が緊急に助けを求めているように見えた。だがそれでも罠である可能性は依然としてあった。危険を承知で接触するか、それとも罠を警けい戒かいしてもう少し泳がせるか。罠に飛び込みたくはないが、博士が本当に助けを求めている場合は時間の遅れが博士を更に危機的状況に追いやる可能性があるので、非常に悩なやましい問題だった。

『里見君、これはキリハさんが言っている事が正解かもしれないわ』

『髭のおじさんはね、とても親しい誰かを凄すごく心配してる。多分、それを助けたいんだと思う』

　続く真希と早苗の報告は、キリハの推論を裏付けるものだった。真希は心を操あやつる魔ま法ほう使つかいなので、心理系統の魔法を得意とする。早苗は霊れい能のう力りよくによって感情を読む事が出来る。両者がそれぞれの能力でブラウン博士の感情や思考の表層を調べた結果は、ブラウン博士は自分だけでなく親しい誰かを心配している、というものだった。










　ブラウン博士は危険な立場にいて助けを求めている―――多くの情報からそのように判断した孝太郎達たちは、彼に対して接触を試みる事にした。その手段は魔法だ。この場合は科学的な手法は避さけた方が安全だと思われたのだ。

「いけそうかい、藍華さん」

『大だい丈じよう夫ぶみたいです。向こうの心理状態が、接触を求めてくれていて助かりました』

　魔ま力りよくで精神的な繋つながりを作り出し、言葉を使わずに会話をするという魔法は、本来仲間同士で使うものだった。つまり双そう方ほうがそういう魔法を受け入れようと、心を開いている必要があるのだ。だから見ず知らずの相手にこの手の魔法をかけようとすると大たい抵ていは失敗する。だがブラウン博士の場合はそうではなかった。これは彼があらゆる手段での接触を受け入れる心境でいたからだ。その事からしても、ブラウン博士が助けを求めているという可能性は強まったと言えるだろう。

『魔法が発動したわ。里見君、始めて』

「………ブラウン博士、聞こえますか？」

　本来は言葉を発する必要はないのだが、孝太郎はあえて言葉にする。その方が集中しやすいのだ。そして真希は、孝太郎が言葉にした思考だけを選んで英語に変へん換かんし、ブラウン博士に伝えている。これは用心の為の工く夫ふうでもあった。

　ガタタッ

『なっ、何だこの声は!?』

　ブラウン博士の椅い子すが鳴る。驚おどろいて身体を仰のけ反ぞらせたのだ。だがそれでも鉄の意志で声は上げない。それが危険だという事は忘れていなかった。

「落ち着いて下さい、ブラウン博士。『何だこの声は』………あなたの考えはこちらに伝わってきています」

『思考が読めるのか!?』

「ええ。といっても残念ながら神でも悪魔でもありませんが」

『神でも悪魔でも………そうかっ、あのメッセージに気付いてくれたんだな!?　それで君達は!?』

「まだお答えできません。博士の立ち位置が明確ではないのです」

『そ、そうか、それもそうだな………少し待ってくれ………』

　自分が驚きと興奮とで浮うき足あし立だっている事に気付いたブラウン博士は、一度大きく深呼吸をして気持ちを整える。こうした事からは自制心の強さ、頭の回転の速さ等が伝わってくる。敵であろうがなかろうが、大した人物であるらしい―――孝太郎はそんな事を感じていた。

『残り時間が少ないので手短に話すが………家族が人ひと質じちに取られ、フォルトーゼの技術の解かい析せきに無む理り矢や理り協力させられている。だからこの状じよう況きようから抜ぬけ出だしたい』

「………そういう事情でしたか」

　孝太郎達たちが感じていた数々の違和感、それらは無理矢理協力させられている構図だったから生じたものだった。

『孝太郎、髭のおじさんは嘘ついてないと思うよ。霊波は落ち着いてる。でも、早くって焦あせってるカモ』

『同感よ。深層意識の方も表層に引きずられる感じで反応しているわ』

　ブラウン博士の思考は真希達にも伝わっている。そして彼かの女じよ達は、彼の言葉を信用して大丈夫そうだと考えていた。

「博士の事情は了りよう解かいしました。こちらはフォルトーゼの技術が彼らに渡わたる事を避けたいと考えていますので、協力出来ると思います」

　孝太郎は博士に協力する事に決めた。だが失敗した時の事は考えざるを得ず、この時点では名乗ったり所属する勢力を明かすのは避けた。

『助けてくれるのか!?』

「そう出来ればと思っています。まずは詳細な状況を教えて下さい」

『ありがたい！　だがもう時間がない。私の席にメモリーカードを残していく。こういう場合に備えて用意した情報が入っている。中を見て検討してくれ』

　ブラウン博士が置かれている状況を説明するのに必要な時間は五分や十分ではない。時間がかかれば外の護衛―――博士の監かん視し役やくだった可能性が高い―――が様子を見にやってくるだろう。博士はそれも想定していて、必要な情報を入力したメモリーカードを用意していたのだった。

　―――この手て際ぎわの良さ………技術を解析したい企き業ぎようが欲しがる訳だな………。

　孝太郎は思わず納なつ得とくする。少ないチャンスを最大限に生かす為ための周しゆう到とうな準備。もし自分が誰かに技術の解析を頼むのなら、こういう人間にして貰いたいと思わずにはいられなかった。

「分かりました。それではまた明日」

『ああ。良い返事を期待しているよ』

　こうして孝太郎達はブラウン博士との最初の接触を終えた。時間は短かったが、必要な話はしている。あとはメモリーカードの中身次し第だいだった。










　問題のメモリーカードにはパスワードで暗号化されたファイルが入っていた。だがパスワードは教えて貰っていない。そこでクランはフォルトーゼのコンピューターを使い、力ちから業わざで解こうとしたのだが、それより早くパスワードを見付け出した者がいた。

「こ・れ・でぇ～どうだっ！」

　静しず香かは綺き麗れいなリズムを刻みながら予想したパスワードを打ち込んでいく。そしてリターンキーを普通より強めに叩たたいた瞬しゆん間かん、彼女の表情がいつになく明るくなった。

「やったぁっ!!　解けたわよっ、暗号!!」

　静香は喜色満面でコンピューターのスクリーンを指し示す。ファイルは入力されたパスワードを受け入れ、暗号化されたファイルの復元を開始していた。

「本当ですか、大家さん!?　パスワードは何だったんですか!?」

「『この際、神でも悪魔でも構わない』よ。小説によくあるのよ、この手の謎なぞ解とき」

　静香は驚いて駆かけ寄って来た周囲に自じ慢まんげに笑いかけた。静香は推理小説や冒ぼう険けん小説を好んで読むので、この手の謎解きには馴な染じみがある。とはいえ静香がこの暗号を解いたのはほぼ直感に近い。少し遅れて同じ答えに辿り着いたキリハが、きちんとした解き方を教えてくれた。

「パスワードを教えてくれていないという事は、既すでに示されているという事。そしてそれは接せつ触しよくしてきた相手なら必ず知っている事である筈だ。そうであれば後は簡単。我らに唇くちびるの動きを解析させたのはこの為でもあったのだ」

　解析して得られた言葉こそがパスワードだった。静香がパスワードを入力した事で、複雑に暗号化されたファイルは数十秒で元の姿を取とり戻した。

「ルース、頼む」

「はい」

　孝太郎達は一番コンピューターの性能が高い『朧ろう月げつ』の研究室へやってきている。当然コンピューターはクランの物だが、勝手知ったる何とやら、ルースはまるでそれが自分のコンピューターであるかのように滑なめらかに操り、ファイルの中身を三次元スクリーンに投とう影えいさせた。

「………エミリーさんと奥おくさんが捕つかまってる訳か。そりゃあ言う事を聞くしかないし、ちぐはぐな行動にもなるわな」

　ブラウン博士は妻子を人質に取られ、強ごう引いんに日本へ連れて来られた。孝太郎もこの理由なら納得だった。

「正確には奥おく方がたが軟なん禁きん状態、エミリーは常時監かん視し下にあるようじゃの。ふぅむ、わらわ達たちで直接エミリーに接触せず、マッケンジーに任せたのは正解じゃったかもしれんのう」

　博士は現在、外資系の電子機器メーカー、ＢＴＥ―――ベルテスラエレクトロニクスの日本法人が設立した研究機関で働いている。だがそれは強制されての事で、自ら望んで働いている訳ではない。妻と娘むすめが人質に取られているのだ。

　博士の妻、クレアはホテルに軟禁状態で外部との接触が絶たれている。娘のエミリーは外へ出て吉祥春風高校に通っているが、護衛とは名ばかりの監視が常時張り付いている。もし孝太郎達が直接エミリーと会っていれば、ＢＴＥ側に警戒されて動き難にくくなっていたかもしれない。その意味では女の子の転校生には一通り声をかける賢治の習性が役に立った格好だった。

　博士は現在、妻子とは隔かく離りされていて会う事が出来ない。電子メールや電話は可能なのだが、それらは全すべてＢＴＥによって盗とう聴ちよう、傍ぼう受じゆされているので、妻子を逃にがすのは困難だった。こうやって孝太郎達のような者達の登場を待つしかなかったのだ。

「博士の研究の内容は………これはまずいですわよ、航法装置が丸ごと回収されているようですわ！」

　発見されていない二十パーセントのパーツの中には、航法装置が含まれていた。それを解析されれば、パーツを構成しているコンピューター技術は元より、空間歪わい曲きよく航法の技術まで流出してしまう恐れがあるという、最も危険な代しろ物ものだった。だが自じ爆ばくした訳なので、孝太郎達は比ひ較かく的てき大きいこのパーツがまさか丸ごと奪うばわれている事はないだろうと踏ふんでいた。しかし不幸にしてそのまさかが起こっていた格好だった。

「ルースさん、サンレンジャー達に航法装置を見付けたと伝えてくれ！」

「ただちに！」

「一番まずいケースが起こっているようだ………博士がここまで慎重になった意味が良く分かった」

　キリハが腕うで組ぐみをして渋しぶい表情を作る。この状況では、間ま違ちがいなく二度目のチャンスはない。博士が協力出来るのはこの一度だけ。失敗すれば多大なペナルティを払はらわされ、そして博士達と航法装置は闇やみへと消えていくに違ちがいなかった。

「つまり博士と奥さんと娘さん、そして航法装置………この四つを同時に押おさえなければならないって訳か………簡単じゃないぞ、これは………」

　孝太郎の表情も厳しいものになる。どれも警戒厳重なものを四つ同時に押さえねばならない訳なので、多くの力を操る孝太郎達といえど簡単な事ではなかった。

「どーするの、孝太郎？」

「どうもこうもない。やるしかないんだ」

「そーだね！」

　孝太郎の結論は最初から決まっていた。孝太郎には歩むべき道がある。困難だからといって避けていい道ではない。孝太郎にはアライアと共に先頭に立って人を率いた責任があるのだった。










　翌日、孝こう太た郎ろう達は再びブラウン博士に会い、博士達三人を救出してパーツを回収したいという意思を伝えた。この時、孝太郎達は一応フォルトーゼ側だという事を伝えたが、ブラウン博士にはそれを確かく認にんする手段はない。だから博士としては孝太郎達を信じるかどうか、そこが大きな博打ばくちとなった。

『それでも………君達に賭けよう』

　博士はそれでも孝太郎達に賭けた。どうあれ、今のままよりはずっといいからだ。最悪孝太郎達が別の悪徳企き業ぎようであっても、秘ひ密みつ裏りに一企業が独どく占せんしているよりはマシだ。両者が対立し、情報が漏ろう洩えいするだけでも大きな変化に繋がる。その動きを政府が察知してくれる可能性もあるのだから。

「ありがとうございます。こちらとしてはもう、行動で示すよりありません」

『期待しているよ。私は………そうだな、やるべき事はやった。後は神にご加護を祈るとしよう。私達の父なる神と、フォルトーゼの女め神がみに』

「私の分まで祈っておいて下さい。運は悪い方だと思っているので」

『はははっ、君は面おも白しろい男だな。………会える日を楽しみにしている』

「こちらこそ。それでは」

　ブラウン博士との密談を終えた孝太郎達は、前回と同じくクランの宇宙戦せん艦かん『朧ろう月げつ』へ向かった。帰りがけにブラウン博士から新たに手て渡わたされた情報があるので、それらを合わせて今後の事を検討する必要があるからだった。










　ブラウン博士がもたらした新たな情報には、孝太郎達が今後の行動を決める上で、重大な情報が含ふくまれていた。それはブラウン博士の妻、クレアの所在だった。これは博士が護衛―――という名の監視―――の会話を盗ぬすみ聞ぎきして得た情報だった。博士が手に入れた情報は軟禁されているホテルの名前だけだったが、監視カメラの映像を分ぶん析せきする事で早々にルームナンバーが特定された。

「トラディショナル吉祥の十四階、特別室か………」

　キリハは三次元スクリーンを見上げながら少し厳しい表情を作った。クレアが軟禁されている部屋のルームナンバーは一四〇一。そもそも高級ホテルであるトラディショナル吉祥の中で、最高級の部屋だった。この部屋は要人の利用が想定されていて、守り易やすい構造にもなっている。キリハが厳しい表情なのはそれが理由だった。

「映画とかだと人質を丁てい重ちようにおもてなししているって表現がしばしば使われますけど、本当なんですね」

　真ま希きはトラディショナル吉祥のパンフレットを片手に目を丸くしていた。高価なシャンデリア、アンティークの家具、シルクの寝しん具ぐ。それは誰もが目を丸くして当然の、高級な部屋だった。当然、宿しゆく泊はく費ひもそれに見合うものとなっている。

「おもてなしというよりは、どちらかといえば必要だったのは面積だろう。奥方と監視役が一いつ緒しよにいる訳だからな」

「なるほど、それはそうですね」

　そして最高級の部屋であるが故ゆえに、室内には複数の寝しん室しつがあった。これならば監視役が一緒にいてもある程度クレアのプライバシーは守られる。また逆に監視役の方も時にはクレアに聞かせたくない会話がある。加えて人数も多目に入れられるので守り易い。クレアと監視役、双方にとって都合がよい部屋だった。

「キリハよ、どう見る？」

　ティアが部屋の図面を見ながらキリハに意見を求めた。戦うのが得意なティアなので、頭の中には既に幾つか攻撃のプランがある。それがキリハのプランと合がつ致ちするかを確かめたかった。

「人数が必要になるな。最低でも六名」

　大部屋が一つ、寝室が二つという部屋の構成を見て、キリハは敵の人数を四名程度と見積もった。そこに装備や能力の格差、攻こう防ぼうの有利不利を加味して、キリハが導き出した攻撃に必要な人数は六名だった。安全策なら七、八人欲しい所だった。

「同感じゃ。強きよう襲しゆうだろうが、潜せん入にゆうだろうが、最低でもそれぐらいの人員は割さかねばならんじゃろう。問題は博士とエミリーの方にも人数が必要だということじゃな」

　孝太郎達は十人しかいない。クレアの救出に六人取られてしまうと、他の二人を残る四人で片付ける計算になる。これは兵力的に厳しいと言わざるを得ないので、ティアは渋い顔をしていた。

「サンレンジャーに協力を要よう請せいしてみよう。向こうも手て一いつ杯ぱいだろうが、事の重要性を鑑かんがみるとスポット的な協力ならして貰えるかもしれない」

　サンレンジャーは別のパーツの回収に当たっているが、孝太郎達が担当しているのが航法装置という重要性の高いパーツなので、救出作戦の時にだけ瞬しゆん間かん的てきに人手を割いて貰えるかもしれない。それで僅わずかなりとも人を送って貰えれば、作戦成功の確率は大きく上がるだろう。

「あとはどう攻せめるか、だな」

　黙だまって聞いていた孝太郎がここで口を開く。孝太郎は攻撃に関連するあれこれにはあまり口出し出来ないが、攻撃そのものに関しては専門分野だった。孝太郎は頭の中で考えをまとめながら話していった。

「博士の希望は家族優先だから、クレアさんとエミリーさんの救出を並行して行い、その直後に博士の救出とパーツの回収をする形になるだろうな」

　クレアとエミリーに関しては、完全に並行して救出する必要があった。どちらか片方が連れ去られた事がもう片方に伝わると警戒が厳重になるし、下手をすると命の危険もあるからだ。

　同じ事は博士についても言えるが、人質の二人が救出される前に博士を救出する訳にはいかないので、どのみちワンテンポ遅れる。また捕とらえている側も解析に博士が必要なので、失敗しても手て荒あらな真似まねをされる可能性は低い。

　博士は家族の安全を最優先に考えているので、孝太郎はそれに沿う形で作戦を立案しようと考えている。結果としてクレアとエミリーの救出を電でん撃げき的てきに行い、その直後に博士の救出をするという流れになる訳だった。

「なかなかに厄やつ介かいじゃな。単なる同時作戦では目立ち過ぎるぞ」

「うむ、何か隠かくれ蓑みのが必要だろう。クレアとエミリー、双方に接触しやすくなるようなものが理想だ」

　ティアとキリハは難しいと感じつつも、孝太郎の意思に従って作戦を考え始めた。実のところ効率だけを考えれば博士の救出とパーツの回収だけを考えた方が良い。それが成功率が最も高く、確実に技術の流出を防ぐ手段なのだ。だがティアもキリハも、それは孝太郎が歩むべき道ではないと考えている。だから二人には何も文句はなかった。

「孝太郎、賢けん治じは協力してくれると思うか？」

「何も言わなくても、結果的に自発的に協力してくれてた感じになると思う」

「了解だ、考えに入れておこう」

「………」

「ルースさん、言いたい事は分かる。分かるんだけど、ここはグッと堪こらえて！　その辺の事はキンちゃんに任せようっ！」

「………」

　一部に作戦に対する不満は残ったものの、ティアとキリハの主導で作戦は順調に決まっていった。

「正直なハナシ、里さと見み君はあんな人じゃなくて良かったわよね………」

「シズカ様、おやかたさまがあんな人だったら、わたくしは舌を噛かんで死にます」

「………スマン、マッケンジー………」

　その過程で女じよ性せい陣じんの賢治に対する評価が著いちじるしく低下していったが、博士一家の安全には代えられなかった。










　作戦が決まると、孝こう太た郎ろう達はその実行へ向けての準備を始めた。必要な道具の手配や、現地の下見といったものだ。孝太郎はその中でも博士を救出する場所の下見を担当していた。人質二人を救出した後で来る場所なので、ここが作戦で一番危険な場所だと言える。事前の念入りな調査が必要だった。

「思ったより古いんですね、研究所って」

「あの建物は関連企業の工場らしいんだ。今は地上部分だけで操そう業ぎようしてるんだけど、高度経済成長期には地下でも製造機械が動いていたとか」

　孝太郎は真ま希きと二人で、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市に古くからある工場へやってきている。心理系の魔ま法ほうが得意な真希は偵てい察さつの相棒としては理想的だった。

「じゃあ、今はその空いた地下に研究施設が？」

「そうらしい。あの工場は隠れ蓑なんだよ」

　この工場の地下では問題の企業、ＢＴＥ―――ベルテスラエレクトロニクスの研究施設が造られつつある。だが工場はＢＴＥとは直接の資本関係はない。また直近では取引きもない。だが古くから何度も大口の取引きがあり、繋がりは深かった。だからこそ隠れ蓑として選ばれたのだ。ちなみにこの情報は、妻クレアの情報と一緒に、ブラウン博士からもたらされたものだった。

「業績が先細りしている所に、新規の契けい約やくを餌えさにして地下を借りたようだな。生産開始は少し先の事らしいが………」

「それは断れませんね………可哀かわい想そうに………」

　現在二人はサンレンジャーから貰もらった見取り図を手に、物もの陰かげから工場の様子を窺うかがっている。工場は多くの金属の配管が走り回ったコンクリート製の建物だった。それが高い塀へいで囲まれている。だが高い塀に遮さえぎられても、工場で使われている工作機械の作動音は孝太郎達の所まで届く。建物と同じく、工作機械も年代物だった。

「とりあえず………藍あい華かさん、頼たのむ」

「はい。キーンセンス、クレアボヤンス」

　真希は孝太郎に向かって二つの魔法を発動させた。感覚を鋭するどくする魔法と、障害物の向こう側を透とう視しする魔法の二つだ。孝太郎は早さ苗なえに貰っている霊れい力りよくのおかげで視覚に優すぐれているので、二つの魔法の力によって、今いる位置から工場の中を覗のぞき見みる事が出来るようになった。

「………幾いくつか改築された部分があるけど、大体は図面の通りみたいだな」

　孝太郎は目で見て確認した事を、手元の図面に書き込んでいく。図面は建築時のものなので、今の工場とは若じやつ干かん様子が異なる。通路が増えた部分もあれば、逆に仕切りがなくなった部分もあった。そういう違いを確認しておかねば、突とつ入にゆうする必要が出た場合に危険なのだ。もっとも作戦自体は突入しないで済む筈ではあったのだが。

「地下はどうですか？」

「地面が分厚過ぎるみたいで、よく見えない。上の方がちょっと見えてるぐらいだな」

「後でクランさんに偵てい察さつ機きを送り込んで貰う方が良いかもしれませんね」

「………あいつ、またへそ曲げるだろうなぁ………」

　透視の魔法は障害物が厚いほど見通すのが難しくなる。建物の壁かべ数枚くらいなら大した事はないが、地面を数十メートルとなると簡単ではない。実は魔法対策という意味では、地下に秘密を隠すのは正しい選せん択たくなのだ。そういう場所には人工知能による自立制せい御ぎよの偵察機を送り込むのが良いのだが、その一番の使い手は最近、この手の後ろ暗い仕事を嫌きらっている。嫌いやな顔をされないかと心配な孝太郎だった。

「里さと見み君がちゃんと『お前が必要だ』って言ってあげれば大丈夫ですよ」

「………言わなきゃ駄目かな」

　孝太郎はどうしてもクラン相手には素す直なおになれないところがある。そういう関係で来た事もあるのだが、クランの振ふれ幅はばの大きい感情表現を気に入っているという事が大きかった。ついついクランにはキツ目の言葉を使ってしまう孝太郎だった。

「どうしてクランさんには言ってあげないんですか？　私にはちゃんと言ってくれるじゃありませんか」

「藍華さんにはそれが必要だからさ」

「今はクランさんもそうですよ？　というか、今はみんながそうなんですけど」

　真希にしてみると、孝太郎の認にん識しきは甘あまかった。孝太郎の周りにいる少女達は、既に気持ちが固まっている。誰もが孝太郎が素直に接してくれる事を望んでいた。とはいえ個々の少女達にとっての素直の意味が、くっつく事なのか、殴なぐり合う事なのか、一緒に遊ぶ事なのか、というような違いはあったのだが。

「………善処しよう。こう、何とか、上手うまい事言う」

「それが良いと思います」

　幾ら孝太郎でも、周囲の変化には薄うす々うす感付いている。そして少女達が既に切きり離はなせないぐらいに自分の心に食い込んでしまっている事も。分かっていて、あえて知らない振りをしている。それらを正直に受け入れる事を、十代の少年としてのプライドが邪じや魔まするのだった。

「それより、仕事だ仕事」

「ふふふふっ、はい」

　真希は楽しそうに笑いながら、首に下げたままになっているヘッドホンを軽く撫なでる。真希は以前、静しず香かから男の都合を守ってあげられるのも良い女の資質だと教わった。ここはその資質を発揮してあげるべき局面だと考えた真希は、これ以上の事は言わない事にした。それに実際、仕事は多かった。

「里見君、あの車って値段が高いですよね？」

「ん………ああ、高い奴やつだ。二台停とめてあるな。ベルテスラエレクトロニクスかな」

「四人乗りが二台だから、五人以上八人以下。実験装置の組み立てか何かでしょうか」

　工場にあるものを一つずつ調べていき、可能な限り相手の手の内を知る。地味で気が遠くなるような作業だが、こうした地味な努力が成功への足あし掛がかりとなる。体育会系の孝太郎は相手チームの偵察の大切さを知っているし、元軍事組織出身の真希はそれ以上だ。二人は文句ひとつ言わずに淡たん々たんと作業をこなしていった。

「はりゃあっ!?」

　そんな事を一時間余り続けた時の事だった。いつも落ち着いている真希が突とつ然ぜん、素すっ頓とん狂きような声を上げた。そして大きく目を開けたり、目をごしごしと擦こすったりといった事を繰くり返かえす。

「どうしたんだい？」

「見て下さい里見君っ、あそこ！」

「あそこ？　どれどれ………」

　真希が指し示したのは工場の勝手口のあたり。そこには手て押おし車ぐるまに大きなプラスチック製のごみ箱を幾つも乗せて運んでいる人物がいた。その人物は丈じよう夫ぶな作業服と手て袋ぶくろで身を固めた工場の従業員だった。そして孝太郎と真希には、その顔に見覚えがあった。

「………って、ゆっ、ゆりかぁっ!?」

「やっぱりそうですよねぇっ!?」

「待った待った、工場への潜入調査なんかやる予定あったかっ!?」

「そんな予定は無い筈です！」

　真希はぶんぶんと首を横に振る。だいたい、そんな事をする予定があるのなら、真希と孝太郎がここに居る筈がない。潜入した方が効率は良い筈なのだから。

「じゃああいつ、あんなところで何してやがるんだっ!?　今日のあいつの予定は？」

「確か………あっ………」

　真希の表情が固まる。不思議に思った孝太郎がその顔を覗き込む。すると真希は乾かわいた声で言葉の続きを口にした。

「………きょ、きょおわ、あ、あるばいとにいくって、ゆってました………」

「なんであいつは毎度悪の手先になって働きたがるんだっ!!」

　孝太郎は大おお慌あわてでスマートフォンを取り出すと、連れん絡らく先さきからゆりかの名前を選んで電話をかけた。そうしながら孝太郎はようやく、ゆりかの新しいアルバイト先は工場で、そこでガラスを磨みがいていると言っていた事を思い出した。前回は高額報ほう酬しゆうに飛び付いて失敗したので、今回はきちんと地元で古くからやっている工場を選んだという話だった。ゆりかは間違っていない。今回に限っては明らかにただただ運がなかっただけ。それは孝太郎にも分かっていたのだが、電話に出たゆりかに対する言葉は厳しくなっていた。
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『はぁい、ゆりかですぅ！』

「俺おれだ！」

『あれぇ、どうしたんですかぁ、里見さぁん』

「いいから、お前そのまま裏口から出てこい！」

『んん？　前にもこんな事ありましたねぇ………』

　ゆりかは手押し車から離れ、孝太郎の指示に従って裏の門から工場の敷しき地ちの外へ出ていく。そして孝太郎と真希が隠れている物陰へと姿を現した。

「お前っ、こんなところで何やってるんだっ!?」

「それはこっちのセリフですよぉ。何で里見さんと真希ちゃんがぁ、こんなところにいるんですかぁ？　………って、ま、まさかっ!?」

　ゆりかはここでピンときた。先さき程ほどもあった、既き視し感かん。それが再びゆりかを襲おそった。前回のアルバイト先でもこんな事があったのだ。ゆりかの背中に冷たいものが伝う。

「そのまさかだ。あの工場の地下で、博士が言っていた例の実験が行われるんだ」

「そんなの嘘うそですぅっ!!」

　ゆりかは思い切り首を横に振った。その長いお下げがぶるんぶるんと振り回まわされる。早苗と一緒に遊んでいて作戦会議にはほぼ参加していなかったゆりかには、到とう底てい納なつ得とくできる話ではなかった。

「吉よし原わら課長は天才なんですぅ！　手で触さわっただけで機械以上に表面のデコボコが分かるしぃっ、あっという間に平らにしちゃうんですぅ！　それに人望も篤あつくてぇ、お弟で子しさんがいっぱいいるんですよぉ！　絶対に悪事に加担するような人じゃありませぇん！」

　ゆりかの新しいアルバイト先は、アットホームな職場だった。みんな真しん摯しに仕事に打ち込んでおり、連帯感が強い。新人のゆりかにもきちんと指導し、失敗をしようとも根気よく見守ってくれていた。だからこそゆりかには信じられなかった。

「その天才職人さん達が悪事に利用されているんだ」

　しかしそのアットホームさが仇あだとなった。工場は業績が先細りしても従業員を切る事が出来ず、ぎりぎりのところでやりくりを続けてきた。そこへベルテスラエレクトロニクスが付け込んだ。これで従業員達の給料を上げてやれる、そんな思いがベルテスラエレクトロニクスが地下で何をするのかという疑問を呑のみ込ませてしまったのだ。

「そんな～～～!!　もしかしてまたタダ働きですかぁっ!?」

　そしてこれがゆりかが一番信じたくない理由だった。前回はその日ひ払ばらいのアルバイトだったので被ひ害がいは一日分だった。だが今回はちゃんとした継けい続ぞく的てきなアルバイトなので、給料は給料日に貰う事になっている。つまり今回の方が、被害はずっと大きくなるのだ。

「………そうなるな」

「せめて給料日の後まで作戦決行を先延ばし出来ませんかねぇっ!?」

　問題の給料日は毎月二十五日。まだずっと先だった。無論、作戦の先延ばしなどあり得ない。それが無理だと薄々分かっていても、ゆりかは言わずにはいられなかった。アルバイト代の使い道は、既に決まっていたから。

「………諦あきらめろ、ゆりか」

「い～～～や～～～!!」

　ゆりかはその場に泣なき崩くずれる。定期購こう読どくの漫まん画が雑誌、買い続けている漫画の新刊、春スタートのアニメのグッズ、フォルトーゼに行っていて映画館では見られなかった映画のブルーレイディスク。そうしたゆりかのささやかな幸せは、本格的にあたたかさを増した春の風に乗って消えていった。










　ゆりかのアルバイト先がまたしても悪の巣そう窟くつだった―――それはゆりか個人としては悪夢以外の何物でもなかったのだが、孝太郎達たちとしては決して悪い事ではなかった。

「以上が、ゆりかさんから聞き出した地下の様子です」

　晴はる海みの背後に、工場の地下の構造図が表示されていた。それは晴海の話を聞きながらクランが作ったＣＧモデルだ。『朧ろう月げつ』の会議室であれば、この程度は容易たやすかった。

「地下は思った以上に入り組んでいるようだな。ゆりかがアルバイトをしてくれていて助かった」

　ゆりかが工場の内部で働いていたおかげで、本来なら偵察機を送り込まなければ手に入らなかったような情報が転がり込んできた。キリハが言うように、ゆりかがアルバイトをしてくれていて助かった格好だった。

「そのユリカはどうしているのじゃ？」

「………寝ね込こんでいます。やっぱり、また悪の手先になっていたのがショックだったみたいで………」

　晴海は悲しそうに目を伏ふせた。ゆりかから情報を貰う役目は晴海が担当した。晴海がゆりかの一番の友達だったからだ。だがそんな晴海をもってしても、ゆりかを立ち直らせるまでには至らなかった。アルバイト代問題だけでもショックなのに、正義の魔法少女の看板にまたしても傷が入ってしまった。ゆりかにとって、今以上の不幸は中々ないだろう。生活と信念の双そう方ほうに多大なダメージを受けたゆりかは、晴海に地下の様子を伝えた後、そのまま寝込んでしまった。きっと今も押し入いれの中で、枕まくらを涙なみだで濡ぬらしているだろう。

「ねー孝太郎、何とかしてあげてよ。前の時はゆりかのせいだったけどさぁ、今回は違うじゃない」

「何とかったって………どうすれば良いんだ？」

「私からもお願い！　ゆりかちゃんがああいう暗い顔をしているのは良くないわ。何だかこう………里見君に叱しかられた時の暗い顔とは違うのよ！」

「大家さん………」

　早苗と静香に言われて、孝太郎は考え込む。すると孝太郎の顔に、一つまた一つと視線が集まっていく。早苗と静香以外の面々も、気持ちは同じだった。

　―――確かに、今回はただただ運がないだけだよな………。

　冷静になって考えてみると、孝太郎にも今回のゆりかには非が無いと思えた。安易に高額バイトに飛び付いたりせず、きちんと地道な職種を選んでいたから。これでは誰だれであってもベルテスラエレクトロニクスが背後にいる事を見み抜ぬくのは不可能だろう。しかも、そもそも問題の発覚前からやっていたアルバイトなのだ。

　―――それにあの顔は確かに………良くないよな………。

　そして落ち込んだゆりかの顔。孝太郎にも、それは良くないもののように思えた。孝太郎もこれ以上、ゆりかにあんな顔はさせたくなかった。

「………何か考えます」

「よく言った孝太郎っ、日本男児！」

「お願いね、里見君！」

　何より、ゆりかは早苗と並ぶムードメーカーだった。だからゆりかが暗い顔をしていると全員に影えい響きようする。それが長く続く事を、孝太郎は望まないのだった。
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　またしても悪の手先となっていたゆりか。一応正義の味方を自じ称しようするだけに、そのショックは大きかった。孝こう太た郎ろうはあの手この手でゆりかが元気になるように頑がん張ばったのだが、その結果が出ないうちに体育祭の当日を迎むかえていた。

「なるほどなぁ、それで虹にじ野のさん最近ずっとテンション低かったのか」

　事情を聞いた賢けん治じが納なつ得とくした様子で繰り返し頷うなずく。実は賢治はこの事をずっと不思議に思っていたのだ。実際、今もゆりかはどこか上の空だった。

「今回ばかりはあいつのせいじゃないし、何とかしてやりたいんだが………これがなかなか難しくてなあ」

　孝太郎は準備運動で身体をほぐしながら小さく溜ため息いきをつく。もう何分かで『部活対たい抗こう障害物マラソン』がスタートする。その為ためにもゆりかに元気を出して貰う、早さつ急きゆうな対策が必要だった。

「そこでお前に相談なんだが………どうしたらいいと思う？」

　付き合いが長いので普ふ段だんのゆりかなら多くの事が分かるようになった孝太郎なのだが、こういう特とく殊しゆな状態のゆりかはまだまだ謎なぞな部分が少なくなかった。そこで女の子のエキスパート、賢治に相談という事になったのだった。

「簡単だ。そっと抱だきしめて、キスの一つもしてやれよ」

「それ以外でだよ」

「コウ、お前ワザと問題解決の難易度を上げてないか？」

「そんな訳ないだろ。真ま面じ目めにやれ、真面目に」

「うーん………虹野さんの好物で釣つったりは？」

「駄だ目めだった。確実に食べはするんだが、その後にあの状態に戻もどる。幾つ出しても同じ事の繰り返しだった」

「デートに誘さそってみたりは？」

「やってみたが、ずっと上の空だった。ずーっと地面を見ている感じだった」

「じゃあアレだ、虹野さんの先生のナナさんを呼んでくるってのは？」

「あの人今フォルトーゼなんだ………故郷との外交関係を取り仕切ってるからなぁ」

「………八方塞ふさがりだな」

「そう言うなよ。あいつ、ただ働きになりそうだと分かってからも、急にバイト辞やめると工場の人達たちが困るからって働き続けてるんだ」

　孝太郎達がブラウン博士一家を救出し、航法装置を回収した場合、高い確率で工場は困った事になる。それでもゆりかは今も工場で働き続けていた。急にアルバイトが抜ぬけると工場の人達が大変だからだ。簡単に言うと、ゆりかは工場の同どう僚りよう達の事が見捨てられなかったのだ。そしてそれこそがゆりかが今もなお落ち込んでいる原因だった。分かっていても工場の人達の不幸は避さけられない。助けられない。自分の事よりも、そっちに落ち込んでいたのだ。そこが同じアルバイト先であっても、進んで悪事に手を染めていたヤクザの事務所とは違うところだった。

「この際、ゆりかには俺がおこづかいを出して………工場の方は、何とか閉へい鎖さを避けられるように掛かけ合あってみるか………しかし誰かが責任を取る必要は少なからず………」

　だからこそ孝太郎もここまでゆりかに拘こだわる。ゆりかはちゃんと正しい事をやっていたから。正しい事をしているゆりかを放っておけるほど、孝太郎とゆりかの関係は浅いものではなかった。

「………なぁコウ、お前もう諦めろよ」

　賢治は準備運動の手を休め、メガネの位置を直しながら笑う。賢治には孝太郎の行動がおかしくて仕方がなかった。

「何をだ？」

「お前はあの子が悲しんだり悩なやんだり………つまり不幸になるのが嫌なんだろう？」

「まあ………そういう事になるかな」

「だが、おこづかいを出したり、バイト先を存続させようと苦心するのは、もはや友達がやる事の範はん疇ちゆうを超こえているぞ」

「えっ………」

「お前自身がどう思っていようとも、な」

「………」

　孝太郎はここで初めて気付いた。ずっと助け合ってきたし、その度合いが少しずつ深まっていたから、ここまでは気付かなかった。当たり前だったのだ。しかし客観的に見れば確かに、ただの友達を相手にここまでする人間は少ない。それは一定以上の強い繋つながりがそうさせるのだった。

「お前は虹野さんの―――いや、あの子達の不幸は見み逃のがせない。だからちゃんと正しく一人を選ぼうなんて大それた事は、もう諦めろ。無む駄だなあがきだぞ？」

　どう見ても、孝太郎とゆりかの間には特別な繋がりがある。少しの不幸も見逃せないくらいの、強い繋がりが。そしてそれはゆりかだけではない。孝太郎と他の少女、そして少女達同士の間にもあった。だから賢治は思うのだ。孝太郎がその中から一人の少女を選ぶ事はもはや不可能であると。

「………うるさい。俺は道理に合わない事はやらん」

「まあいいけどな。クククッ」

　頭の固い友人に訪おとずれた、複雑に絡からみ合った女性問題。確かに、少女達が完全に和解する前ならまだきちんと一人を選んで解決する可能性もあった。しかし今は少女達が互たがいの手を取り合って孝太郎を囲んでいる。賢治の勘かんでは、孝太郎が誰だれ一人ひとり傷付けずに、そのうちの一人だけを連れて、その輪から脱だつ出しゆつできる可能性はない。だから賢治はそれをまだ可能だと思っている孝太郎が、おかしくてならなかった。










　孝太郎と賢治が一緒にいたのは、相談があったという事もあるのだが、実はより重要な理由があった。これに比べれば、相談の方は別の時でも良い事だった。

「マッケンジー、そろそろ時間だ」

「ん？　ああ、分かった。その後、何か変へん更こうは？」

「今のところは何もない。………頼むぞ、今日はお前にかかってる」

「やれやれ、厄介な友達を持っちまったもんだ………」

　賢治は軽く笑って肩かたを竦すくめると、孝太郎から離れていった。『部活対抗障害物マラソン』のスタートが近付いている。この日、賢治が一緒に走るのは孝太郎ではなかった。

「………孝太郎、賢治の様子はどうだった？」

　そして賢治と入れ替かわるようにしてキリハが近付いてくる。彼かの女じよは全体を取り仕切っているので、最終チェックで仲間達の所を回っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、いつも通りだった。大した度胸だよ、あいつは俺よりこういう仕事に向いているのかもしれないな」

「ふむ………複数の意味で賢治の性格に助けられた格好か………」

　キリハは孝太郎の報告を聞いて満足すると、視線をその賢治に向ける。この時の賢治は背が高く、白い肌はだが印象的な少女に声をかけたところだった。この少女こそが、ブラウン博士の娘むすめ、エミリー。賢治はエミリーと行動を共にする事になっていた。

「………とはいえ、今回限りにしたいものだな」

「ああ。あいつは日当たりのいい場所に居るべき人間だよ」

　孝太郎もキリハの意見に同感だった。度胸がある事と、住むべき世界は必ずしも一いつ致ちしない。また孝太郎自身も賢治には日当たりのいい場所に居て欲ほしかった。

「コウ兄さん！」

「こんにちは、コータロー様、キリハ様！」

　そんな時、琴こと理りとナルファが孝太郎達を見付けて近付いて来た。二人とも大きく『写真部』と書かれたゼッケンを身に着けていた。

「これをどうぞ。コウ兄さん達のゼッケン」

「貰ってきてくれたのか、ありがとう、キンちゃん」

「いいえ、これぐらい。それに多少下心がありまして」

「コータロー様、こっちを向いて下さい」

「なるほど、これが下心か」

　ゼッケンを身に着けた孝太郎に、ナルファが早さつ速そくカメラを向ける。『編み物研究会』というゼッケンを着けた孝太郎を撮とりたくて、二人はゼッケンを持ってきた、という訳なのだった。

「あの兄にして、この妹ありか。抜け目めないな」

「えへへ………」

　琴理の顔が輝かがやく。それはごく親しい相手にしか見せない、油断しきった照れ笑い。しかしその希少な笑え顔がおは、次の瞬しゆん間かん凍こおり付ついた。

「………にっ、兄さんったら、またっ………!?」

　孝太郎の言葉につられて自然と賢治の姿を捜さがした琴理。すると外国人の少女と楽しそうに会話している賢治の姿を見付けてしまったのだった。

「松まつ平だいら賢治、女性の扱あつかいに関しては天才的だな………」

　キリハも思わず唸うなる。距きよ離りがあるので賢治とエミリーの話は聞こえなかったが、二人の様子が親密なものである事はその表情や身体の動きから良く分かった。エミリーの方から賢治の胸を叩たたくような仕草さえあるのだ。二人は今日までのほんの数日で、まるで古くからの友人同士であるかのように急速に関係を深めていた。

　エミリーは急きゆう遽きよ日本に来たので、日本語が苦手だった。しかも転校してきてすぐなので友達も少ない。父親とは最近会えず、不安も多かった。そんな時やってきたのが賢治だった。賢治は流りゆう暢ちような英語を話し、社交的で話も面おも白しろい。母国語ではないので、時々英語を間ま違ちがう所もチャームポイントだった。おかげでエミリーはすぐに賢治と打ち解け、友達になった。他の人間とは英語が通じ難にくかったのも、エミリーの背中を押おした。賢治になら通じるから、後で相談してみよう、そういう事が多かったのだ。

　こうして賢治はエミリーと仲良くなり、この日の障害物マラソンを通訳も兼かねて一いつ緒しよに走る事になったのだった。

「………我わが兄ながら、凄すごいんだか情けないんだか………」

　そんな賢治の姿を見ても、琴理は怒いかりの表情を見せていない。これは事前に賢治が孝太郎達に協力している事を聞かされていたからだ。だから『やり過ぎないでね兄さん』くらいのところで反発心にブレーキがかかっていた。

「しかし助かった。あいつのおかげで彼女を安全に誘ゆう導どうできる」

　孝太郎達は今日、ブラウン博士一家の救出と航法装置の回収を実行する。賢治に託たくされたのは『部活対抗障害物マラソン』までにエミリーと仲良くなる事。そしてマラソンの時に彼女を上手く誘導する事だった。










　ブラウン博士一家と航法装置を可能な限り同時に回収する、という困難な目的を達するにあたって、孝太郎達は『部活対抗障害物マラソン』を利用する事に決めた。それによって孝太郎達の行動をカモフラージュしようというのだ。

『孝太郎、妙みような霊れい波はを出してるのが三人いるよ』

『おやかたさま、サナエ様が仰おつしやる三人を映像で確かく認にんしました。おやかたさまの腕うで輪わに転送しておきます』

「頼む」

　作戦を立てる上で一番難しかったのがエミリーをどう救出するかという問題だった。エミリーの母親クレアの場合はホテルに軟なん禁きんされているのでタイミングだけが問題となる。しかしエミリーは監かん視しをされつつも自由に行動している。だからその行動を制限して誘導し、確実に救出する為に『部活対抗障害物マラソン』と賢治の存在が必要となった。この為、賢治の頑張りに、この日の全すべてがかかっていると言っても過言ではなかった。

　―――頼むぞマッケンジー。しかしまさか、俺おれ達たちがお前の自じ慢まんにならない才能に頼たよる日が来ようとはな………。

　実は当初、教師として吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に潜もぐり込んでいるサンレンジャーに、エミリーを特定のタイミングで呼び出して貰うというやり方が検討されていた。しかしその場合あまりにタイミングが良過ぎるので、後で呼び出した者の背後関係を洗われると厄介だった。

　そこで新たに考え出されたのが『部活対抗障害物マラソン』を利用するという方法だった。裏に手を回してコースを変更する事で、エミリーを特定のタイミングで特定の場所を通らせる事が出来るようになる。また参加者に紛まぎれればコース上を自由に移動できるので、孝太郎達がグッと有利になる。加えて大きなイベントなので関係者が多くなり、単にサンレンジャーがエミリーを呼び出す場合よりも、背後関係を洗うのが非常に困難になるという事も大きなプラス材料だった。

　残る問題はエミリーの誘導役だった。エミリーの視点からだと、彼女はほぼ誘ゆう拐かいされるに等しい。それを上手く説得する為に賢治が必要となった。体育祭までの僅わずかな時間で彼女と仲良くなって信しん頼らいを得るのは、賢治以外には不可能だと判断されたのだった。

『大きいブラザー、問題の三人に接近して調べて来たホ！』

『変な電波とＬ字型になった金属の反応があったホ！　およそ九十パーセントの確率で、通信機と銃じゆうを持っているホ！』

『ベルトリオン、上空に所属不明の小型無人機―――地球で言うところのドローンが三機配置されておりましてよ。配置や動きからして、地上要員のバックアップと見て間違いないと思いますわ』

　予想されていた事だが、作戦には障害も存在していた。普段はエミリーの監視は二人で行われていたのだが、今回は長ちよう距きよ離り走そうのイベントという事で三人に増員され、ドローンも追加されている。また三人の持ち物も物ぶつ騒そうなものに更こう新しんされていた。それに監視がこれで全てである保証もない。こうした監視の目をいかにすり抜けるか、そこが勝負の分かれ目だった。

「キリハさん、どう思う？」

「敵の数は想定の範はん囲い内ないだ。決行で問題ないだろう」

「よし………みんな聞いたな？　作戦決行だ」

　孝太郎は少女達に呼よび掛けながら、賢治に手で合図を送る。エミリーと一緒に行動する賢治だけは、目立たないように通信機を持っていないのだ。

「………兄さん大丈夫かしら………」

「心配ない。マッケンジーには絶対に手出しさせない」

「お願いします、コウ兄さん」

　そんな琴理の気持ちを知ってか知らずか、賢治は孝太郎と琴理を一いち瞥べつして軽く頷くと、背を向けて再びエミリーと話し始めた。










　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校は部活動が活発なので、この『部活対抗障害物マラソン』は最終種目の紅白リレーと並んで、体育祭におけるメインイベントと目されている。おかげでスタートの一分前ともなると、会場の興奮は頂点に達しようとしていた。

「………あぁ………始まってしまいますぅ………」

　そうやって周囲が高こう揚ようしていく中、一人だけ真逆の精神状態だったのがゆりかだった。今日、またしてもゆりかのバイト先が消える。だから給料は貰えず、買う予定だった漫画やブルーレイは指の間をすり抜けていく事になるだろう。それだけならまだしも、優やさしかった仕事仲間も同じ境きよう遇ぐうに陥おちいる。ゆりかとしては踏ふんだり蹴けったりで、先程から地面にぺたりと座すわり込んで涙を流していた。

「しっかりしろ、ゆりか！　泣くのは後だ！」

「で、でもぉ………みんながぁ………」

「もし今日エミリーさん達を助けられなかったら、世界中でお前や仕事仲間達と同じような不幸が起こるんだぞ！」

　フォルトーゼの技術の流出は、そのまま現在の産業構造の崩ほう壊かいを意味する。新しい技術があるのに、どうして古い技術を使うだろう？　現存する製造業は、軒のき並なみ倒とう産さんの憂うき目に遭あう。世界中でゆりかや仕事仲間のように職と給料を失う者が出てくるのだ。

「うぅ………わ、分かりましたっ、頑張ります」

　ゆりかはぐいっと涙を拭ぬぐうと、何とか立ち上がった。ゆりかはこれでも愛と勇気の魔ま法ほう少女。その強い自覚と義務感が、最後の砦とりでとなってゆりかの両りよう脚きやくを支えてくれていた。泣くのは後でいい。今は被害を広げない事が重要だった。

「ゆりか、お前さ………」

　孝こう太た郎ろうには、もしゆりかが立てなかったら言おうと思っていた事があった。もう少しフォローが必要なのではないかと思っていたのだ。

　―――やっぱりゆりかも、ゆりかなりに進歩してるし、頑張ってるんだな………。

　だが幸い必要なかったので、その言葉を呑み込んだ。だから孝太郎は代わりに、言う筈はずではなかった言葉を口にした。

「………大食い競争でカレーを食べ過ぎるなよ。大家さんは特に自信があるって言ってたけど、動けなくなっちゃ困るからな」

「大だい丈じよう夫ぶですぅ、静しず香かさんが作戦が終わったらお腹いっぱい食べさせてくれるって言ってましたからぁ」

「この辺はちっとも変わってないのにな」

「え？　なんですかぁ？」

「なんでもない。さあ、そろそろ始まるぞ」

「はいですぅ」

　ゆりかは最後にもう一度目元を拭った。それが済んだ時には、ゆりかの顔は戦いに臨のぞむ時のそれに変わっていた。孝太郎はその横顔を見て一いつ瞬しゆんだけ、いつもこの顔でいてくれればいいのにと思った。だがすぐにそれは不幸な事だと思い直し、小さく苦く笑しようした。そしてスタートの号ごう砲ほうが鳴ったのは、その直後の事だった。










　孝太郎達はスタート前の段階で、エミリーを取り囲むように、円形に人員を配置していた。これはスタート時の混乱を想定した配置だった。スタートの直後は全参加者が一いつ斉せいに走り出して、無む秩ちつ序じよな混乱状態に陥る。その状じよう況きようでもこの配置なら近い者がエミリーについていけるという訳なのだった。

『エミリーさんは私の前方、十メートル。私のマーカーを参考に追いかけて来て！』

　レース序じよ盤ばん、エミリーの一番近くにいたのは静香だった。元々静香はエミリーの右前方にいたのだが、スタート時の混乱で位置が変わり、今は後方につけている。孝太郎自身は静香の更さらに後方二十五メートルの地点にいるのだが、人の波に紛れて静香の姿は見えなかった。だが孝太郎が見つめている立体映像の地図には、静香と賢けん治じ、そしてエミリーの位置を示すマーカーが表示されている。これを参考にすれば追う事は可能だった。

「さとみさっ、ま、まってくださっ!!」

　苦戦していたのはゆりかで、元々運動は苦手なのと要領が悪いせいで、この混乱した状態に右往左往している。そんなゆりかの様子に気付いた孝太郎は、思い切った手に出る事にした。

「ゆりかっ、来いっ！」

「さとみさん………って、きゃあっ!?」

　孝太郎はゆりかを強ごう引いんに引き寄せるとそのまま抱だき上あげ、いわゆるお姫ひめ様さま抱っこの体勢で走り出した。そうやって孝太郎がゆりかを抱かかえて走っても、ゆりかが一人で右往左往しながら走るよりもずっと速い。孝太郎はスタート直後の混乱が収まるまでは、この状態で走るつもりだった。

「………里さと見みさんってぇ、時々すんごく強引ですよねぇ？」

「今日は特別だ！」

「二年前も桜さくら庭ば先せん輩ぱいにやってたらしいじゃないですかぁ？」

　ゆりかに言われた事で、孝太郎は二年前にも同じようにしていた事を思い出した。二年前に晴はる海みと一緒に出た時も、孝太郎は晴海を抱えて走ったのだ。

「桜庭先輩は特別なんだ！」

「私の事も特別だって言って下さいよぅ！」

「お前は別に身体弱くないだろ！」

　晴海の場合は周囲の混乱にプラスして、生まれつき身体が弱いという大きなハンデがあった。そんな晴海を少しでも上の順位にしてやりたくて、孝太郎はその身体を抱えて走ったのだった。

「しかし………そうか、あれはもう二年も前の事なんだな」

「懐なつかしいですねぇ」

「ああ。あの頃ころはまだ、みんなで喧けん嘩かばっかりだったっけ………」

　孝太郎には、あれが二年前だという事が信じられなかった。そう感じてしまうほどに、孝太郎達は多くの出来事に遭そう遇ぐうした。孝太郎の感覚では、最低でも五年は経たっているように感じられていた。

　―――俺はあの頃、こいつらを追い出そうと必死だったんだよな………。

　孝太郎が一番信じられないのはそこかもしれない。かつての孝太郎は、今腕うでの中にあるぬくもりを、手放そうと必死になっていた。それはゆりかだけではない。今の孝太郎を支えてくれている少女達を、手放そうと必死だったのだ。自分の運命がそこにあると気付いていなかったから。そう思うと、ゆりかを抱える腕に思わず力が入った。
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「私はいつも酷ひどい目に遭ってましたぁ」

「それは今もだろ」

「言わないで下さいよぅ、せっかく忘れそうになってたのにぃ」

「すまんすまん。お前もちょっと変わったよ」

「どの辺がですかぁ？」

「ちょっとだけ………ええと………なんだ………」

「言いい淀よどんじゃ駄目ですよぅ!!　褒ほめる時はスッと言って下さぁい！　スッとぉ！」

「重くなった」

「そこには気付かないで下さいぃっ!!」

　幸いな事に、ゆりかはそんな孝太郎の気持ちには気付いていないようだった。おかげで孝太郎は気まずい思いをせずに済んでいる。だが和なごんでばかりもいられない。成すべき事を成すべく、孝太郎は腕だけではなく脚あしにも力を込めた。










　第一障害はスタートから五百メートル進んだ場所にある、児童公園に設置されていた。この場所までの距離では団子状態は完全には解消されていない。だがこの障害では例年通り小学生レベルの計算問題が十問出題されるので、結果的にここで団子状態は解消される。解くのが早い者はあっという間に通過していくし、解けない者は最大で十分間足止めされるからだ。そして孝太郎はこの場所で、早さ苗なえと合流する事が出来た。

「よう、早苗」

「あれ、もう来たの？　早かったじゃない」

　計算問題から目を上げた早苗は、孝太郎の姿を見付けて意外そうに笑う。ゆりかと一緒なのでもう少しかかると思っていたのだ。

「今日は遊んでいる余よ裕ゆうはないからな」

「そーだねー、頑がん張ばんないと」

　孝太郎は抱えたままになっていたゆりかを下ろすと、早苗の隣となりの席に着く。ゆりかは孝太郎に計算用紙を差し出すと、自分はその向かい側の席に着いた。児童公園には計算をする為の机や椅い子すが沢たく山さん並べられている。周りは他の参加者でいっぱいだった。

「藍あい華かさんはどうした？」

「静香と一緒に先に行ったよ。計算では真ま希きには敵かなわないもん」

「そりゃそうだ」

　裏に手を回してマラソンのルートを変えたのだから、非常時だし問題の答えも貰もらえば良いじゃないか―――早苗とゆりかはそう主張した。だがこれは幾いくつかの理由から却きやつ下かとなった。まずルールに厳しい孝太郎と真希が難色を示した。また作戦面からもティアとキリハが、エミリーの前後に常に同じ顔がいるとまずいと指し摘てきした。最後は晴海とルースで、なるべく他の参加者の気持ちを大事にしたいとの意見が出た。そんな訳で孝太郎達は真面目に問題を解く事になった。幸い静香や真希だけでなく、ルースも先行している。孝太郎達がここで少し遅おくれても問題はなかった。

「次以降の障害で活かつ躍やくしよう」

「幾つかトップで通過したいよねー！」

　孝太郎と早苗は運動には自信があるので、他の障害の時には他の者達よりも先へ行けるだろう。孝太郎達はブラウン博士達の救出とパーツの回収の為にゴールまで参加する訳ではないのだが、それでもなるべく上位になりたいのは仕方のない事だろう。孝太郎達はやっぱり勝負事や楽しい事が好きなのだ。

「私は自信ないですぅ」

　ちなみにゆりかは正直ついていくのがやっとだと思っている。今日の作戦の足を引っ張らないくらいに頑張れれば上出来だろうと思っていた。

「よし、出来た！」

　早苗は少し先に来ていたのと、元々孝太郎よりは単純な計算は得意だったので、ゆりかが二問目に取とり掛かる頃には最後の問題を解き終えた。

「早いな」

「半分以上出来てたからね。んじゃ、先に行ってるねー！」

　すると早苗は元気な足取りで第一障害の出口へ向かった。そこで審しん判ぱんのチェックを受ければ晴れて第一障害の突とつ破ぱとなる。

「おう。俺おれもすぐ行く」

「いってらっしゃーい！」

　孝太郎とゆりかが声をかけたが、早苗は一いつ瞬しゆん振ふり返かえって軽く手を振っただけで、そのまま走り去っていった。

　―――こういう楽しい事や勝負事が好きな性格は、あんまり変わってないな………。

　そんな早苗の姿を見ていて、孝太郎はまた二年前の事を思い出していた。出で逢あったばかりの頃の早苗はとげとげしかったが、楽しい事や勝負事ではいつも子供のような笑顔を振り撒まいていた。

「里見さん、解かないとぉ」

「そうだったな。頑張ろう」

　危あやういところで我に返った孝太郎は、ゆりかと一緒に再び問題を解き始めた。ゆりかも二年前とは違ちがって計算で手間取るような事はなく、二人はほぼ同時に問題を解き終えて、第一障害を後にした。










　孝太郎がティアの姿を見付けたのは第三障害での事だった。二年前はスプーンでピンポン玉を運ぶのが第三障害だったのだが、今年はカレーの早食いに変わっている。毎年障害の入いれ替わりが激しいのもこの『部活対抗障害物マラソン』の特とく徴ちようだった。

「よう、ティア」

「ぬ？　ゆりかと一緒ではないのか？」

「あいつ第二障害で引ひっ掛かってる」

「あー、ビー玉を箸はしで摘つまむ奴やつじゃな。わらわも多少手間取った」

「そうそう。あいつスプーンが好きだから」

　追い付く事が出来たのは、ティアが若じやつ干かん第二障害で苦戦した事、そしてもう一つがこのカレーの早食いの第三障害の為だった。

「ところでお前、なんでそんなにお上品に食べてんだ？」

「わらわにも世せ間けん体ていというものがあるでのう」

「ちょっと前は人前でも平気で豪ごう快かいに食ってたろ」

「以前は『外国人の留学生ティアちゃん』じゃったが、今は『フォルトーゼから来たティアミリスさん』じゃ。以前と同じという訳にはいかぬ」

　ティアが第三障害に手間取っていたのは、周囲の視線を意識しての事だった。公式に発表した訳ではないが、ティアはどうやらフォルトーゼの重要人物であるらしい、という噂うわさは既すでに校内に広まっている。その言動や公式行事での目もく撃げき証言などから噂が流れていたのだ。そうなるとティアもおいそれと好き勝手に行動する訳にはいかなくなる。カレーを食べる姿一つも、フォルトーゼの悪評に繋がってしまうからだった。

「おかげでお前だけ二年前と同じだな。あの頃とは理由が真逆だが」

　二年前もティアは早食いゾーンで苦労していた。その時はあんぱんを少しずつ千切って食べていた。それは今とは違って、ただ自身のプライドの為や、孝太郎達たちに弱みを見せない為だった。だが時間の経過と共に、ティアは本来の自分の姿を孝太郎達にも見せるようになっていったのだった。

「わらわの真実は、そなたらだけが知っておればよい」

　結果的にティアはまた、自分を出せない、二年前の状態に戻ってしまった。だが彼女は悲観していない。一〇六号室に帰れば好きなようにして大丈夫だと分かっているから。だから彼女が食べる姿には、二年前とは違って不ふ機き嫌げんそうな様子はなかった。

「………それを二年前に言えていたら、お前の圧勝だったろう」

　もし二年前に出逢ったのが今のティアであったなら、孝太郎は彼女の事情を聞いた段階で家臣になると言っていただろうと感じていた。今のティアには他人にそう思わせるだけの健すこやかな意志が備わっている。王者の資質と言っても良いだろう。

「そうじゃ。今のわらわは偉い大だいなのじゃ」

　孝太郎の言葉を聞くと、ティアは当然とばかりに自信満々に笑う。

「ああ、よく知ってるよ」

　その自信に溢あふれた笑顔だけは、間違いなく二年前のそれと同じだった。違うのは、それが真実であるという事だろう。だから孝太郎は小さく笑いながらその言葉に同意した。

「じゃが正直なところ………二年前のそなたに逢あったのが、馬ば鹿か者ものであった頃のわらわで良かったと思うておる」

「なんでだ？」

「わらわはこの二年間を、無駄だとは思うておらぬからじゃ」

　ティアはそう言った瞬しゆん間かん、笑顔の質を変えた。その変化はいつも一緒に居る孝太郎だからこそ分かる、ほんの僅かな変化だ。そしてその変化があまりに眩まぶしく思えたから、孝太郎は慌あわてて目を逸そらした。

「そ、それはそれとして………さっさと食え。時間が押し気味だぞ」

「はいはい、自分から話しかけて来た癖くせに、勝手な奴じゃのう………」

　それは孝太郎の誤ご魔ま化かしだったのだが、ティアは言われるままに食事を再開した。相変わらずその食べ方は上品だったが、先さき程ほどまでとは違って彼女の内側から溢れ出だす何かが、自然と周囲の視線を引き寄せている。孝太郎にはその何かの正体が薄うす々うす分かっていたが、やはり気付かない振りで通した。
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　孝太郎がキリハに追い付いたのは、第五障害での事だった。キリハは天てん才さい肌はだなので、どんな事でも大体こなしてしまう。だがそんな彼女にも一つだけ、簡単にはこなせない事があった。それは力仕事。単純な腕わん力りよくだけは、キリハも一いつ般ぱん女性と変わらないのだった。

「それでそうやって待ってる訳か」

「ああ、二分半経つまではこの障害を出られないのだ」

　第五障害は台の上に置かれた重さが違う四つのタルを、隣の台へ移すという腕力勝負の障害だ。キリハは軽い方から三つまでは何とか隣の台へ移したのだが、四つ目を最初の台から下ろしたところでギブアップとなった。ギブアップの場合、残りのタルの数一つにつき二分三十秒の足止めを食くらう。キリハの場合は四つ目一つだけなので、二分三十秒待たされる事になった。

　女性参加者は三つ目と四つ目でギブアップになるケースが多く、むしろ全部移した者の方が少ない。全部移したのは、静香のように格かく闘とう技ぎをやっているケースが主だった。

「流石さすがのキリハさんも腕力に関してはただの女の子だった訳だな」

「他にも女の子の部分は多いと自負しているが」

　孝太郎の口ぶりに、キリハは横目で恨うらみがましい視線を向ける。形の整った切れ長の目でそうされると、孝太郎でもドキッとさせられる雰ふん囲い気きがあった。

「………ちゃんと分かってるよ。いつも色々してくれてるし」

　孝太郎の生活はキリハに支えて貰っているところが多い。朝食はルースと交代で作っているし、洗せん濯たく物ものが溜たまっていると進んで洗せん濯たくしてくれる。掃そう除じに関しても気付くとやってくれているので、孝太郎が申し訳なく思うくらいだ。しかしそれらは力仕事が苦手というような、女の子だからこそのマイナスの要素ではなく、女の子だからこそのプラス要素だろう。孝太郎はただマイナスの部分の話をしていただけなので、プラスの部分を忘れていた訳ではない。だから孝太郎は拗すねているキリハに思わず苦笑していた。

「もうっ、里見君ったら真っ昼間からそんな恥はずかしい事言わないで下さいっ！　せめて二人だけの時にぃっ！」

　キリハは顔を赤らめ軽く身を捩よじり、両手で身体を隠かくすようにする。これは全く話の流れに沿っていない言動なのだが、それが分かるのは孝太郎とキリハの二人だけだ。周囲に居た人々は、孝太郎とキリハのやり取りを素す直なおにそういう意味だと解かい釈しやくした。

「こっ、こらっ、いきなり何を言いだすんだっ!!」

　周囲の視線が孝太郎に突つき刺ささる。大体は好こう奇きの視線なのだが、中には殺意めいたものまであった。孝太郎は早苗のおかげで霊波を感じ取る事が出来るので、身の危険を感じ始めていた。

「………強しいて言えば、たまに最愛の人を困らせたいという女の子のワガママだな」

　キリハは顔を赤らめたまま、いつもの口調で孝太郎の耳にそっと囁ささやく。その圧あつ倒とう的てきな演技力に、周囲はすっかり騙だまされていた。

「分かった、分かったからもう許してくれ。キリハさんはどっからどう見ても立派な女の子だっ!!」

「分かればよろしい」

　孝太郎は体力には自信があるので、第五障害そのものは簡単だった。しかしそこに居たキリハの為ために、多大な精神的ダメージを負う事となっていた。

「やれやれ、思えばこの二年間、キリハさんには振り回まわされっ放しだったな………」

　冷静になると、孝太郎は出逢ったその日からキリハの掌てのひらの上できりきり舞まいさせられてきた。それに対して文句を言おうにも、彼女には大たい抵てい正当な理由があり、怒おこるに怒れなかった。そこも振り回されていると感じる一因だった。

「それは逆だ」

「へっ？」

「我は汝なんじに振り回されただけだ。タイムスリップなどと、非常識極きわまりない行こう為いにな」

「それについては大変申し訳なく思っております」

「申し訳なく思う必要などない。それこそが我らを繋つなぐ運命なのだから」

　そうしてキリハは当たり前だと言わんばかりに笑う。孝太郎とキリハの関係は、一見しただけでは二年前と全く変わっていないように見える。だが変化は見えない部分に集中して起こっていて、同じやり取りが全く別の意味を持つようになった。だからこうして笑っているキリハを見ていると、孝太郎は懐かしさと新しん鮮せんさを同時に感じていた。

「結局、キリハさんには敵わないんだ。出逢った頃も、子供の頃も、そして今も」

「腕力でなら、どうとでもなると思うが」

　非力な女の子一人、孝太郎が本気になれば力ちから尽ずくで従わせる事も出来るだろう。それにそもそもキリハは抵てい抗こうしないだろう。

「それが出来るならこんな事にはなってないんだよ」

　だが孝太郎は、そんな事はしたくないと思っている。力尽くの解決は、折せつ角かく生まれた繋がりを引き千切るに等しい行為だ。実質じゃれあっているだけの、ティアとの殴なぐり合あいとは根本的に違う。

「そうだな。だから愛している」

「………そういうところだぞ、キリハさんが一番ずるい所」

「仕方ないだろう、一番譲ゆずれぬものなのだから」

　そして結局この時も、孝太郎は何も言い返せなかった。一番譲れぬものを惜おしげもなく示し続けるキリハに勝つには、同じものをぶつける以外にない。しかしそれは十代の少年にとっては、とても難しい事なのだった。










　予定ではこの第五障害を境にして、孝太郎達たちは『部活対たい抗こう障害物マラソン』から離はなれ、ブラウン博士達の救出作戦を実行する事になっている。この意味においては、第五障害は便利な場所だった。キリハと同じ理由でエミリーの足止めが出来、しかも孝太郎達が一度集合するのに不自然の無い場所なのだ。そしてここから孝太郎達は各自の能力を解放し、それぞれの持ち場へと散っていくことになる。孝太郎達にとっては、ここからが今日のメインイベントだった。

「悪かったな、藍華さん。折角の初参加だったのに」

　孝太郎は傍かたわらにやってきた真希を見付けると、真っ先にその事を詫わびた。真希は『部活対抗障害物マラソン』を楽しみにしていたので、正しい事の為とはいえ、それを半ばで終わりにしてしまうのは申し訳ないと思っていたのだ。

「いいえ。私は里見君と出逢って、新しい生き方を見付けました。この状況に文句を言うのは、その生き方ではありません」

　真希は笑顔で首を横に振った。残念なのは間違いない。しかし自分の願望の為に他人の幸福を無視する訳にはいかない。真希は人を愛するようになったのだから。言うなればそう、真希も今は愛と勇気の魔法少女なのだ。

「藍華さんはいい子だな」

「そんな、私はその………ずっと悪事をしてきたからこれぐらいでは………」

「それに比べてクラリオーサ皇女殿でん下かはどうだ？　この不ふ貞て腐くされた顔」

　謙けん虚きよな真希とは違って、強めに感情を出していたのがクランだった。何処どこからどう見ても、その顔は不機嫌そのものだった。

「わっ、わたくしだって作戦に文句がある訳ではありませんわっ！」

「じゃあ、何に怒ってるんだよ？」

「それは………タイミングの悪い悪党にですわっ！」

　この言葉はクランが苦くるし紛れに言ったものではあったのだが、それは確かに正しい認にん識しきだろう。言われてみると確かに、孝太郎も同じ気持ちだった。

「お前、なんだかんだでずっとこの障害物マラソン楽しみにしてたもんな」

「し、してませんわっ！　何を根こん拠きよにそんなっ」

「根拠って、楽しみにしてなきゃそんなに怒ったりしないだろ」

「ウッ………」

「だがまあ………お前は正しいよ。俺も腹が立ってる」

　孝太郎達がこの日を選んだ訳ではあるが、それは一番確実な日を選んだからだ。他にもっと上手うまい方法があるなら、この日は選ばなかった。孝太郎達に選せん択たく肢しはなかったのだ。だからこそ孝太郎もクランの言葉を正しいと感じていた。

「クラン、後で何か考えるから、今は機き嫌げんを直せ。お前がその状態だと困るからな」

　孝太郎がこう言うと、不意にクランの表情が緩ゆるんだ。

「………確かにこの状況で、子供みたいに拗ねていても良い事はありませんわね」

　もう少しクランはワガママを言うと思っていたので、孝太郎は肩かた透すかしを食らったような気分になっていた。

　―――クランの奴、思ったよりあっさり退いたな………いかんいかん、今はそれどころじゃなかった！

　真希に言うような優しい言葉をかけて欲ほしかった。必要だと言って欲しかった。クランがあっさり退いたのは、孝太郎の言葉が運良くそうした彼かの女じよの願望に沿うものだったからだ。孝太郎はそこには気付いていなかったが、孝太郎とクランのやり取りを見ていたルースが楽しそうに笑っているので、自分が失敗したのではない事だけは分かっていた。だから孝太郎は深く考えない事にした。それに今は考え込んでいる暇ひまはなかった。

「ルースさん、みんなの現在位置は？」

「ハルミ様とサナエ様があと十数秒で目的地に着きます。それで全員配置完かん了りようです」

「よし、始めるぞ！」

　状況の確認を終えた孝太郎は、軽く手を振って合図を送った。すると靴くつの紐ひもを結ぶ振りをしてエミリーを足止めしていた賢治が、合図を見て立ち上がる。そして賢治とエミリーは二人で第五障害の出口へ向けて走り出した。こうして『ブラウン博士一家救出及および航法装置回収作戦』は始まったのだった。










　この作戦に関してブラウン博士が要求した事はただ一つ、家族の安全を最優先で確保して欲しいという事だった。この件に関しては博士の主張は明快で、自分がどうなろうとも家族が無事なら構わないというスタンスだった。孝太郎達にもその気持ちは良く分かるので、作戦の第一段階で行われるのは博士の妻クレアと娘むすめエミリーの救出だった。

　理想はクレアとエミリーを同時に救出する事なのだが、両者の置かれた状況の違いから、若干だがエミリー救出の方が先に始まる。これは自由に動いているエミリーの方が手順が複雑になる為だった。

『おやかたさま、十五秒後にユリカ様が呪じゆ文もんの詠えい唱しように入ります！』

　オペレーターのルース、特とく殊しゆ装備担当のクラン、そして指揮を執とるキリハは、第五障害の近くに停とまっているバンの中にいる。そこから無線を通じて他の面々をバックアップしていた。

「分かった！　クラン、ドローンと敵の位置はどうだ？」

　孝太郎と真希はエミリーと賢治の後方におり、二十メートル程ほどの距きよ離りを置いて走っている。第五障害を出てすぐは百メートルほどの距離があったが、それをこの場所までの間に詰つめた格好だった。

『ドローンは三機とも上空で待機。やはり俯ふ瞰かんで見ているだけのようですわ！　それと監かん視しは土手を降りて移動中。一人がポイントＢの前側、残る二人が後ろ側ですわ！』

『監視は予想通りに動いてくれている。後は汝ら次し第だいだ、頼たのむぞ、里見孝太郎！』

　この日のエミリーに付けられたベルテスラエレクトロニクスによる監視は、人間が三人とドローンが三機。普ふ段だんは人間が二人だけでドローンはいないので、これはかなり厳重な監視と言えるだろう。ドローン三機が大きな三角形を作り、上空からの広い視野を確保。そしてその死角となる部分に三人の人間が向かう。これはなかなか効率的な監視方法と言えるだろう。指揮を執るキリハはそこに多少の不安を感じている。完全な素人しろうとがやっているにしては手て際ぎわが良過ぎるのだ。自然とこの時の彼女の声は厳し目になっていた。

　―――考え過ぎであれば良いのだが………今言っても仕方がない………。

　キリハは心配を頭の片かた隅すみに追いやると、通信機を待機中のゆりかにも接続する。もはや迷っている時ではなかった。

『ゆりか、始めてくれ！』

『はいですぅ！　パーフェクトイリュージョン・モディファー・エリアエフェクト・ラージッ!!』

　ゆりかは孝太郎達の前方、ポイントＢ―――橋の下に身を隠していた。孝太郎達が走っているのは川沿いの遊歩道なので、これからその橋の下をくぐっていく事になる。ゆりかはその橋の下に幻げん術じゆつをかける手て筈はずになっている。その幻術は孝太郎と真希が絡からまり合うようにして倒たおれ、それを近くにいる賢治とエミリーが助け起こすというものだった。

『マッケンジー様達とおやかたさま達がポイントＢに入ります！』

　その幻術が四人が橋の下に入った直後に発動した。何度も練習したので、そのタイミングには寸分の狂くるいもなかった。魔法は橋の下の広い範はん囲いを覆おおうように作り出され、これにより前と後ろにいる三人の監視は、現実ではなくゆりかが生み出した幻まぼろしを見る事になった。そして幻の内側では、幻とは全く別の出来事が展開されていた。

『エミリーちゃん、聞いてくれ！』

『ケンジ？』

『今から俺おれ達は君をブラウン博士の所へ連れていく！』

　賢治は流りゆう暢ちような英語でエミリーに語り掛かけていた。これは賢治が元々英語が得意であった事も影えい響きようしているが、誤解が無いように最適な文面を用意して練習したからでもある。その辺りは演劇部の面めん目もく躍やく如じよだった。そして孝太郎達は話を賢治に任せ、少し離れた位置から成り行きを見守っていた。

『お父さんの!?』

『ここしばらくお父さんの様子がおかしい事には気付いているんだろう？　あれは君とクレアさんを人ひと質じちにされて、仕方なくやっている事なんだ！』

『私とお母さんの!?　あっ………』

　賢治の言葉は唐とう突とつなものであったが、実はエミリーにも少なからず心当たりがあった。父親が急に日本へ行くと言い出した事、それ以降は仕事の話をしない事。日本へ来てから会えていない事。そして母親のクレアが何故なぜかホテルから出ようとしない事。それらが脅おどされていたからであると考えれば辻つじ褄つまが合う。

『でも仮にそれが本当だとしても、ケンジが私達の味方なのかが分かりません！』

　だが根本的な問題が残っていた。それは賢治とその仲間達が味方なのかどうか、そこが分からないという事だった。仮に賢治の言葉が本当だとしても、賢治が味方かどうかを見誤ると、自分達の状況を更に複雑なものにするだけで終わってしまうだろう。

『分かってる！　それについてはこれを見て貰うしかない！』

　賢治はそう言って背後の孝太郎に手で軽く合図をする。すると孝太郎は自身の腕うで輪わを操作して、空中にある映像を投とう影えいした。

『エミリー、クレア、聞いているかね？』

『お父さん!?』

　空中に描えがき出されたのはブラウン博士の姿だった。その姿を見たエミリーは驚おどろき、言葉を失って立たち尽つくした。

『今は訳が分からないだろうが、この人達の言う通りに行動して欲しい。私はかつてないほど厄やつ介かいな状況にある。この人達が信用出来るかどうかは賭かけになるが、その賭けに縋すがるしかない状況なのだ。不安な思いをさせて済まないが、ここは私の判断を信じて欲しい。エミリー、クレア、愛しているよ』

　作戦進行の上で、エミリー達の信しん頼らいを得る必要があるのは明白だった。しかし孝太郎達はエミリーをすぐに信じさせる材料を持っていないので、事前にこの映像を用意していたのだ。そしてこの映像は、期待通りにエミリーの心を揺ゆり動うごかした。

『お父さん………』

『なかなかすぐには信じられないだろうけれど、俺達は少なくともお父さんがこの映像を託たくすくらいの相手ではある！　頼むエミリーちゃん、俺達を信じてくれ！』

『ケンジ………』

　エミリーは迷い始める。自身の置かれた状況と、父親と賢治の言葉には矛む盾じゆんを感じなかった。だが何かがエミリーの心の奥おくに引っ掛かる。それが彼女を迷わせている。しかし迷っている暇はない。エミリーはその何かを素直に言葉にした。

『………ケンジは、この為に私に近付いたの？』

　賢治の言葉を信じるなら、ここしばらくの彼かれの言動は全すべてこの日の為の嘘うそだった事になる。エミリーに向けていたあの笑え顔がおは、あの言葉は、全て演技だったのだ。だとすると根本的なところで信頼が成り立たなくなってしまう。エミリーの胸の中では今、二つの賢治が繋がらなくなってしまっていた。

『エミリーちゃん………』

　賢治は一瞬言葉に詰まった。エミリーの言葉と、不安げな視線。想定にない質問だったから、賢治は自らの言葉でそれに応こたえなければならなかった。

『最初は………可愛かわいい留学生が来たって聞いて、興味本位で会いに行ったんだ。俺は馬ば鹿かだから………で、その後になって友達から君の話を聞いて、協力する事になった。だから最初は興味があったからで、途と中ちゆうからこの為になったんだ』

　賢治は正直に自分の事情を話した。賢治もエミリーの信頼が崩くずれかけている事は感じていた。だから賢治には、そこに更に嘘を捻ねじ込めば崩ほう壊かいは確実のように思えたのだ。

『でも、出来れば全部がこの為だったって事にして欲しい。そうじゃないと、妹が死ぬほど怒るから』

『ケンジ………』

『それでどうだろう、こんなマラソンなんか抜ぬけ出して、俺とデートでもしないか？』

　これが賢治の精せい一いつ杯ぱいだった。賢治はこの時、こういう本当に大事な時には二枚目に成り切れないのだと、つくづく感じていた。情けなくて、思わず苦く笑しようが漏もれる程に。

『………私はお父さんとは違う。安易にあなた達に賭けたりはしない』
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　賢治の言葉を聞いて、エミリーは結論を出した。やはりすぐには孝太郎達を信じる事は出来なかった。

『エミリーちゃん、俺達は―――』

『でもケンジ、私はあなたに賭ける。………デートは何処どこに連れて行ってくれるの？』

　だがエミリーは賢治を信じた。妹の事を話す時の賢治の顔が、以前見たものと同じであったから。それでようやく、エミリーの頭の中で二人の賢治が繋がった。もし賢治がこの状況でも二枚目に徹てつし切れていたら、きっとこの結果にはならなかっただろう。










　エミリーが決断してからは早かった。まず真希が魔ま法ほうで自身をエミリーに、孝太郎を賢治に変装させる。続いてゆりかが魔法で賢治とエミリーの姿を隠し、二人はその状態のままマラソンのコースを抜け出す。最後はゆりかが新たに孝太郎と真希の偽にせ物ものを幻術で作り出し、変装した孝太郎と真希、そして幻術の孝太郎と真希の四人でマラソンを続行する。こうする事でクレアとブラウン博士を救出する為の時間を稼かせぐのだ。

「里見君、上手くいったと思いますか？」

　真希は心配そうな声で隣を走る孝太郎に囁いた。だが彼女の顔に被かぶせられている幻のエミリーの顔は、多少の疲ひ労ろうはあるが元気な笑顔だった。

「そう願いたいな。ここの成否は大きいからな」

　孝太郎は賢治の陽気な顔で頷うなずく。橋の下でエミリーの救出が決行されたのは、ドローンの死角が必要だったからだった。いかに精せい巧こうな幻術であっても、発動の瞬間にほんの僅わずかなズレは生じる。最近の映像技術で解かい析せきされればその僅かな違いを見み抜ぬかれる恐おそれがあった。だから橋を利用してドローンの視界を制限し、幻は三人の監視にだけ見せた。だがそれでもその三人に見抜かれる恐れも幾らか存在している。人間の感覚は時に機械の性能を超こえる。こればかりはゆりかの魔法の腕を信じるよりなかった。

『その心配はなさそうですわよ。三人の監視は再び土手を上がりましたわ』

『ドローンの動きも依い然ぜん変わりはありません。おやかたさま達の頭上で、三角形のフォーメーションを維い持じしています』

「………まずは第一障害突とつ破ぱってところか」

　孝太郎は安あん堵どして胸を撫なで下おろす。この時だけは孝太郎も、変装の賢治の顔と同じく、明るい表情だった。

「ゆりかさんはもうしばらく第一障害が続きますけれど」

　真希はちらりと背後を見る。そこには幻術で生み出された孝太郎と真希の姿があった。この幻術の二人は、その更さらに後ろにいるゆりかがリアルタイムで操あやつっている。走りながら人間二人分の幻げん影えいを操るのは大変な労力が要いる。簡単な判断力を持つ自律型の幻術もあるのだが、この局面では利用できない。クラスメイトの呼びかけに反応したりする必要があるから、自律型には荷が重いのだ。その意味では孝太郎と自身、二人分の変装を担当している真希はずっと楽だ。顔の部分だけだからだった。

「頑がん張ばれ、ゆりか」

「ふぁーい」

　ゆりかの返事には元気がなかったが、孝太郎はあまり心配していなかった。こういう時のゆりかは失敗しない。これまでずっとそうだったから。

　―――あっちもそろそろ動き出している頃ころだが………キリハさんは向こうの方が不確定要素が多いと言っていた………何事もなければいいが………。

　だからどちらかと言えば孝太郎が心配なのはポイントＡ、クレアの救出の方だった。距離も離れているので、本当に祈いのるしかないのがもどかしい所だった。
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　ブラウン博士の妻、クレアはホテルの部屋に軟なん禁きんされている。正確にはトラディショナル吉きつ祥しようの十四階にある特別室だ。そして『部活対抗障害物マラソン』のコースは、トラディショナル吉祥のすぐ脇わきを通るように設定されている。去年まではそうではなかったのだが、今年は孝こう太た郎ろう達が裏から手を回して急きゆう遽きよ変へん更こうされたのだった。

「きゃあっ!!」

　そしてまさにそのトラディショナル吉祥の目の前で、小さな悲鳴が上がった。『部活対抗障害物マラソン』の出場者である一人の女子生徒が、歩道の段差に足を取られて転てん倒とうしてしまったのだ。彼女はそのままごろごろと転がって、ホテルのエントランスに繋がる石段の前で仰あお向むけになって止まる。着ている服は白とピンクをベースにして、多数のフリルとリボンで飾かざられたド派手なもの。胸には『コスプレ研究会』と書かれたゼッケン。それはコスプレ研究会期待の新人・東ひがし本ほん願がん早さ苗なえその人だった。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　するとそこへ駆かけ寄よってくるスーツ姿の女性が一人。その高級感溢れるいでたちからすると何処か大だい企き業ぎようの受うけ付つけ嬢じようや秘書といった雰囲気だが、実際はそうではない。中身は今年大学生になったばかりの晴はる海みだった。

「いたたたたたっ、脚あしをやっちゃったみたい！　いたたたたたっ」

「まあ大変、怪け我がをなさっているじゃありませんか！」

　早苗の膝ひざや脛すねには赤いものが見えている。一見出血しているように見えるが、そうではない。それはたった今晴海が塗ぬった血ち糊のりだった。この為に一番最初に晴海がやってくる必要があったのだ。

「大変だ、女の子が転んで怪我をしたようだぞ！」

「救急車を呼んだ方が良いだろうか？」

「良いに決まってるでしょ！」

　晴海に続いて、たまたま周囲にいた人々が次々と集まってくる。それはケンイチ、ハヤト、メグミ―――サンレンジャーの面々だった。三人とも鍛きたえているので、スーツ姿がやたらと様になっていた。

「どうしたものか………そうだ、そこの君、ホテルに医務室はあるかね？」

　そしてダイサクは高級スーツとカツラに付つけ髭ひげで身を固めた姿で現れ、様子を見に来ていたホテルのドアマンに話しかける。その姿は何処からどう見ても社長の風格を漂ただよわせていた。

「ありますが」

「どうだろう、この子は君の所のお客ではないが、医務室で怪我を見て貰もらう訳にはいかないだろうか？」

「分かりました、こちらへどうぞ！」

　穏おだやかな物もの腰ごしのダイサクに説得されたドアマンは、ホテルの自動ドアを開け放つ。するとケンイチ達が協力して早苗の身体を運んでいく。その後には心配そうな晴海と、ドアを閉めたドアマンが続く。ちなみにこのドアマンは変装したコタローだった。

「何があったのだね？」

「エントランスの目の前で怪け我が人にんが出まして。放置しますと当ホテルの名に………」

「ストップ。君の判断は正しい。すぐに医務室へ運んでやってくれたまえ」

「はい！」

　コタローのドアマンぶりは板についていて、何事かと様子を見に来たホテルのマネージャーを言葉巧たくみに退けてくれる。こうして晴海と早苗、サンレンジャーの五人は何事もなく医務室へと辿たどり着ついた。だが七人はその前を通り過ぎ、その奥にある金属製の扉とびらを通とおり抜ける。扉を抜けた先は非常階段だった。

「………ふぅ、上手くいきましたね………」

　周囲の目がなくなったところで、晴海が大きく息をつく。今の晴海ならこの程度の演技は簡単だ。だが人の命がかかっているとなれば、簡単な演技でも緊きん張ちようしないではいられなかった。

「にしし、みんな名演技だったね？」

　サンレンジャーに運ばれていた早苗は、そこから器用に抜け出してひょいっと床ゆかに飛び降りた。元々怪我などしていないので、その動きは元気そのものだった。

「コタロー、ここから十四階まで昇のぼる訳だが、このホテルの通常業務で非常階段が使われる頻ひん度どは？」

　ケンイチはそう訊たずねながらスーツの上着を脱ぬぐ。この先の事を考えると、動き難にくいスーツの上着は邪じや魔まだった。

「従業員用のエレベーターや階段が別にあるから、ここは滅めつ多たに使われないよ」

「って事は、俺達の得意なやり方で良いって訳だ」

　ハヤトが愛用のサングラスを外しながら笑う。非常階段は非常灯だけなので薄うす暗ぐらく、流石さすがにサングラスは邪魔だった。

「ダイサク君、私達の得意なやり方って？」

「メグちゃんは得意じゃないやつだよ。いわゆる体力勝負」

「コンバットスーツ着て来れば良かった………」

　今日のサンレンジャーは戦せん闘とう用のスーツを着ていない。戦闘用スーツは単なる防具ではなく、身体能力を引き上げるアシスト機能が付いている。それなしに十四階まで駆け上あがるのは、メグミでなくても眉まゆを顰ひそめたくなる運動量だろう。

「なんでしたら魔法で身体能力を強化する事も出来ますが」

「桜さくら庭ば教官、魔法は後の為に取っておいて下さい。何があるか分かりませんから」

　魔法は色々な事が出来るが、その力には限度がある。サンレンジャーとしては予期せぬ事態に備えておきたい考えだった。それは晴海にも十分理解出来るので、彼女は素直に頷いた。

「はい………しかし、その『桜庭教官』っていうのは、何とかなりませんか？」

「ははは、教官は教官ですよ！」

　晴海は以前、サンレンジャーに魔法に関する情報を教えたり、戦い方を指導したりした事がある。おかげでそれ以降、晴海はサンレンジャーからは教官と呼ばれていた。階段では魔法を使わない事よりも、そこが気になる晴海だった。

「それじゃあ者共、あたしにつづけー！」

『おうっ！』

　こうして元気いっぱいな早苗を先頭に、七人の男女はホテルの非常階段を駆け上がっていった。










　緊きん急きゆう時の早苗は霊れい能のう力りよくを解放し、霊れい力りよくで全身を覆う。これにより身体能力はもとより、防ぼう御ぎよ力りよくや攻こう撃げき力りよくが飛ひ躍やく的てきに向上する。サンレンジャーのスーツと同じ事を自力でやっているような状態と言えるだろう。おかげで十四階に辿り着いても、早苗は全く息が切れていなかった。

「いっちばーん！」

「やれやれ、女の子に負けるとは。ふぅふぅ………」

　続くサンレンジャーは一階から一度も隊列を崩さずに、ケンイチ、ハヤト、ダイサク、コタロー、メグミの順で十四階へ到とう着ちやくした。彼らは日ひ頃ごろの厳しい訓練と、繰くり返かえされた現場仕事のおかげで、僅かに呼吸を乱した程度でここまでやってきている。しかも幾いくらもしないうちに呼吸は元の調子を取とり戻もどしていた。

「………最近の東本願さんは特別ですよ」

　最後にやってきたのが晴海だった。晴海はクランが作ったＰＡＦ―――パワーアシストフィールド―――を使っている。これはバリアーの技術を応用して作った簡易型のパワーアシストスーツであり、元々病弱な彼女を助ける為のものだった。晴海が健康を取り戻してからはしばらくＰＡＦの出番はなかったが、緊急時という事で再登場となった。おかげで晴海も息を切らすような事はなかった。

「特別？」

「ハヤト兄ちゃん、しばらく見てて気付いたんだけど、あの子しばしば足が地面についてない時があるんだよ。それにね、無い筈はずの階段を余計に一段昇る時もあるし」

「本当かよ………デタラメだな………」

　軽口を叩たたき合いながらも、サンレンジャーはそれぞれに武器を構え、なるべく壁かべを背にするようにして十四階の客室方面に続くドアの近くに集合する。突とつ入にゆう時における、いつも通りの手順だった。

「コタロー、頼む」

「はいよ」

　ケンイチに言われて、コタローは背負っていた鞄かばんの中から細長いケーブルのようなものを取り出す。ドアの向こうを覗のぞくのに使う特殊なカメラだった。

「あたしが見るよ」

　だがコタローが実際にカメラを使う前に、早苗がドアの近くに歩み出て幽ゆう体たい離り脱だつ、ドアに頭を突っ込んだ。

『よいしょっと』

　そして早苗はドアに頭を突っ込んだまま、きょろきょろと周囲を見回す。

「うわぁっ!?」

　突とつ然ぜん発生した本物の心しん霊れい現象を間近で見てしまったコタローは、思わず仰のけ反ぞる。他のサンレンジャーの面々は声こそ上げなかったものの、驚いたのは同じだった。

「皆みなさん、驚かせてしまって済みません………もう一人の私は無む茶ちやをするから………」

　そして更にサンレンジャー達を驚かせたのは、幽体離脱して抜け殻がらになった筈の早苗の身体の方も動いている事だった。しかも幾らか柔やわらかい表情に変わり、少し落ち着いた言動をしている。事情を知らないサンレンジャーには驚く事ばかりだった。

『大だい丈じよう夫ぶ、見える範囲には誰だれもいないよ―――って、あんたたち何してんの？』

「早苗ちゃんが急に抜けてっちゃうから、みんな驚いてるんだよ。駄だ目めだよ、知らない人にいきなり幽体離脱なんか見せちゃ」

『………これぐらいで驚くなんて、なってないんじゃないのサンレンジャー』

　早苗の記き憶おくでは、以前の戦いでサンレンジャーには霊力を使うところを幾らか見せている筈だった。だから驚くサンレンジャーに不満を抱いだいた訳なのだが、実はあの時と比べても早苗の霊能力は格段に進歩しており、驚いても当たり前の状じよう況きようと言えるだろう。にもかかわらず本人はさっぱりその自覚がないのだった。

「早苗ちゃん、そういう言い方は良くないと思う！」

　そして極めつきが『早苗ちゃん』と『早苗さん』が始めた口論だった。魂たましいが共有されている二人なので、厳密には内在する思考が目に見える形で表現されているだけなのだが、これも事情を知らない人々には驚きよう異いだった。

「………デタラメだな、コタロー」

「うん。僕ぼくちょっと頭痛がしてきた」

　有り余る霊能力で世界の仕組みと人間の常識を無視して行動する少女、東本願早苗。彼女は今日も元気いっぱいだった。










　非常階段から客室のフロアに出ると、周囲は急に明るくなる。強きよう襲しゆうや潜せん入にゆうのような作戦ではこうした光量の変化は大きな隙すきを生む。それだけにサンレンジャーはドアのところで慎しん重ちようになっていたのだが、一人に戻った早苗は無造作にドアを開けて十四階のフロアに入っていった。

「ホラね、誰もいないでしょ？」

　早苗達たちが到着したのは、十四階のメイン通路の端はしだった。ホテルでは一番人通りの少ない場所と言える。この通路を進んでいくとやがてエレベーターホールに突つき当あたる。そこまでには早苗が言う通り誰の姿もなかった。しかし晴海には気になる事があるようで、大おお真ま面じ目めな顔で頭上を見上げていた。

「この監視カメラはどうなっているんですか？」

　ここには人目は無いが、機械の目はある。非常階段を見張るように配置された監視カメラが、今も晴海を見つめていた。

「教官、僕がさっきシステムに割り込んで、昨日の映像を挟はさみ込んでおきました。猶ゆう予よは二十分間です」

「まあ、コタローさんは色々な事が得意なんですね」

　晴海はホッとした様子で笑う。技術的な事は分からないものの、クランやルースがしばしば似たような事をしているので、戸と惑まどう事はなかった。

「それが僕の取り柄えなんで」

「謙けん遜そんする事ないよ、コタロー君。僕らはコタロー君がいないと機械はからっきしなんだからさ」

「そう言ってくれるのはダイサク兄ちゃんだけだよ」

　コタローは小こ柄がらで目立たないが、技術者として部隊に所属している。その方面での腕うでを買われて配属になった訳だ。ちなみにメグミは医師の免めん許きよを持っている。戦闘要員三人と技術者と医い療りよう従事者、合わせて五人がサンレンジャーの標準編成だった。

「あまり時間がない、そろそろ行こう」

　ケンイチが立ち止まっている面々に声をかける。既すでにハヤトはエレベーターホールの様子を見に行っていた。エレベーターホールにはこの通路の他にも、二つの別の通路が繋つながっていて、上から見るとＴ字になっている。目的地の特別室はそのうちの一本の通路の先にあった。

「………」

　早苗達が近付いていくと、先行するハヤトが手で合図してきた。するとサンレンジャーの動きがゆっくりとした慎重なものに変わる。早苗と晴海も事情を察し、同じようにしてハヤトに近付いていった。

「………ハヤト、どういう状態だ？」

「………流石にこっちは無む警けい戒かいって訳にはいかないようだ。特別室の前あたりに、見張りらしいのが一人いる」

　ハヤトはエレベーターホールの角からその先を覗き込み、スーツ姿の男性を発見していた。その男性は特に何をするという事もなく、通路をぶらぶらと歩いている。その時にさりげなく物もの陰かげをチェックしたりする姿から、ハヤトは同業者の匂においを嗅かぎ取っていた。

「まずいな、これじゃあ一いち撃げきノックアウトって訳にはいかないぞ」

　ケンイチも通路の先を確かく認にんし渋しぶい顔をする。理想は問題の男性にこっそり忍しのび寄って無力化したいところだ。だが特別室が大きいせいで、ドアまではそれなりに距離がある。奇き襲しゆうが成功する可能性は殆ほとんどなかった。

「ここは晴海の出番じゃない？」

「そうか、教官なら！　お願いします、桜庭教官！」

「はい、分かりました」

　晴海は『教官』と呼ばれる事には僅かに抵てい抗こうはあったが、求められている事その物には異論はなかった。晴海はホールの角まで進み出ると、呪文の詠唱を開始した。

『………我わが内より出いでよ、精神の精せい霊れい。我らの思いを導き束ね、疾とく紡つむぎ、微睡まどろみの檻おりを織り上げよ！』

　晴海は両手で掌しよう印いんを組みながら、フォルトーゼの古代語の呪文を唱えていく。その声は見張りと思われる男性に気付かれないよう抑おさえられていたが、聞く者に内から溢あふれ出だす様な力を感じさせた。それはおそらく事実だろう。晴海の声の高まりに合わせて、彼女の内から溢れた藍あい色いろの魔ま力りよくが、彼女が頭上に掲かかげた右手に集中した。

『閉じよ、夢む幻げんの封ふう檻かん！』

　晴海は呪文が終わるのと同時に、右みぎ腕うでを問題の男性に向かって振ふり下ろした。すると晴海の右手に集中していた藍色の光が、球形になって男性に向かって飛ぶ。魔法は彼が背を向けている間に発動したので、光球が命中したその瞬しゆん間かんでさえ、男性は何も気付いていなかった。

「………」

　光が命中した直後、光は男性の身体全体に広がっていった。それから光は男性に吸い込まれるようにして消えていく。すると男性は軽く俯うつむき、その場で立ち尽くして動かなくなった。

「………ふぅ………成功したようです」

　魔ま法ほうを放った晴海は、安堵の息をつくと早苗やサンレンジャー達たちに笑いかけた。問題の男性が見張りである絶対の保証はなかった。そこで晴海は、この男性を幻げん覚かくの檻に捕とらえる事にした。晴海が使った魔法は対象を眠ねむらせ、現実としか思えない夢を見せるもの。彼はそこでしばらく、これまでと同じ仕事を続ける事になる筈だった。










　ダイサクは魔法のかかった男性を窓まど際ぎわへ移動させた。そうすると男性は窓から景色を眺ながめているように見える。誰かが通りかかっても、不思議には思わない筈だった。

「さて、いよいよだな」

　サンレンジャー達はそれぞれに武器を構える。ケンイチは剣けんを模した接近戦用の武器、ハヤトは威い力りよくの大きい大型の拳けん銃じゆう。ダイサクは格かく闘とう戦せん用のグローブ。コタローは手しゆ榴りゆう弾だん、メグミは取り回しの良い小型の拳銃といった具合だった。これから彼らは部屋に突入していく事になる。

　ここからはどうしても力技にならざるを得なかった。早苗のおかげでブラウン博士の妻、クレアの位置は分かっていた。またそれ以外にも監かん視し役やくと思おぼしき人間が三人いる事も分かっている。だが壁かべ越ごしに魔法で攻こう撃げきするのは難しい。以前ゆりかが壁越しに魔法で攻撃した事があるが、あれは距離が近いから出来た事であって、広い特別室でそれをするのは困難だった。部屋全体を攻撃する広域の攻撃魔法ではクレアも危ない。一人ずつピンポイントで狙ねらうと他の見張りが気付く。ここは正確で電でん撃げき的てきな攻撃が必要だった。

「皆さん気を付けて下さい」

「どーんと行け、どーんと！」

　晴海と早苗はこういう襲しゆう撃げきの経験が乏とぼしい。ここは足を引っ張らないよう攻撃はサンレンジャーに任せ、それぞれの能力で援えん護ごをする事になっていた。

「行くぞ、みんな」

　ケンイチがそう言うと、メグミとコタローが前に出る。同時にケンイチは大きく息を吐はき出し、カウントダウンを始めた。

「………三、二、一、ゴー！」

「なんで五？」

　早苗が首を傾かしげた、その瞬間だった。ダイサクの拳こぶしが唸うなりを上げてドアに激げき突とつした。ダイサクは自身の巨きよ体たいを生かし、全体重を乗せた拳を繰り出していた。また手に付けたグローブは限定的ながらも彼らの戦闘用スーツと同じ機構を備えている。その一撃は岩がん盤ばん破は砕さい用の杭くい打うち機きに匹ひつ敵てきする威力を秘ひめていた。

　ドゴォンッ

　もちろんホテルのドアはそんな攻撃に耐たえられるような作りではない。鍵かぎの部分がへし折れ、ドアは内側へ向かって勢い良く開いた。

「コタロー君！」

「任せて！」

　次はメグミとコタローの番だった。メグミは開いたドアから室内を銃じゆう撃げきする。室内を薙なぎ払はらうような連続射しや撃げきだったが、霊れい子し力りよく兵器なので射しや撃げき音おんは殆どない。ドアの近くには二人の監かん視し役やくがいた。彼らはドアが開いた事でソファーから立ち上がりかけていたが、メグミの連射に気付いて素す早ばやく床に身を投げ出した。

「動きは悪くなかったよ。相手が悪いだけさ」

　そんな彼らの目の前に転がって来たのが、コタローが転がした手榴弾だった。

　カッ

「うわぁっ!?」

「しまったっ!?」

　手榴弾は爆ばく発はつの代わりに強力な閃せん光こうを放った。これにより彼らは視界を奪うばわれた。そして次に奪われたのは手にしていた拳銃だった。

　ビシッ、ビッ

「なっ、なんだっ!?」

「狙そ撃げきされたのか!?」

　監視役達たちが構えていた拳銃は、何か強い衝しよう撃げきを受けて撥はね飛とばされていく。閃光で満たされた部屋のなかでそれが可能だとは信じられない事だった。

「あのサングラスって、この為ためだったんですね」

「ただのカッコつけマンじゃなかったのか………」

『だから駄目だって早苗ちゃん、そういう風に言っちゃ………』

　監視役達の銃じゆうを弾はじき飛ばしたのはハヤトだった。ハヤトは対閃光防ぼう御ぎよ仕様のサングラスをかけているので、この光の中でも自由に物を見る事が出来るのだ。

「………俺おれを何だと思ってたんだ………？」

「ボヤくなハヤト！　お前の仕事は今日も完かん璧ぺきだ！」

　最後はケンイチだった。ケンイチは閃光が収まるのと同時に室内へ突入。視界と銃を奪われて自由に動けずにいる監視役達を、手にしていた武器で殴なぐり付けた。剣の形をしているが、この武器は殴った相手を高電圧で気絶させる機能を備えている。二人の監視役は呆あつ気けなく意識を奪われた。

「強い………」

　晴海はサンレンジャーの戦いぶりに驚いていた。ドアが開いてから二人の敵が倒たおれるまで、十秒も経たっていないだろう。それは流れるようなチームワークと、極きわめて高い個々の戦闘能力が可能にした事だった。

「サンレンジャーかっこいい！　流石さすがヒーロー！」

　晴海達が知っているサンレンジャーは、いつも苦戦している印象があった。先日晴海が魔法との戦い方を教えに行った時もそうだったのだ。だがそれらはあくまで慣れない特とく殊しゆな状況であったからであり、彼らが弱いという事ではなかった。それを今、まざまざと晴海や早苗に見せ付けた格好だった。

　ドンドンドンッ

「おっとっとぉっ!?」

　突然の銃じゆう声せい。同時に部屋の中にいたケンイチが慌あわてて身を伏ふせる。特別室には大きな部屋が一つと、複数の寝しん室しつがある。その寝室に続くドアの一つに、三つの穴が開いた。ドア越ごしに銃撃してきたのだ。

「やっぱり一人向こうだったか！」

「一人なら任せて！　晴海、お願いっ！」

　早苗はドアへ向かって無造作に走り出した。銃撃は続いていたので、当たり前のように銃じゆう弾だんが早苗に向かって飛んでくる。ドア越しなので狙いを付けている訳ではなかったが、そのうちの幾つかが早苗に襲おそい掛かかった。

『我が呼びかけに応え、舞まい上がれ風の精霊！　渦うず巻まいて嵐あらしとなり、矢玉の雨を吹ふき払わん！　吹き荒あれよ！　大気の大おお楯だてぇっ!!』

　だが晴海の魔法によって銃弾は弾き飛ばされた。早苗はそのまま大きくジャンプ。飛び蹴げりの要領でドアに向かって突っ込んでいく。

「とぉ～～～～～うっ！」

　ぽこんっ

　元気な掛け声ごえと共に、早苗のあまり痛く無さそうな蹴けりがドアに命中する。度たび重かさなる銃撃で大きなダメージを受けていたにもかかわらず、ドアは早苗に蹴られても微び動どうだにしなかった。

「なっ、何ぃぃぃぃっ!?」

　てっきり蹴り破るつもりだとばかり思っていたサンレンジャー達は、この予想外の展開に呆ぼう然ぜんとした。だが、早苗の攻撃はそこで終わりではなかった。

「………早苗ちゃぁん、また急にそういう事をするぅ………」

『さなえちゃぁぁぁぁぁぁんっ、くらーーーーっしゅっ!!』

「きゃあああぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　扉の向こう側から『早苗ちゃん』の高らかな掛け声と、最後の監視役と思しき女性の悲鳴が聞こえてきた。足の裏から幽ゆう体たい離脱してドアを通り抜け、幽体でそのまま体当たり。霊力をコントロールせずにただただ放出するに等ひとしい技なので、遠いと極きよく端たんに命中率や威力が下がって使い物にならない。だが、近くに行きさえすれば威力は絶大だった。

「………今日一番の出で鱈たら目めだな、コタロー」

「科学って、なんなんだろうねぇ………」

「すいませんすいません、早苗ちゃんがなんかすいませんっ！」

『見たかっ、正義は勝つのです！　えっへん！』

　こうして『早苗さん』が平ひら謝あやまりする中、『早苗ちゃん』は一撃のもとに最後の監視役を倒したのだった。










　幸こうか不幸か、早苗による壁越しの攻撃を見た―――幽体は見えなかったが―――おかげで、クレアの理解は早かった。彼かの女じよは常識的に考え、早苗の攻撃をフォルトーゼの技術だろうと勘かん違ちがいしたのだ。それに彼女は娘むすめのエミリーとは違ちがって夫のブラウン博士が置かれている状況を十分に理解している。おかげでブラウン博士の映像を途と中ちゆうまで見た段階で彼女は状況を完全に把は握あくした。

「エミリーは、エミリーは無事なんですか!?」

「御ご安あん心しん下さい、私達が突入する前に救出されています。向こうが失敗していたら、この突入は無い筈でした」

　やはり人の親、最大の関心事は娘のエミリーの安否だった。だが晴海が丁てい寧ねいに説明しながら笑いかけると、クレアは大きく安堵の息を漏らした。

「ああ、良かった………それであの人は？」

　もちろんブラウン博士の事も忘れていない。クレアは人の親であるのと同時に、彼かれの妻でもあるのだ。

「クレアさんとエミリーさんが揃そろった段階で、ブラウン博士の救出作戦が始まります。ですから―――」

「すぐに出ましょう。支し度たくは済んでいます」

　クレアはきっぱりとそう言い切ると、彼女が使っていた寝室のウォークインクローゼットの中から愛用の鞄を引っ張り出してくる。その中には逃にげ出す時に持ち出すべき物が全すべて詰つめ込まれていた。日本へ来る前の時点で、ブラウン博士から常にそういう準備を怠おこたらないように言われていたのだ。

「クレアさん、こちらへおいで下さい。非常階段で下まで降りて、こちらで用意した車に乗り込みます」

　話がまとまったのを感じ取ったケンイチが、クレアを特別室の出口の方へ呼ぶ。一応事前に晴海が結界の魔法をかけて周囲に音が漏もれないようにはしていたのだが、それでも防ぎようのない事はある。攻撃時に建物に伝わった振しん動どうなどがそうだ。それが苦情としてロビーに伝えられた可能性は排はい除じよできない。また監視役からの連れん絡らくが途と切ぎれたので敵が動き出す場合も考えられる。出来る限り急いでこの場を離はなれたいのが本音だった。

「頼たのみます！」

　クレアがやってくると、サンレンジャーが彼女の周りに集まってくる。ここからはクレアの身の安全が最優先だった。

「ようしみんな、出るぞ！」

　晴海と早苗、サンレンジャーはクレアを救出して特別室を後にした。この先は入って来た時の逆で、非常階段を降りて一階へ向かう。そこから『怪我をした障害物マラソンの選手を運ぶ為に呼ばれた救急車』に乗ってホテルを出る。もちろんこの救急車には、孝太郎達たちが乗り込んでいる筈だった。










　エミリーとクレアの救出に成功した事で、作戦は最終段階へ移る事になった。それはブラウン博士本人の救出と、持ち去られた航法装置の回収だ。実はこの日、問題の航法装置を使って実験が行われる事になっていた。その為の実験施し設せつはゆりかがアルバイトをしている工場の地下にあり、この日に博士と航法装置が一いつ緒しよにやってくる事になっている。つまりこのタイミングなら博士と航法装置を同時に回収できるので、孝こう太た郎ろう達たちにとっては千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。その為、多少無理をしてでもこの日に勝負する必要があり、だからこそ同じ日に開かい催さいされる『部活対たい抗こう障害物マラソン』が隠かくれ蓑みのに選ばれたのだった。

『たった今、晴はる海みちゃんから連絡があって、クレアさんの救出に成功してホテルを出たという連絡があったホ！』

『エミリーちゃんの救出にも成功しているから、このゆりかちゃんのアルバイト先での作戦も決行だホ！』

「ゆりかちゃんのアルバイト先に博士と航法装置が来たら、取り返すのよね？」

「うむ、ユリカのアルバイト先に突っ込んで、必要な物を取り返すだけじゃ。ごちゃごちゃ考えんで良くなったのは、良い傾けい向こうじゃの」

『その私のアルバイト先って言い方ぁ、やめてくださぁい！』

　現時点でゆりかのアルバイト先―――工場の近くにいるのは静しず香かとティア、そして二体の埴はに輪わだった。既にエミリーとクレアの救出には成功しているので、博士を乗せたリムジンと航法装置を積んだトラックが来た段階で彼女らは攻撃を仕し掛かける事になる。

「ルース、コータロー達はどうしておる？」

『ポイントＣ………ユリカ様のアル―――殿でん下か達のもとへ向かっていらっしゃいます。到着まで十分ほどかかるようです』

『それだと博士達の方が早いホー！』

『おいら達だけで頑がん張ばる事になりそうだホー』

　それぞれに作戦を終えた孝太郎達と晴海達は、ティア達の所へ向かっていたが、この場所での作戦決行には間に合いそうにない雰ふん囲い気きだ。数分後には博士と航法装置は到着する見込みだった。

「私達だけかぁ………」

「不安なのか？」

「そりゃあ多少はね。でもどっちかというと、力任せの戦いは女の子としてどうだろうと思ったのよ」

「そなたの場合は体重も増えるしのう」

「それを言わないでよティアちゃぁん。折せつ角かく忘れてたんだから」

　ティアと静香がここへ配置されたのは、二人ともその能力が極端に攻撃に集中しているからだった。二人は隠れたり演技をしたりするよりも、力任せに相手を吹っ飛ばす方が得意だ。今日の場合、それが許されるのは最初の二つの作戦が終わった後の、この場所の作戦ぐらいだろう。だから二人はここに配置され、若じやつ干かん手て薄うすな攻撃以外をサポートする為に埴はに輪わ達が付けられた、という訳なのだった。

『おいら達が男を見せる時が来たホ！』

『遂ついに大だい活かつ躍やくの時だホ！』

　埴輪達は自分達がティアと静香を守るのだと意気込んでいる。その様子を見た静香は胸の内でぽつりと呟つぶやいた。

　―――本当にそうして貰えると助かるんだけど………。あるいは博士達が渋じゆう滞たいにはまってくれるとか………。

　静香としては孝太郎が迷わず彼女をここに配した事に若干の不満がある。静香が思うに、孝太郎の中で静香は力任せのイメージが強いのだ。静香は障害で使う料理を用意していた時から身に着けたままになっていたエプロンを軽く撫なでて、今後は孝太郎の意識を変えていく努力が必要だろうと決意を新たにした。

「ふっふっふ、わらわ以上に活かつ躍やくするのは難しいぞ？」

『負けないホー！』

『ド根こん性じようを見せ付けるホー！』

「結構結構！　戦士たるもの、そうでなくてはな！」

　それに対して、ティアは静香とは反対の意見を持っていた。彼女は元々、勝利は自分で掴つかみ取りたい性しよう分ぶんだ。また孝太郎から最重要のポジションを任された事に、少なからずプライドをくすぐられている。だからティアは期待されている通りに華はな々ばなしく勝利して、家臣に偉い大だいな主君の姿を見せてやろうと考えていた。

　―――あの者は素す直なおではないから、分かり易やすい勝利が必要じゃ。怪我人なし、周囲の損害ゼロであれば文句は無かろう。殺傷兵器は初動の足止めまでじゃのう。静香はパワーがあり過ぎるし、これはわらわの腕の見せどころじゃなっ！

　そして大勝利を自じ慢まんげに孝太郎に報告して褒ほめさせてやる。言葉だけでなく物理的に褒めてくれればなお結構。ティアはそこまでやってようやく、この作戦が終しゆう了りようすると考えている。勇ましくも乙おと女めの事情に溢れた、ティアミリス皇女殿でん下かだった。

『ティア殿下、ご用意を。あと一分ほどで博士を乗せた乗用車と、航法装置を乗せたトラックがやってきます』

「コータロー達は？」

『こちらへ向かっておいでですが、やはり到着までにはまだ時間がかかりそうです』

「わらわ達だけか………まあよい、望む所じゃ」

「渋滞にはまってくれなかったかぁ………残念」

　ティアと静香は車両の到とう来らいに備えて軽く身構える。目立たないように速そつ攻こうで終わらせる必要があるので、静香は変身しておらず、ティアは最初に使う為の音の出ないレーザーライフルを手にしているだけだ。二台の車が工場の敷しき地ちに入ったその瞬間からが勝負。高い塀へいが周囲の視線を隠してくれるから、短い時間であれば戦闘も可能だった。だが、ここで思いがけない情報が飛び込んできた。

『ティアミリスさんっ、車両が二台とも反転！　引き返していきますわ！』

「なんじゃとっ!?」

　上空の無人機を操あやつって、周囲の監かん視しを担当していたクランが驚おどろきの情報をもたらした。これまで博士と航法装置を乗せた乗用車とトラックは、安全運転で順調にティア達がいる工場へ向かってきていた。曲がる交差点が予想とは違う場合もあったが、どういうルートが適切なのかは様々な事情によるから、それぐらいは予想の範はん囲いだった。だから一度目の方向転てん換かんはクランも見み逃のがした。有り得るルートだと思えたのだ。奇き妙みようだったのはその直後の二度目の方向転換だった。この二度目の方向転換で、二台の車両は完全にティア達がいる工場に背を向けた。しかもこれまでとは違ってスピードが上がり、交通法規も無視しがちになっている。それを見たクランは、慌ててティア達に報告したのだった。

「こうしてはおれん、すぐに追うぞ！」

　静香はびっくりしていただけだったが、ティアは言うが早いか、時空の穴を開いて移動用の小型の飛行機を『朧ろう月げつ』―――『青あお騎き士し』はまだ修理中で地球にはない―――から呼び寄せる。その代わりにここまで乗って来た買ったばかりの自転車を名残なごり惜おしそうに『朧ろう月げつ』へ送る。そしてティアは飛行機のコックピットのキャノピーを開けて、素早くそこに飛び込んでいった。

「バレちゃったのかしら!?」

『おいら達も行くホー！』

『おいていかないで欲ほしいホー！』

　静香は心配そうにしながらティアに続いてコックピットに入っていく。続いて埴輪達は副操縦席に座すわった静香の膝ひざの上に飛び込む。この飛行機は軽自動車程ほどの大きさだが、二人乗りで光学迷めい彩さいが施ほどこされている優すぐれものだ。だが飛行音まで完全に消える訳ではないので、非常時以外には使いたくないものだ。しかし今がその非常時だった。

「かもしれんの！　もともと綱つな渡わたりがある作戦ではあったのじゃ！」

　人間がかかわる作戦なので、幾つかどうしようもない要素が存在していた。人間特有の気まぐれであったり、直下の部屋の人間が神経質であったりといった具合だ。エミリーとクレアが奪だつ取しゆされた事に、ベルテスラエレクトロニクスが絶対に気付かないようにするのは不可能だった。

「キリハ、わらわ達はこのまま車両を追う！」

『いや、汝なんじらは今から言う地点へ向かって欲しい』

「何か手が打ってあるの？」

『一応準備はしてあった。ティア殿どのが言っていたように、もともと綱渡りがあるのは分かっていたからな』

　もちろんそうしたリスクを分かっていて放置するようなキリハではない。何らかの事情で情報が漏れた場合に備え、あらかじめ準備はしていた。とはいえこれも新たなリスクを孕はらんでいる。まだ安心できる状況ではなかった。










　キリハが準備していたのは、クランによる信号機のハッキングと、大地の民たみの部下達を使った偽にせの工事による通行止めだった。信号機をコントロールし、ところどころ偽工事で通行止めを作り、二台の車両を望む場所へと誘ゆう導どうするのだ。

　しかしもちろんこれにはリスクがある。そもそもこんな大おお仕じ掛かけを広い範囲に適用するのは難しいので、使えるのは到着する少し前に気付かれた場合に限られた。またハッキングが当局にバレる、偽工事が警察官の目に留まる、問題の車両が偽工事を無視して突とつ破ぱするといったリスクも盛もり沢だく山さんだ。だがこの機を逃のがせば博士と航法装置はより厳重な警けい戒かい態勢の場所に移される。そうなってはより複雑で大規模な救出作戦を行う事になるので、キリハはこれらのリスクを承知で勝負に出ていた。

「キリハ、指定ポイントに到着したぞ。そっちの様子はどうじゃ？」

『何とか誘導できている。とはいえやはり完全ではない。ティア殿、そこから北北東四百メートルにある建物が見えるか？』

　キリハが最初に指定したポイントは、中ちゆう継けい地点のような場所だった。二台の車両の動きが完全には予想できないので、キリハは予想範囲の中心付近にティア達を配置した。そこからならどこへ行かれても、ティア達が急行できる筈はずだった。

「うむ、古ぼけたビルが幾いくつか見える」

『そこへ移動して欲しい。連中はどうやらそこへ向かっているようだ』

　そしてティア達のポイント到とう着ちやくから僅わずかに遅おくれて、ブラウン博士と航法装置を載のせた車両の目的地が判明した。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市郊こう外がいにある、古いリゾート施設の廃はい墟きよだった。それらは高度経済成長期に造られたものだが、成長の鈍どん化かと共に利用者が急減。吉祥市と春風市が合がつ併ぺいした頃ころには完全に打ち捨てられた廃墟群と化していた。

「そんなところに逃げてどうするつもりなのじゃろう？」

　ティアは首を傾かしげる。ティアは逃げるなら飛行機や船を使うだろうと踏ふんでいた。フォルトーゼと国交があり、技術流出に関する法律があるのは今のところ日本だけなので、この状況なら強きよう硬こう策さくで一いつ旦たん国外へ出る事を考えたいだろうと思っていたのだ。にもかかわらず目的地は山中。ティアとしてはしっくりこない状況だった。

「事前に秘密基地でも造ってあったのかのう？」

『それは分からないが、どうあれ逃げ込ませないのが正解だろう』

「もっともな話じゃ！　急行する！」

　ティアは操そう縦じゆう桿かんを倒し、乗っている小型機を大きく旋せん回かいさせた。すると問題のビル群が視界の正面に入ってくる。小さくても流石さすがに飛行機なので、恐おそらくは博士達の車両よりも先に辿たどり着つくだろう。彼らが目的地で何をするつもりなのかは分からないが、行かせなければ問題は無い筈だった。

「ティアちゃん、どう攻撃するの？」

「まずトラックにレーザー砲ほう撃げき」

「ええっ、そんな乱暴で良いの？」

「別に航法装置は壊こわれても良いのじゃ」

「そっか、それもそうよね」

　ティア達がしたいのは技術流出の阻そ止しであって、航法装置を無事に回収する事ではなかった。これまで砲撃が出来なかったのは、単に周囲の一いつ般ぱん市民に被ひ害がいが出るのを避さけたかったからだ。二台の車両が市街地を離れた今の時点なら、一いつ般ぱん人じんに被害が出る恐れはなくなり、心置きなく撃うてる。主に荷台を攻撃すれば、目的は達せられるだろう。

「そして乗用車のブラウン博士じゃが、シズカ、そなたが突っ込んでくれ」

「力技でいくのね」

「どちらかというと繊せん細さいに助けたいからそなたに行って貰もらうのじゃ」

　乗用車の方は砲撃という訳にもいかない。トラックより小さいし、人も乗っている。足止めにせよ、乗り移っての救出にせよ、静香が直接行く方が正解だろう。

「それもそうか。でも、ちゃんと援護してよね、ティアちゃん」

　静香はそう言いながらエプロンを脱ぬぎ、手近な収納スペースにしまいこむ。買ったばかりの大事なエプロンに戦いで穴が空いたり、焦こげたりしたら目も当てられない。このエプロンには願がん掛かけの意味もあるので特にそうだった。

「わかっとる、わかっとる」

　ガコッ、ゴォォォォォッ

　ティアは笑いながらコックピットのキャノピーを開く。するとコックピットに大量の空気が流れ込んできた。時速数百キロのスピードで飛んでいるから、その空気抵抗は激しい。だが静香はまるでそれを感じていないかのように機体の外へ出た。火か竜りゆう帝ていは宇宙を飛べるので、その力を宿した静香にとってこの程度はそよ風も同然だった。

「………サナエもそうじゃが、シズカも大分人間離れしてきたのう………」

　ティアは苦く笑しようしながらキャノピーを閉じる。ちなみに彼女は個人用のバリアーに守られているので、やはり大気の圧力からは守られている。おかげでキャノピーを閉じる動作に不安はなかった。ついでにティアは通信機のスイッチを入れる。

『………今、何か言った？』

　するとすぐに通信機から静香の声が聞こえてくる。

　―――正確に聞き取れないまでも、この状態であの呟きに気付くとは………。どういう耳をしておるのかのう………。

　本音を言って静香にへそを曲げられては困る。そこでティアは誤ご魔ま化かす事にした。

「すぐに攻撃を開始すると言ったのじゃ」

『りょーかい！　んじゃ、ちょっと行ってくるわね！』

　静香はまるで夕食の買い物にでも行くかのような軽い調子でそう言うと、ティアの飛行機の上部装そう甲こうを蹴って軽かろやかに宙を舞った。静香は火か竜りゆう帝ていの力で空が飛べる。彼女はまるでミサイルのような綺き麗れいな弧こを描えがき、二台の車両に向かって飛んで行った。

「よし、わらわも始めるとしよう」

　ティアが火器管制システムを起動すると、機体の両りよう翼よくに装備されたレーザー砲ほうが動き始めた。そしてティアがレーザーの砲撃を始めたのは、先行した静香が乗用車に追い付いた、まさにその時の事だった。










　ティアが乗っている小型機に装備されたレーザー砲は、火器管制システムがティアの視線を追つい尾びし、同じ場所に照準を合わせ続ける。だからティアがトリガーを引くと、今見ている場所にそのまま当たる。弾だん速そくが光の速さなので、地球の戦せん闘とう機きで一いつ般ぱん的てきなマシンガンとは違って、敵機の未来の位置に合わせて照準を補正する必要がないのがこの武器の優れた特とく徴ちようだった。

「これでどうじゃっ!!」

　静香の突とつ撃げきに合わせ、ティアは操縦桿のトリガーを引ひき絞しぼった。するとレーザーは狙い通りにトラックの荷台に突つき刺ささった。これによりトラックは荷台は穴だらけになり、後輪のタイヤを一つ失った。

「こっ、攻撃されたっ!?」

「驚いてる場合かっ！　死にたくなきゃすぐ停とめて降りろっ!!」

　トラックはガードレールに車体を擦こすりつけるようにして停まると、運転席と助手席から二人の男達が飛び出してきた。それから何秒もしないうちに、荷台から火の手が上がる。ティアの砲撃で燃料タンクにも損傷があったのだ。

「トラックは止まったぞ、シズカ！」

『撃ってきた撃ってきた！　こわいこわい！』

　その頃、静香は銃弾の雨の中にいた。乗用車の助手席と後部座席に乗っていた男達が静香の接近に気付き、拳銃で撃って来ていたのだ。

『たすけてー！　ティアちゃーん！』

『………この程度では傷一つ付かんのだがな』

『おじさまの感覚で言わないでよぉっ！』

　現時点で単独の生物としては宇宙最強ではないかという噂うわさの静香なので、拳銃の弾たまぐらいではびくともしない。大口径の拳銃でも、ちょっと痛いぐらいで済むだろう。彼女を倒すには対構造物や対機動兵器の武器が要いる。しかし肉体的にどれだけ強化されていようとも、中身はその辺にいる普ふ通つうの女子高校生だ。現実感の乏しい大型兵器の砲撃よりも、拳銃やナイフのような想像し易い武器で攻撃される方が怖こわいのだった。

「待っておれ、今何とかする！」

　ティアは素早く武器のセレクターを操作して、機体に装備されている別の武器に切きり替かえ、ろくに狙いも定めずに発はつ砲ぽうした。

　ドンッ

　この武器には正確な射撃は要らない。目標の近くに到とう達たつしさえすれば良いのだ。

　カッ

「シズカ、突っ込むがよい！」

『うんっ！』

　ティアが撃ったのは閃せん光こう弾だんだった。閃光弾は静香のやや後方で作動し、強力な閃光を放った。車の窓から身を乗り出して上空の静香を撃っていた三人は、この強力な閃光をまともに見てしまい一時的に視力を失った。

　そもそもブラウン博士が乗っている車を撃つ訳にはいかない。しかも静香が上空でおとりをしているなら、閃光弾がベスト―――戦いの天才、ティアらしい攻撃だった。

「最近空手らしい戦いをしてないなぁ………」

　静香は博士を乗せた乗用車のボンネットに降りると、その天てん井じように手をかけた。

「なんだっ、人が急に!?」

　バキバキバキバキィッ

　静香にとって自動車のボディなど紙細工のようなもの。運転手が驚いている間に、静香は乗用車の天井を引き千切った。

　―――あの人がブラウン博士………写真よりちょっとお年を召めしているように見えるけど、こんな状じよう況きよう下では当たり前よね………。

　静香の目がブラウン博士を捉とらえる。目を押おさえている二人の護衛に挟はさまれて、後部座席の真ん中で革かわ製せいの鞄かばんを抱だきかかえるようにしていた。

　キキィィィッ

　その時だった。静香の登場に焦あせった運転手が思い切りブレーキを踏んだ。これは驚きが半分、死にたくないが半分ずつ同居する混乱した感情が生み出した偶ぐう発はつ的てきな動作であったが、これが思わぬ結果を呼んだ。

「あらっ!?」

　車は大きくスピードを落としたが、静香はそうではない。静香はそのまま前方へ進み、車との距きよ離りが離れる。実際は逆なのだが、上空のティアからはまるで静香が吹っ飛ばされたかのように見えていた。

『シズカ！』

「大だい丈じよう夫ぶ！　心配ないわ！」

　耳に着けた通信機からティアの心配そうな声が聞こえて来ていたが、静香はこの状況でも落ち着いていた。背中から生えた竜りゆうの翼つばさを二、三度羽ばたかせて吹っ飛んでいく方向を僅かに修正。その先に生えていた太い木の幹を思い切り蹴りつけた。

　ドゴンッ

「このまま行くわ!!」

『シズカ!?』

　静香は蹴りの反動を使って反対向きに思い切り跳ちよう躍やく、再び車に迫せまる。静香にそれだけの運動エネルギーを与あたえた木は、その反動に耐え切れずゆっくりと倒れていった。

「せいやああぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　静香は翼で跳躍の向きを調整しながら車に接近、手刀を思い切り振ふり下おろした。

　ズドンッ

　手刀はほぼ停止しつつあった自動車のボンネットに叩たたき込まれた。静香の体重は元より飛行の運動エネルギーまで全てを乗せたその一いち撃げきは、瓦かわら割りの要領で車のボンネットを真っ二つに割った。車はもう二度と、走る事は出来ないだろう。

『おほっ、大したものじゃ、お見事！』

「空手家らしくやってみました」

『竜族らしくもあったぞ。飛行からの攻こう撃げきは今のが基本だ』

「なるほど………覚えとくわね、おじさま！」

　静香は服に付いた埃ほこりを払はらいながら立ち上がる。それを見つめる運転手は、がたがたと震ふるえているばかりで身動きが取れない。運転手は静香が何をしたのかをつぶさに見ていた。そして車の亀き裂れつは運転席のすぐ傍そばまで及およんでいる。それらが運転手に身動きが取れないほどの強い恐きよう怖ふを植え付けていた。

　―――俺おれ達たちはとんでもない連中を敵に回している！

　運転手はそう絶望していたが、実は彼らは幸運だったと言える。静香はあくまで普通の女子高校生であり、彼女が所属している騎き士し団だんも博愛を信条としている。だから何もしなければ、これ以上は誰だれも傷付かない。運転手の不幸は、それを知らずにいる事だった。










　閃光弾で一時的に目が見えなくなっていた者達は、急ブレーキの時に適切に身構える事が出来ず、三人のうち二人が意識を失っていた。残る一人は窓まど枠わくに頭を強打、意識はあったし死ぬ事はなかったが、身動きは取れない状況にあった。その為、静香がブラウン博士を連れ出す時に邪じや魔まは入らなかった。

「手て荒あらなお出で迎むかえになり、申し訳ありませんでした、ドクターブラウン」

　ティアは軽くスカートを持ち上げるようにして会え釈しやくをする。地球の礼法にも似たような仕草はあるが、フォルトーゼ式は左右の手の位置がやや非対称になる。これは腰こしに下げている剣けんを抜ぬき易くする為ためで、武家社会のまま近代化していったフォルトーゼならではの文化と言えるだろう。

「貴女あなたは使節団のティアミリスさん!?　ではあの時の男性は、フォルトーゼの!?」

　ブラウン博士にはティアの顔に覚えがあった。フォルトーゼの外交使節団、その中心となるメンバーだと噂されている謎なぞの少女。周囲の人間の様子から、かなり高位の地位にある人間だと噂されていた。そしてその事が、これまでしばしばあった不可解な出来事の謎を解いてくれた。

「あの者は我わが第一の騎士………いや、第一はルースじゃから、わらわの騎士、うむ、これじゃな」

「そ、それでティアミリスさん、娘と妻は!?」

　だがブラウン博士にはティアやフォルトーゼ以上に大切な事がある。ティアの正体の話は置いておいて、一番気になる家族の話に移った。ティアはそれに気を悪くした風もなく笑え顔がおで答えた。

「御ご安あん心しん召めされよ、わらわの騎士団が共に助け出しております。この後、すぐにご案内させて頂きます」

「そうでしたか………はぁ………良かった………」

　無事の知らせを聞き、ブラウン博士の膝から力が抜ける。彼は項うな垂だれるようにしてその場に座り込んだ。これまで博士は様々な事に気を配り、知ち恵えを巡めぐらせ、不断の信念で行動し続けて来た。だがそれも家族の為を思えばこそ出来た事。それが達せられた今、博士は元の一般人に戻もどっていた。座り込んでしまうのも当たり前だろう。近くで様子を見ていた静香には、その気持ちが良く分かった。

「博士、お手を。すぐに移動します」

「そ、そうだったな、済まない」

　静香が博士に手を差さし伸のべ、立ち上がらせる。この場所は安全ではない。博士には申し訳なかったが、座り込んでいる暇ひまはまだなかった。同じ時、ティアは腕うで輪わを使って激しく炎えん上じようしているトラックを丸ごと『朧ろう月げつ』へ転送していた。火を消して航法装置だけを転送するのは手間だったので、炎上しているトラックごとという判断になった。そしてトラックを受け取った『朧ろう月げつ』では、車両全体をバリアーで包んで炎ほのおと爆ばく発はつを防ぎながら、消火を行う事になる。ティアは黒い円えん盤ばん状じようの時空の穴に消えていくトラックを見送りながら、乱暴なやり方なのでクランが怒おこりそうだと考えていた。そんなティアの後頭部に、不意に赤い光の点が現れる。

『シズカ、まずいぞ！』

　ティアの後頭部に現れた赤い光の点は、射しや撃げき武器の照準の為のものである―――その事に最初に気付いたのは静香の中にいるアルゥナイアだった。だがアルゥナイアが直接ティアに警告するには、魔ま法ほうを使うしかない。しかしその時間があるとは思えなかったから、その次に早い、静香に警告をして貰う方法を取った。

「ティアちゃん、伏ふせてっ!!」

「ん？」

　キュゥンッ

　だがその一いつ瞬しゆんの遅ち延えんが命取りとなった。ティアが静香の声に反応したその時、白熱したビームがレーザーの後を追うようにして飛来した。いかに人知を超こえた力を持つ静香であっても、このタイミングではティアを救えない。ビームは狙ねらい通り、ティアの頭に向かって飛んでいく。誰もがティアは助からない、そう思った。

『おいら達の出番だホー！』

『全てお見通しだホー！』

　だが唐とう突とつに姿を現した二体の埴輪が、ティアとビームの間に割って入った。二体の埴輪はキリハからティアと静香の護衛を命じられていた。ティアと静香は攻こう撃げき力りよくが極きよく端たんに高いので、キリハは埴輪達が二人と一緒に攻撃を担当するよりも、二人を守る方が効果的だと考えた。もっとも効率よくその役目を果たすには、姿を消して周囲の警戒にあたるのが一番。そしてビームのチャージ中にその存在に気付いた埴輪達は、ティアを守る盾たてとして立たち塞ふさがったのだった。

『同期モード起動だホー！』

『霊れい子し力りよくフィールド集中展開、出力全開だホー！』

　だがティアを狙っていたビームは、歩兵が運用する武器としては最強の攻撃力を誇ほこる、対物ビームライフルから発射されたものだった。生身の人間では持って運ぶ事さえ難しいこのビーム砲なら、戦車や戦闘機、戦術用の機動兵器の装甲を空間歪わい曲きよく場ごと撃ち抜く事さえ可能だ。だから埴輪達のバリアー―――霊子力フィールドを狭せまい範囲に集中させて展開しても、ビームを完全に防ぐには至らなかった。

　ビキィッ

　霊子力フィールドはビームの威い力りよくを幾らか削そいだ段階で崩ほう壊かい。そのままビームは埴輪達の頭上を通過していく。依い然ぜん、ティアの命の危機は続いていた。

『やっぱり無理だったホー！』

『あとは任せたホー、大きいブラザー！』

「リコール・プレキャスト・テレポート！」

　ドコォンッ

　しかしビームがティアに命中するほんの僅かに前に、何の前まえ触ぶれもなく青い鎧よろいを着た人物がティアの傍に出現し、抱きかかえるようにして彼かの女じよを庇かばった。そしてビームはそのまま青い鎧の人物に命中、その背面装甲を焦がした。

「いちちちちち………これっていつかのアレと同じやつなんじゃないか？　クランが前に使ってた馬ば鹿かでかいビーム砲」

『正解ですわ』

「コータロー！　助かったぞ！」

「礼ならあいつらとゆりかにも言ってやれ。俺おれだけじゃ助けられなかった」

　埴輪達は常に戦場の状況をクランやルースと共有している。そのデータを基もとに、ゆりかが瞬しゆん間かん移動の魔法を使って孝太郎をティアの所へ送り込んだ。埴輪達は孝太郎が来ると分かっていたので、その力も考こう慮りよに入れて防ぼう御ぎよ方法を検討。孝太郎の鎧はＧＯＬや魔法で強化されており、加えてシグナルティンとサグラティンの加護もある。埴輪達が幾らかビームの威力を削ぐ事が出来れば、孝太郎がぎりぎり守り切るだろう―――結果は埴輪達の計算通りだった。

「ようやってくれたな、二人とも。さっき言っていた通り、大活躍じゃったな？」

『お誉ほめに与あずかり光栄だホー！』

『でも褒めるだけじゃなくて、できればおいら達も騎士にして欲しいホー！』

「よかろう。これよりは騎士らしく戦うがよい！」

『やったホー！』

『仰おおせのままにだホー！』

　埴輪達は宙に舞まい上あがると、大きく弧を描いて狙そ撃げき者が居る筈の方向に向かって飛んでいく。同じ場所には既すでにゆりかや早さ苗なえが向かっているので、一緒に戦うつもりだった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい、博士を頼たのみます！」

　近くに来ていた晴海にそう呼よび掛かけると、孝太郎は鎧に装備されているブースターを点火し埴輪達を追う。攻撃してきた者を放置する訳にはいかなかった。

「分かりました。気を付けて、里さと見み君！　………博士、こちらへ」
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　静香に代わり、晴海がブラウン博士を案内する。それをサンレンジャー達が囲むようにして後退していった。

「………里見君、大丈夫？」

　鎧の力で空を飛んでいる孝太郎の横に、真ま希きがやってきた。孝太郎は元気そうにしているが、真希はそれでも心配そうな視線を孝太郎に向けていた。

「凄すごい衝しよう撃げきだったけど、何とかな。ちょっと背中見てくれ。壊れてないか？」

　真希に真顔で心配されると、孝太郎は自分でも少し不安になって彼女に背中を指し示す。この時真希は愛用の杖つえを変化させたほうきに乗って空を飛んでいたので、航空力学などまるで無視した動きで孝太郎に近付き、その背中を覗のぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶそうよ。ちょっと焦げてるけど………」

　直後に真希は表情を緩ゆるめる。孝太郎の背中はマントの一部が焼けてなくなっていたが、鎧本体の方は多少焦げているだけで目立った損傷はなかった。ティアは真希と同じものを横目で確かく認にんしながら、通信機でキリハを呼び出した。

「キリハよ、どう思う？」

『ヴァンダリオン派の奇き襲しゆう………誘導されたのはどうやらこちらだったようだな。狙いは我らのうちの誰か。このやり方では特定の人物は狙えない。我らの力を削げればそれで良かったのだろう。汝だったのは、静香との比ひ較かくでは汝の方が優先度が高いからだ』

　ティアの問いは曖あい昧まいだったが、キリハの答えは明快だった。狙そ撃げきに使われた武器がビーム砲であった以上、ヴァンダリオン派である可能性が高い。そしてもしヴァンダリオン派がゲート―――いわゆる時空の穴を使って瞬間移動すれば、その時の時空のゆがみをクランに探知されてしまう。だから彼かれらは最初からここにいて、博士と航法装置を利用してティアと静香をここへ誘導した。しかし誰が一番近くにいて追ってくるのかは誰にも予測出来ない。最初からティアを狙っていたと考えるのは無理があった。そうなるとヴァンダリオン派は長期的な戦いを想定し、孝太郎達たちのうちの誰かを倒たおせればいいという考え方をしたに違ちがいない、キリハはそのように考えていた。

『パルドムシーハ、無人機を周囲に散開させますわよ。もう一度、別方向からの奇襲があってもおかしくありませんわ』

『仰せのままに。クラン殿下、おやかたさま達の方はお願い致いたします。博士の方はわたくしが』

　キリハの言葉を聞いて、クランとルースが動き出す。二人はそれぞれに数機ずつの小型無人機を飛ばし、周囲の警戒にあたった。狙撃が一度である保証などどこにもない。自分なら最大三度狙撃が可能なように配置する―――孝太郎が聞いていたので絶対に口には出せなかったが、クランはそのように考えていた。

「って事はさ、あの人達って最初からヴァンダリオン派と繋つながってたって事かな？」

　再びティアの飛行機に同乗した静香が首を傾かしげる。ヴァンダリオン派がベルテスラエレクトロニクスを助けつつ、孝太郎達に損害を与えようとした―――キリハの言葉は、静香にはそのように聞こえた。だがそれではしっくり来ないのだ。

『最初からだと考えるのは難しい。だが二台の車両が方向転換した後は、協調していたと考えるべきだろう』

　キリハも同じ事を感じていた。もし最初から協力態勢にあったのなら、エミリーとクレアの救出はもっと困難だったろう。そうなっていなかったのに、方向転換後の動きには間ま違ちがいなく協調が感じられる。だとするとヴァンダリオン派が途と中ちゆうで騒そう動どうを聞き付けたと考えるべきなのではないか、キリハはそう考えていた。

「………その謎を解く為にも、狙撃してきた連中をやっつけないとな」

　孝太郎は狙撃してきた者達がいる筈の辺りを睨にらみ付つける。議論をしているだけでは結論は出ない。ここは狙撃してきた者を捕つかまえて、真相を聞き出すのが正解だった。










　狙撃者のもとへは、早苗とゆりかが先行して向かっていた。事前に攻撃が察知できるので対生物では無類の強さを誇る早苗と、魔法が使えて汎はん用よう性せいが極きわめて高いゆりかの組み合わせが効果的だと思われたのだ。今はゆりかの魔法で身を隠かくしながら、早苗の先導で狙撃者を追つい跡せきしていた。

「う～ん………なんか変だなぁ………」

「どうしたんですかぁ？」

「この感じだと、人間の数がすっごく少ない筈なんだけど………そうじゃないようにも見えるんだよね」

「どういう意味ですかぁ？」

「えっとねぇ、人間が踏むと、草とか木も痛がるでしょ？　でも痛がってる植物の近くに、人間の気配がない場所があるの」

　早苗の感覚が奇妙な気配を捉えていた。狙撃は県道の脇わきにある森から行われたので、二人は森の中を進んでいる。森には数多くの生命があり、その霊波は常に早苗に伝わってきている。だから誰かが森を歩いて地面を踏めば、早苗はその微かすかな乱れを感じ取る事になる。つまり海に起こる船の航こう跡せきのようなものが感じられる訳だ。普通はそこに人間が居る筈なのだが、居る筈の人間の霊波を感じない地点が幾つもある。それが早苗を戸と惑まどわせていたのだ。

「グリーンさんの時みたいにぃ、ロボットがいっぱいなんじゃないですかねぇ？」

「珍めずらしく冴さえてるじゃない、ゆりか。そうだ、孝太郎達たちにそう言っといて」

「はぁ～い」

　こういう状況には覚えがあった。自立制せい御ぎよや遠えん隔かく制せい御ぎよの兵器は、人間と違って霊波を出さない。フォルサリア魔法王国ではそれで苦労した経験があった。だから二人は慌あわてず騒さわがず進んでいく。いつもは能天気な二人だが、非常時にはきちんとした部分が表に出てくる。彼女らもＴＰＯは分かっていた。

『早苗ちゃん、ゆりかちゃん、お待たせだホ！』

『こっちはどんな様子だホ？』

　そんな早苗とゆりかの頭上から、埴はに輪わ達がゆっくりと降下してくる。埴輪達は自分達の称しよう号ごうを炎ほのお騎き士しと雷かみなり騎士にしようとか、いやいや犬騎士と猫ねこ騎士にしようとかいう意見の違いはあったものの、活かつ躍やくしたいという一点では意見が一いつ致ちしており、やる気に満みち溢あふれていた。

「上手うまく隠れてるか、ろぼっとがいっぱいいるんだと思う」

『ご安心召されい、何が出ようと我らが二人を守るホ！』

『そうでござるホ。騎士に二言はないでござるホ』

「二人ともぉ、どうしちゃったんですかねぇ？」

「さぁ………でも、やる気があるのは良い事じゃない？」

　早苗達には埴輪達が妙みように元気が良い理由は分からなかったが、早苗とゆりかを守るように前に出てくれたのはありがたかった。早苗にしろゆりかにしろ、大きい力を使う時には隙すきが出来るのだ。

『エネルギー反応！　早苗ちゃんの言う通りだホ！』

『この辺りに自動兵器が隠れているホ！』

　埴輪達は早苗程ほどには霊波は感じ取れない。だが逆に物理的なエネルギーの集中は感じ取れる。ビームのチャージや動力の廃はい熱ねつといったものだ。それらが早苗が言う通りの位置に確認された。

「センスメタル・モディファー・マルチプルターゲット」

「せんきゅう、ゆりか！」

　早苗は笑いながら手を正面に伸ばす。すると彼女の額に刻まれた剣の紋もん章しようが紫むらさき色いろの光を放ち、何処どこからともなくサグラティンが姿を現した。彼女がそれを手にする頃には、ゆりかの魔法が発動して、四人は周囲にある金属が感じ取れるようになる。やはり森の霊波が乱れた位置に、金属の反応が隠れていた。

「うし、孝太郎達が来る前にいっぱいやっつけよう！」

『よぉし、炎騎き士しのデビュー戦でござるホ！』

『猫騎士、出しゆつ撃げきでござるホ！』

「私はやっつけられたくないのでぇ、いっぱい魔法をかけますぅ」

　傍はたから見ているととても軽いノリに見えるのだが、彼かの女じよ達たちは至って本気だ。手近な金属の反応に忍しのび寄よっていった。

「紫むらさきの騎士、東ひがし本ほん願がん早苗参る！」

　早苗は金属の反応が間合いの中に入るが早いか、手にしたサグラティンを振りかざし、以前時代劇で見たセリフを口にしながら切りかかっていった。早苗の間合いは広い。サグラティンは早苗の霊れい力りよくを帯びているので、間合いは刀身よりも遥はるかに長く、数メートルの長さがあった。

「ちぇすとー！」

　早苗は思い切り剣を振り抜いた。剣に実体があるのは、早苗の身体から一メートルちょっとまで。その先では、ただただ早苗の霊力が刀身のように振ふる舞まっている。その部分が木の幹をするりと通とおり抜け、幹の背後に隠れていた金属の反応―――敵の兵器を一刀の下もとに両断した。

　ゴトリ

　真っ二つになった機械装置が倒れ、周囲にその破は片へんを撒まき散ちらす。その様子を見ていた埴輪達が表情を変えた。

『これも囮おとりだホー！』

　早苗が斬きったのは地球製の陸戦用ロボットだった。もちろん地球の技術で作られたものなので、キャタピラで移動するエンジン式のラジコンに、反動の小さな銃じゆうを持たせただけの単純なものだ。フォルトーゼ製の同種の兵器とは雲うん泥でいの差で、戦せん闘とう能力は比較にならない。つまり、この機体で早苗達を攻撃してもまるで意味がない。しかし一点だけ加えられた改造が、この機体の意図を明確にしてくれる。この機体は不必要に大きなエンジンとコンデンサーに取とり換かえられていた。そうすると廃熱が大きくなり、コンデンサーからは高エネルギーの反応が出る。そうなると埴輪達にはフォルトーゼ製の兵器との見分けがつかなくなる。この機体の狙いは囮になる事。そして本命の機体を隠す事だった。

『攻撃が来るホー！』

　早苗達の周囲には大量の高エネルギー反応がある。だが、どれが撃ってくるのか分からない。恐らくは周囲にある殆ほとんどが偽にせ物もの。そして例の対物ビーム砲で狙い撃ってくるのだ。しかもご丁てい寧ねいに囮も照準用のレーザーを使っているので、この赤いレーザー光で見分ける事も出来ない。前に出ていた早苗に、多数の赤いレーザー光が集中していた。

「早苗ちゃん、しゃがんで！」

「おっとっと！」

　後ろから駆かけ寄ったゆりかが早苗を押し倒す。するとその直後、一条のビームが早苗がいた辺りを通り過ぎていった。

「心配しなくても大丈夫だったのに。あんたが魔法をかけてくれてたじゃない」

　早苗はびっくりした様子でゆりかを見る。実は周囲から見えている早苗達の姿と、実際の早苗達の位置には数メートルの開きがある。これはゆりかが念ねんの為にかけていた防御用の幻げん術じゆつだった。この為、早苗がやられる可能性は最初から存在していなかった。

「相手はまだそれを知りませぇん！　敵の数が分からないうちは、手の内を明かしては駄だ目めですぅ！」

　ゆりかが口にしたのは魔ま法ほう戦せんの基本だった。相手に与える情報は必要最小限に。攻撃は敵の手の内を知ってから一気に。師し匠しようのナナから口が酸すっぱくなるほど言われて来た、魔ま法ほう使つかい同士が戦う時のセオリーだった。もちろん今回の相手は魔法使いではないが、得体が知れない相手には同じ事が言える。ゆりかは幾いく多たの戦いを経て、そうした事がしっかりと身に付き始めていた。

「それもそーか、ありがとゆりか！　………じゃー、あんまり動き回らずに、孝太郎達が来るのを待った方がいいかな？」

　現段階では敵の数が分からず、下手に攻せめていくと複数回の攻撃に晒さらされ、あっという間に早苗達の手の内がバレてしまう。孝太郎達の到とう着ちやくを待ってから行く方が確実だ。ヒーロー願望がある早苗だが、必要な時には自分を抑おさえる事も出来るようになった。早苗ももうすぐ十八歳さいなのだ。

『その必要はないホー！』

『大きいブラザーが来たホー！』

　ザンッ

　埴輪達の言葉とほぼ同時に、今度は孝太郎が頭上から降ってくる。これには真希と静香が続く。ティアは戦闘機に乗ったまま、頭上を旋回していた。

「………どんな状況だ？」

『敵は前方の一帯に広こう範はん囲いに展開しているホ』

『数は少ないけれど、代わりに大量の囮がいて区別が出来ないホ』

「面めん倒どうな事になって来たな………」

　このまま後退しても敵の攻撃は止やまない。宇宙船に乗って帰ろうにも、その宇宙船を対物ビーム砲で撃たれては厄やつ介かいだ。さりとて戦っても得るものは少ない。空くう爆ばくで一気に倒す訳にもいかなかった。

「ここは早苗に人間だけを全すべて特定して貰うか？　その上でピンポイントに人間だけを倒せば………」

　孝太郎は手っ取り早く人間だけを倒して終わらせようと考えたが、キリハはその考え方に否定的だった。

『それでも自立制御の対物ビーム砲があった場合には脅きよう威いが残る』

　フォルトーゼの人工知能は優ゆう秀しゆうなので、それだけでは終わらない可能性があった。軍用の人工知能は『朧ろう月げつ』や『青騎士』のそれと遜そん色しよくはない。人間だけを倒しても安心は出来なかった。

「となると、端はしから一つずつ地道に潰つぶしていくしかないか………」

　面倒だが、孝太郎にはそれしかないように思えた。何度か砲ほう撃げきを受ける事になるだろうが、一番安全で確実な手だった。もしくは孝太郎達の側も多くの自動兵器を投入するかだろうが、それは法的に見てもあまりやりたくない手段だった。

『そうでもありませんわよ、ベルトリオン』

「本当か、クラン!?」

『ええ。電磁波で攻撃すれば、多分囮だけ止められますわ』

　クランが目を付けたのは、囮が全て地球製であるという点だった。フォルトーゼ製と比べると、地球製はどうしても性能が落ちる。それは電磁波への耐たい性せいでもそうだった。フォルトーゼ製の兵器には既に多くの対策が講じられているので、電磁波で攻撃する場合には強力な専用の電磁波兵器が要る。だが地球製の防御はそうではないから、クランがすぐに用意できるような装置でも十分だった。










　クランが手持ちの機器を組み合わせて作った電磁波発生装置は、数十メートル離はなれた場所から囮の機能を停止させる事が出来た。そもそも宇宙船の予備パーツに、同じく予備のバッテリーを繋いでいるので出力が大きく、電磁波攻撃への対策がないロボットではひとたまりもなかった。

『動き出した機体がある！　攻撃があるぞ！』

　だが油断なくレーダーを見ていたキリハが警告の言葉を発する。戦いはまだ終わってはいなかった。

『おやかたさま、エネルギーの大きさから見て、中型の機動兵器が一、移動式の砲ほう台だいが二！』

「なるほど、それが本命の罠わなだったか………助かったぞクラン」

『当然ですわ。後でたっぷり称しよう賛さんの言葉を聞かせて頂きますわよ』

　敵は三重の罠を巡らせていた。最初は博士と航法装置を囮に、ティアを狙撃。更さらには地球製のロボットを囮にして攻撃してきた。そして極め付きの罠が、この機動兵器と砲台だった。出力を対物ビームライフルくらいまで下げて配置し、孝太郎達が『対物ビームライフルの狙そ撃げき手しゆ』を探してやって来た時に突とつ然ぜん襲おそい掛かる。もし早苗とゆりかだけで攻撃していたり、孝太郎達と合流した後であっても奇襲を受けたら危なかっただろう。

　それにそもそもこの手の問題では孝太郎達が出て来ざるを得ない事を逆手に取っている訳なので、厳密には四重の罠と言える。孝太郎はヴァンダリオン派の周しゆう到とうな攻撃プランに背筋が寒くなっていた。

　―――冗じよう談だん抜ぬきで、あとでクランを褒ほめてやる必要があるな………。

　クランが電磁波発生装置で囮を排はい除じよし始めたからこそ敵が襲い掛かってきてくれた構図なので、普ふ段だんは彼女を怒おこらせてばかりの孝太郎も素す直なおに褒めたい気分だった。

「………やはりこれまでの敵とは、何かが根本的に違う。隙を見せれば一気に潰されかねない。気を付けなくては………」

　孝太郎は接近してくる機動兵器と砲台を睨み付けながら、心の緩みを締しめ直した。そして改めて目の前の戦いに集中する。今はそれが必要な時だった。とはいえ罠を見破った状態で、中型の機動兵器一機と移動式の砲台二機にやられるような孝太郎達ではない。程ほどなく戦いは終わった。
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　孝こう太た郎ろうがブラウン博士と言葉を交かわしたのは、戦いが全て終わった後の事だった。それは周囲の安全を確保した後、博士の家族が到着するのを待っていた時だ。ブラウン博士は向かい合った孝太郎の姿を一通り眺ながめると小さく微笑ほほえんだ。

「君がレストランへ会いに来てくれた人だね」

「里さと見み孝太郎です。その節は失礼致しました」

　孝太郎は小さく苦く笑しようして頭を下げた。結果的に見て、自分の物言いが失礼だったであろう事は自覚していたのだ。だが博士は笑顔のまま首を横に振った。

「お互たがい様さまだよ。あの時点では、お互いが信用出来るかどうかは分からなかった」

「今はどうです？」

「信用しているよ。君のお姫ひめ様さまはチャーミングだったし、君は彼女の言葉以上に騎士らしい格好でやってきたしね」

「この鎧のデザインは彼女の趣しゆ味みです。厳密にはこのデザインにしない方が強いらしいのですが、これ以外は嫌いやだと」

「女性は何事も形に拘こだわるからねぇ」

　博士は苦笑気味に肩かたを竦すくめる。妻のクレアも昔から形に拘った。二人の記念日にはパーティをし、プレゼントを交こう換かんし合った。

「そしてそれは、君への愛の形を象しよう徴ちようしている。彼女にとっては、君はそういう姿に感じられているって事さ」

「………俺にはよく分かりません」

「はははっ、そのうち分かるよ。私は最近になってようやく分かってきたところさ」

　ブラウン博士としては、クレアは愛という形の無いものを共有し合おうという相手なのだから、そんな事は必要ないと考えている。だがそれを言って機き嫌げんを悪くされても困るから、彼は何も言わずに楽しむ事にしている。それもまた、形のない気持ちの一つだろうと思うからだ。ブラウン博士は孝太郎も同じだろうと思っている。つまりティアの気持ちを一いつ緒しよに楽しんでやるべきだと。とはいえ孝太郎はまだまだ若い。時と共に分かってくればいい事なので、博士はそれでいいと思っていた。

「子供が出来て、日々大きくなるのを間近で見ていれば、君にも分かるよ」

「分かったから、博士はこんなに必死に？」

「そういう事だね。もうこりごりだが」

「ははは………博士、奥おく様さまと娘むすめさんが到着したようです」

　そんな時、二人が居る広場に一台の車が滑すべり込んでくる。それはサンレンジャーやその周辺の人間が使っている大型のバンで、運転手以外にも何人か乗り込んでいる。そこに博士が待まち侘わびている、妻クレアと娘エミリーも乗っている筈はずだった。

「クレア！　エミリー！」

　車から姿を現した人間の中から妻と娘を見付けると、博士は突とつ然ぜん走り出した。これまで話をしていた孝太郎の事を忘れたかのように。また走る姿も不格好で、ただ恥はじも外聞もなく妻と娘に向かって走っていた。

「………あれだけ周到に用意した人が、最後の最後はこうも考えなしか………でも、これはこれでかっこいいな………」

　クレアとエミリーも同じで、博士に気付くと走り出した。そして孝太郎が見守る中、勢いよく合流した三人は抱だき合あって泣き始めた。上手く言葉が出ないようで、三人はただ互いの身体を抱き締め、泣き続けていた。そしてそれを見守る孝太郎は、そういう三人の姿がちょっとだけ羨うらやましく思えた。

「孝太郎、少しいいだろうか？」

　そんな時、孝太郎の所にキリハが姿を現した。彼女は護衛も兼かねてエミリー達と同じバンに乗って来たのだ。その背後にはクランとルースの姿もあった。

「構わないよ。ちょうどハッピーエンドさ。………で、どうだったんだ？」

「取り逃にがした。捕まえられたのはベルテスラの手の者だけだ」

「早さ苗なえでも追い切れなかったのか？」

「ああ。何故なぜか途中で霊波の痕こん跡せきが薄うすれた。その先は地下道が複雑過ぎて断念せざるを得なかった」

　キリハの話は、ヴァンダリオン派を追跡した結果についてだった。この件にどのようにかかわっていたのかを知る為には、ヴァンダリオン派の兵士を捕とらえるのが最も確実だったのだ。だから霊波が見えて人間を追跡するのが滅めつ法ぽう得意な早苗と、軍事組織にいた経験と魔法でやはり追跡が得意な真ま希きを中心として、追跡が行われた。だがその追跡に失敗した。これは早苗や真希の能力からすると考えられない事だった。

「サナエ様は、埴はに輪わさん達が消える時に似た感じだと仰おつしやっていました」

「おい、それって………」

「恐おそらくクラスⅡ遮しや蔽へい、霊子力技術だろう」

　埴輪には姿を見えなくする能力がある。その機能には通常モードと上位モード、二段階の設定が存在していた。現在問題になっているのはその上位モードの方で、これには霊波まで遮しや断だんしてほぼ完全に姿を消す効果がある。早苗はそれとよく似た感じで消えたと報告してきていた。それはつまり地底の技術と似ているという意味だ。キリハはそれを地底の技術だろうと考えている。キリハがそう考えたのは、追跡失敗の経けい緯いからだった。

「まさか大地の民たみと接せつ触しよくして、技術が漏もれたっていうのか!?」

「いや、その可能性は低い。もしそうなら、早苗はもっとはっきり見失っている筈だ。だが今回の場合、頑がん張ばれば霊波を追えなくもなかったが、彼らが逃とう走そう経路に使った地下道が複雑だったから追い切れなかったに過ぎない」

「技術レベルが低いって事か」

「そうだ。だからどちらかと言えば、サンレンジャー達たちと同じような経緯で入手したのではないかと考えている」

　早苗は追跡不能になったが、それは霊波を完全に見失ったという訳ではなかった。真希と協力して丹たん念ねんに時間をかけて調べれば、辛かろうじて追跡は可能だった。だがヴァンダリオン派は複雑な地下道を通って逃げたので、追跡に時間がかかってしまうと捕らえる事は難しくなる。それで失敗と判断した訳なのだ。また地下道の構造が分からない事もその判断の一助となった。

　そして埴輪達がクラスⅡ遮蔽をやった場合、早苗はもっと前の時点でそう判断しただろう。早苗であっても、クラスⅡ遮蔽はかなり近くでないと見破れない。それが現時点の大地の民の技術水準だ。そこに至っていないという事は、より低い水準の霊子力技術を手に入れたという事になる。サンレンジャーは数十年前の段階で地上へ出た大地の民の派は閥ばつの一つ、解体派から技術を手に入れている。キリハは今回の件も、同じような経緯なのではないかと考えていた。

「どうやってそんなものを手に入れたんだろう………」

「分からないが、結果から見るとそう考えざるを得ない」

「………もしかしたら、今日の事は最初からこうする事が目的だったのかもしれませんわね………」

　これまでずっと黙だまっていたクランがここでようやく口を開いた。その声と表情は、いつになく真しん剣けんだった。

「どういう事だ？」

「ヴァンダリオン派は何らかの手段で、大地の民の古い技術を手に入れた。だがそれをいきなり重要作戦に投入する訳にはいきませんわよね？」

「ああ。いざという時に効果がなかったら、致ち命めい傷しようになるからな」

「だからどれほどの効果があるのか、事前に確かめる必要があったのですわ。そんな時に、ベルテスラエレクトロニクスの行動が目に留まった」

「だから手を貸して俺おれ達たちに本気で追跡させ、技術の効果を確かめたって事か!?」

「そうですわ。そうなると大兵力を使うなんて以もつての外ほか、少数を送り込み大地の民の技術で逃げ帰かえらせる。これには事前に調査しておいた複雑な地下道を使い、機能評価の材料とする。それで技術の効果が分かり、失敗しても損害は軽けい微び。そもそも今回のような戦い方なら、人を現地に送る意味がありませんわ」

「言われてみれば確かに………無人機ばかりだったもんな………」

　孝太郎にもクランの言いたい事が分かって来た。確かに今回のヴァンダリオン派の動きは奇き妙みようだった。本気で勝とうとしていない。あわよくば孝太郎達に一いつ矢し、という消極的な攻こう撃げきに見えた。加えて今回の攻撃に人間の兵士は必要ない。ほぼ全てが自動兵器を使う事を前提とした、良く練られた作戦だった。なのに現場に兵士が来ていた。これは理り屈くつに合わない。しかしその理由がクランが言うようなものであるのなら、筋は通っている。本命の作戦の前に小さな作戦で効果を確かめる必要があるというのは、孝太郎にも理解出来る考え方だった。

「総じて、今回は後手に回らされてしまった。今後はより気を引ひき締めて事に当たる必要があるだろう」

　キリハは腕うで組ぐみをして真剣な表情を作る。いつもは自信に溢れた余よ裕ゆうのある態度を崩くずさない彼女だから、その意味は重い。

「キリハさん、今度の敵は手て強ごわいな。俺はヴァンダリオン本人より、ずっとやり難にくい気がするよ」

「そうだな。ヴァンダリオンは大きな被ひ害がいを出すが、止める方法が明快だった。だがこの敵はそうではない。被害はヴァンダリオンほどではないが、気付いた時には既に被害が出ているというような事になりかねない」

　孝太郎が地球へ帰って来たのを境に、戦いの質が大きく変わっていた。明確に分かっている敵を倒せばよかったこれまでとは違って、姿が曖昧な敵を相手により多くのものを守らなければならない。この戦いで失われるものは軍だけに留まらない。気を引き締めてかからねば、地球とフォルトーゼの未来を壊こわしてしまいかねない。孝太郎達の戦いは混こん迷めいを深めつつあった。










　孝太郎達が吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校に戻もどった頃ころには、『部活対たい抗こう障害物マラソン』どころか体育祭自体が終わりを迎むかえていた。仕方のない事だが、孝太郎達は全員がリタイア。最後の体育祭に記録は残せなかった。

「元気がないな、二人とも」

　みんな事情はよく理解している。だから不満の声はなかった。だがそれは残念ではなかったという事ではない。特に初参加を楽しみにしていた真希とクランはそうだった。

「結局ちゃんとは参加できなかったなぁって………」

「わ、わたくしはどうでも良いですわっ、障害物マラソンなんてっ！」

　孝太郎に訊きかれると、真希は素直に胸の内を吐と露ろした。逆にクランは意地を張った。二人の反応は対照的だったが、その気持ちが一緒である事は孝太郎にも分かっている。真希は堂々と、クランはこっそりと、走り込みをしたりしていたのを見ていたから。だから孝太郎はどうしても放っておけなかった。

「藍あい華かさん、今度みんなでマラソンかトライアスロンの大会にでも出てみようか？」

「いいんですか!?」

「ああ。それで藍華さんが元気になるならな」

「ありがとう里見君！　是ぜ非ひ参加してみたいです！」

　真希は素直に喜びを表した。だが、クランの方はそうではなかった。

「………」

　クランは孝太郎の顔を横目でちらちらと見ながら、口を開けかけては閉じるという事を繰くり返かえした。だが結局は何も言わずに黙り込んでしまう。だから言葉を発したのは孝太郎の方だった。

「お前はどうする？」

「………別にマラソンなんて、わたくしは興味ありませんわ」

　クランは思わずいつも通りに反応してしまった。だがそうしながら、胸の内では大きく後こう悔かいしていた。クランも今日の事は残念で、出来るならみんなでちゃんと競技に参加したいと思っていたのだ。

　―――意地っ張りめ。だが………そうだな、確か今日はクランにお礼をしなきゃいけない筈だったな………。

　孝太郎もクランとの付き合いは長い。既に彼かの女じよの本音は分かっていたし、特に今日は孝太郎の方に特別な事情があった。そこで孝太郎はからかいたくなる気持ちをグッと抑えて彼女に告げた。

「言い方が悪かった。お前は黙って一緒に来い」

「………」

　その瞬しゆん間かん、クランの頬ほおがさっと赤く染まった。安あん堵どと幸福感とが入り混じり、表情が緩みそうになる。意地っ張りのクランはそれらを必死に抑えようとしたが、抑えられたのは表情だけで、頬の赤さは結局引いてくれなかった。

「お前、何急に赤くなってるんだよ？」

「なっ、なんでもありませんわっ！」

　孝太郎はちゃんと分かってくれている。怒らずに受け入れてくれた。クランはそれが嬉うれしくて仕方がない。踊おどり出しそうな気持ちだった。孝太郎に可愛かわいいデザインの体操服をプレゼントして貰もらった時と同じくらいに。けれど彼女はやはり意地っ張り。周囲の視線が多い場所では、素直になれなかった。

「いいなぁ、クランさん………」

「そんな良いもんじゃありませんわっ！」

　とはいえ、その周囲の視線はあたたかかった。クランがどんな少女なのかは、視線を送っている八人の少女達は既すでに良く知っている。だからあたたかい視線を送りつつ、知らないふりをしてくれていた。そんなクランとは逆に、知らないふりをして貰えなかったのが賢けん治じだった。

「お、落ち着け、琴こと理り！」

「兄さん、ちゃんと答えて下さい！」

「駄目よコトリ！　その棒には鉄の塊かたまりが付いてるから！」

　琴理は賢治を見付けるなり恐ろしい勢いでやってきた。本当に危ないと思ったナルファは、首から下げたままの大事なカメラの存在を半ば無視して、琴理にしがみつく。それでも琴理の勢いは止まらなかった。

　ちなみに琴理とナルファは『部活対抗障害物マラソン』で善戦したものの、惜おしい所で入賞を逃のがした。最後の障害である第十障害は今年も伝統の借り物競争で、二人はそこでお題を決める箱の中から『尊敬する人』と『メガネ』のカードを引いた。その時、二人の脳のう裏りに浮うかんだのは孝太郎と賢治。そして二人はこの場所で待っていればすぐにやってくるだろうからチャンスだ―――そう考えたのが失敗だった。いつまで経たっても二人は現れず、ナルファと琴理は泣く泣く担任教師と友達を連れてゴールした。そんな事情もあって、賢治に対する琴理の追つい及きゆうには厳しいものがあった。

「兄さんっ、途中で留学生の女の子と一緒に姿を消したって本当ですかっ!?」

　その一報は既に琴理の耳に届いていた。第六障害と第七障害の間には休きゆう憩けい施し設せつがあり、二人はそこで姿を消した。そしてずっと帰ってこなかった事から、その噂うわさは恐ろしい勢いで校内を駆け巡めぐった。

「それには深い訳が！」

「どんな訳なんです!?」

「前に言ったろ、コウの手伝いをしてるって！　それであそこで彼女を連れて抜ぬけ出だす必要があったんだよ！」

「本当なんですかっ、コウ兄さん!?」

　琴理の強きよう烈れつな視線がギラリと孝太郎を射る。どんな敵にも怯ひるまない孝太郎だが、琴理のこの視線には思わずたじろいだ。

「あ、ああ。実はさ、その消えた二人っていうのは、変装した俺おれと藍華さんなんだ。マッケンジーはもっとずっと前に、エミリーさんを連れて逃げてくれてたんだ」

　これまで琴理には賢治が孝太郎に協力するという話しか伝えていなかった。その方が彼女が巻き込まれる心配がなかったからだ。しかしこの状じよう況きように至り、孝太郎は琴理に順を追って事情を説明していった。

「………エミリーさんがお父さんに言う事を聞かせる為ための人ひと質じちだったって事は、とてもつらい状況にあったんですね………」

　そして孝太郎の説明が一通り終わる頃には、琴理の表情は緩ゆるんでいた。兄の行動はあくまで人質や博士本人を救出するための手段。噂は半ば事実だが、それも同じ理由。どんな噂をされようとも、その真実があれば琴理は賢治を許す事が出来る。元々兄の賢治の事が嫌きらいな訳ではないのだ。

「ごめんなさい、兄さん。取り乱しちゃって………」

「分かってくれればいいんだ琴理。俺のこれまでの行いも悪かったんだ」

　賢治の表情も平静を取り戻しつつあった。恋れん愛あいに関しては極きよく端たんに潔けつ癖ぺきな琴理が吉祥春風高校に入学して来てからというもの、度たび々たびこうしたトラブルが起こって賢治は落ち着く暇ひまがない。だが今日も上手くトラブルを乗り切った。とりあえずは一安心だった。

「賢治くーん！」

　そんな時だった。職員玄げん関かんの方から走ってくる一人の教員の姿があった。それは松まつ坂ざか健けん一いちという新任の体育教師で、賢治も驚おどろいたのだが、実は政府の秘密組織の一員だという。今日の一件で賢治が少しの間行動を共にした相手だった。

「何ですか、松坂先生？」

「さっきエミリーさんを送っていった時に、君への伝言を預かってね。ええと『来週の約束を楽しみにしています！』だそうだよ。若者らしくて微笑ましいな。よし、ちゃんと伝えたからな！　それじゃあみんな、また明後日あさつてに学校で！」

　責任感の強いケンイチは役目を終えると満足そうに頷うなずき、爽さわやかな笑え顔がおを残して去って行った。足取りも軽く、あっという間に姿は見えなくなった。

「………にっ………兄さぁぁぁぁぁんっ!?!?」

「しまった!?」

　賢治の不幸はまだ終わっていなかった。一時的に収まっていた分だけ、琴理の怒いかりは激しく燃え上がる。今の琴理は、その視線だけで人を焼き殺せそうな迫はく力りよくがあった。

「落ち着け琴理、なっ！」

　賢治は一歩二歩とあとずさり、必死に琴理を落ち着かせようとする。

「信じた私がっ、信じた私がぁぁぁっ、馬ば鹿か………馬鹿だったぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「ふぁいおー、コトリふぁいおー！」

　ナルファも琴理を宥なだめようとしていたが、もはや賢治の声もナルファの声も、琴理の耳には届かない。琴理はナルファを引き摺ずるようにして賢治に迫せまる。その様子を見て説得は無理だと悟さとった賢治は脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。

「逃がすかぁぁぁぁぁぁっ!!」

　無論、琴理もすぐに後を追う。二人は今日一日走り回っていた事を忘れたかのような、素す晴ばらしいスピードで走っていった。

「………マッケンジーのヤツ………少しはＴＰＯを考えればいいのに。仮にエミリーさんを誘さそうとしても、今日じゃないだろ………今日じゃ………」

「たーすけてくれー、コーウ！」

「無理だー！　今回ばかりは俺もキンちゃんの味方だー！」

「馬ば鹿か野や郎ろぉー！　俺はお前に協力しただろー！」

「馬鹿はお前だー!!」

　校庭の反対側まで走っていった賢治と琴理が、孝太郎の視界を横切っていく。体力の差があるので、本来なら賢治が捕つかまるような事はない。だが執しゆう念ねんのなせる業わざか、何故か二人の距きよ離りは少しずつ縮まっている。賢治は逃げ切きれない―――それを感じ取った孝太郎は、走り続ける賢治に向かって両手を合わせた。










　賢治の逃走は三分二十八秒で終わった。それから琴理はたっぷり十分間、賢治を罵ののしり続けた。そこから解放された賢治は、力なく校庭に座すわり込んでいた。心身ともに疲つかれ切っていたのだ。そんな賢治にとってのささやかな幸運は、同じく疲れ果はてた人間が隣となりにいた事だった。

「………虹にじ野のさん、必死にやって報むくわれないって、こういう事なんですね………」

「慣れっこですぅ。もう、ずっとこんなですぅ………」

　それは虹野ゆりか。必死に戦って目覚ましい活かつ躍やくをし、ブラウン博士一家を救い出す事に大きく貢こう献けんした、愛と勇気の魔ま法ほう少女。だがその華はな々ばなしい活躍と引き換えに、アルバイト先と今日までの給料を失う事となった。責める相手がいない分だけ落らく胆たんは深く、賢治に負まけず劣おとらず落ち込んでいた。

「正義ってぇ、なんなんでしょうねぇ………」

「愛って、なんなんだろう………もう、分からない………」

　ゆりかと賢治は並んで夕日を見つめる。沈しずんでいく太陽のオレンジ色の光が、今日はやけに目に染しみる。その像はゆらゆらと歪ゆがんでいた。と、そんな時だった。

「ゆりかゆりかー、ちょっとー！」

「………んー、早苗ちゃぁん？」

　ゆりかがゆっくりと振ふり返る。声といい視線といい、今のゆりかには力がない。ずっと途と方ほうに暮れたような顔をしていて、手足の力は抜けている。まるで操者が居なくなったあやつり人形のような印象があった。
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「あんたのアルバイト先が潰れないように、孝太郎が掛かけ合ってくれたよ！　それと今日のあんたはよく頑張ったから、孝太郎がおこづかいくれるって！」

「ホントですかぁ!?　出で逢あった頃から里見さんは良い人だと思ってましたぁっ!!」

　しかし早苗の話を聞いた瞬間、ゆりかの表情は一気に輝かがやき始め、まるで操者が戻って来たあやつり人形のようにぴょこりとその場に立ち上がった。そしてゆりかは半ばスキップをするかのような調子で早苗の方へ走って行った。

「………結局、俺は一人か………」

　後に残ったのは賢治一人。それから賢治は暗くなるまでそこに座り続けていたが、結局彼かれを迎えに来る者は現れなかった。







　かつて孝こう太た郎ろう達たちがフォルトーゼで戦ったヴァンダリオンという人物は、正しくはマーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン卿きようという名前だ。そして現在地球へやって来ているのは、その甥おいであるラルグウィン・ヴァスダ・ヴァンダリオン卿。彼が率いるヴァンダリオン派の残党は、ヴァンダリオンの敵かたき討うちと、彼が成なし遂とげられなかった事を成すべく活動をしている。分かり易やすく言うと青あお騎き士し退治とフォルトーゼの征せい服ふくだった。

「ラルグウィン様、上手うまく追つい跡せきを振り切ったようです」

「どうやら退路を工く夫ふうすれば逃げ切れるくらいのステルス性能はあるようだな。確か、霊れい波は遮蔽装置と言ったか」

　彼らが地球にいるのは、孝太郎達の強さの謎なぞを解く為だった。ヴァンダリオンが敗北したのは、まさにそこを怠おこたった為だと考えたラルグウィンは、腰こしを据すえて地球での調査を続けていた。同じ力を手にすれば、青騎士打だ倒とうも夢ではない。またフォルトーゼを征服する助けにもなるだろう。そしてこの日もこれまで同様に、孝太郎達の力の謎を解くべく策さく謀ぼうを巡らせていた。

「………これで私達の言葉を信じて頂けるでしょうか？」

　ラルグウィン達は吉きつ祥しよう春はる風かぜ市のいずこかに隠かくされた軍事基地にいる。その基地はフォルトーゼ様式で造られており、ラルグウィン達の制服のデザインと上手く調和している。だがその中に一人だけ、地球でビジネスマンが良く着ているタイプのスーツを身に着けた人物がいた。場ば違ちがいに見える訳だが、その人物こそがラルグウィン達に霊子力技術を提供した人物だった。

「ああ、十分に証明して貰った。我々は互いに利益を提供できると思う」

「素す早ばやくご理解頂けて助かりました。実のところ解かい析せきが進まなかったのは、霊れい力りよくなどというものをいかに信じて貰うか、そこが最大の問題だったらしいのです」

「………誰だれも信じてくれない以上、研究開発など進む筈もないか………我々のように痛い目を見ていなくてはな」

　キリハの読み通り、このビジネスマン風の男がラルグウィンに提供した技術は、数十年前に大地の民の解体派から入手したものだった。金に困った一部の不心得者が、ごく一部の技術を彼らに売うり払はらったのだ。

　だが技術があまりに高度であった事、そして通常の科学技術とは異なる性質のものであった事から、解析と研究は殆ほとんど進んでいなかった。サンレンジャーが保有する技術のように政府が手に入れた場合とは違ちがって、どうしても銀行や投資家からは詐さ欺ぎ師し扱あつかいされてしまうのだ。その為、この技術はひっそりと倉庫の奥おくで埃ほこりを被かぶっていた。ラルグウィンが接触してくる、その日までは。

「それにしても、不思議なのですが………どうやって我々に辿たどり着ついたのですか？」

「簡単な話だよ。君達が回収した、宇宙船の破は片へん。あの破片の中に、自律型の偵てい察さつ機き、君たち流に言うとドローンが紛まぎれ込ませてあったのさ」

　それが失われた二十パーセントのパーツの真実だった。実は戦せん闘とう艦かんを自じ爆ばくさせて破片を撒まき散ちらした事の真意は、フォルトーゼの技術を得る為なら危ない橋を渡わたる人物を見付け出す事にあった。そしてそこにドローンを紛れ込ませてそうした人物を観察、適切な相手を見付け出す。幾いくら危ない橋を渡る人間がいても、いきなり飛び付く訳にはいかない。迂う闊かつな人間や、資金力のない人間とコンタクトする意味はないからだ。

　ちなみにベルテスラエレクトロニクスの動きを掴つかんだのもドローンを使った情報収集によるものだ。迂闊な者達だったので当初は接触しようとは思わなかったのだが、霊波遮蔽装置の実験に使えると思ったから、連れん絡らくして孝太郎達を誘ゆう導どうする駒こまに使った。あとはキリハやクランの想像した通りだった。

「それで君達に行き着いたという訳だ」

「では、この技術が最初から狙ねらいだった訳ではないのですな？」

「それは単なる運だよ。我々としては、いつかその手の情報を持っている人間を引き当てたいと思っていた程度だ。まさか八人目で引くとは思っていなかった。雲を掴むような話だから、まずは地じ盤ばん固めを優先するつもりだった」

　ラルグウィンは孝太郎達の力の謎を解くのは、長期戦になる覚かく悟ごをしていた。相手は伝説の男と、それを守護する力なのだからそう思うのは当然だろう。それにフォルトーゼから離れて補給が滞とどこおっているという事情もあった。優先すべきはあくまで補給と人脈の形成であり、技術に関しては後回しで良かったのだ。だがたまたま運に恵めぐまれ、この時点で手て掛がかりを得た。数年分の時間を短縮できた計算になるだろう。

「………それを聞いて安心致いたしました」

「うん？　どういう意味だね？」

「あなた方が我々を値ね踏ぶみしていたように、我々もそうしていたという事です。お話を聞く限り、正しい見識をお持ちのようです。我々としましても望ましい取引き相手だと感じております」

「食えない男だ。だが………もっともな話ではある。共に危ない橋を渡る以上、片方が足手まといでは話にならん。君達にも我々を値踏みする権利があるのだ」

　ラルグウィンはこの予想外の出来事に、さも楽しげに笑った。値踏みされたと聞かされても、不快な様子はない。プライドなど何の役にも立たない。勝つ為に必要な事を冷れい徹てつに実行する。それがラルグウィンのやり方だった。

「………恐ろしいお方です。我々は悪あく魔まと取引きをしたのかもしれませんな」

「ハハハッ、安心したまえ。悪魔が与あたえる利益以上のものを約束しよう。君達が我々の期待に応こたえてくれている限りは、な………」

　こうしてラルグウィンは、ティア達に悟られる事無く地球の勢力との繋つながりを得た。そして霊子力技術の手掛かりも。戦いは深く静かに展開している。孝太郎達はこうした動きを阻そ止しせねばならないのだ。孝太郎が危き惧ぐしていた通り、かつてとは戦いの質が違ってきている。気付いた時には全すべて終わり、この戦いにはそんな可能性すらあるのだった。
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あとがき







　ご無沙汰しております、作者の健たけ速はやです。今回は『六畳間の侵略者!?』の三十二巻をお届けさせて頂きました。皆さんにお楽しみ頂けていれば幸いです。




（注意　この先の内容には、この巻や次の巻以降のネタバレが含まれます）




　今年はこの『六畳間の侵略者!?』という作品が十周年を迎えました。それを記念して先日、ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんの主催で『メインヒロイン選抜総選挙』と題して主要女性キャラクターの人気投票が行われました。この投票で一位を取ったキャラクターは次の三十三巻の特装版に付属するドラマＣＤでヒロインに抜擢されます。元々全員ヒロインじゃないかという噂はありますが、要は出番が多くなり、そのキャラクターにまつわる話が展開するという事です。ただしアライア陛下と桜さくら庭ば先輩に関しては既に三十一巻でドラマＣＤが作られてしまっているので、一位でも次のドラマＣＤのヒロインにはなりません。二位以下が繰り上げになります。

　そしてこの投票の結果、一位を取ったのは何と真ま希きちゃん！　事前の予想を覆し、序盤から終盤まで一位の座を守り抜きました。この為、次回の三十三巻では真希がメインの物語が展開する事に決まりました。確か前のドラマＣＤの時に真希ちゃんの声優さんに言ったんですよ。敵だったからって油断してると一位になって、三十一巻のドラマＣＤのアライア＆晴海のように、複数の演じ分けが必要な大変な収録になるぞ、と。実際にそうなったのでニヤニヤしています。真希ちゃん担当の鬼き頭とう明あか里りさんには大変な苦労をかけると思いますが、これも楽しみにお待ち頂いている読者の皆さんの為です（という免罪符）。私も楽しみです。

　二位はこれも事前の予想外だったクラン殿下。声優の田た村むらゆかりさんのファンが押し上げたのかとも思いましたが、得票の比率からするとそれも考えられません。真希ちゃんが一位だった事と併あわせて、私達はアニメの範囲では仲間にならなかった二人と仲良くしている様子が聞きたいという意思が働いたのではないかと考えています。そこでドラマＣＤでもクラン殿下の出番を幾らか増量する事にしました。これに並行して三十三巻の中編がクラン殿下の『付き合ってみた（仮称）』シリーズとなりますので、殿下のファンの皆さんも満足していただけるのではないかと思います。

　三位はやはりアニメファンの後押しが強いゆりか。アニメになると彼女のポンコツぶりが映えるので、アニメ以降は順当に上位を守り続けています。私は桜庭先輩とアライア陛下が殿堂入りなら、今回こそはゆりかが一位を取るのではないかと思っていました。しかし結果は惜しくも三位。そこもまたゆりからしいな、という気がしています。

　四位はもう十巻の頃からずっと強いキリハ。知性派なのでアニメになってもあまり恩恵は受けられないタイプのキャラクターですが、ここ六～七年ぐらいはずっと上位から動きません。この事からすると、どうやら原作を重視して下さっている勢力の支持を得ている模様です。なんて言うんでしょう、影の番長というか、闇の支配者というか。特殊能力も特にない彼女なので、正直不思議だなぁって思っています。キラキラカブトンガーカードを持たせておいたのが良かったのかな？（笑）

　五位はルースさん。途中まではアライア陛下の下に居たのですが、最後でグググっと伸びて五位に滑り込みました。彼女も特殊能力なしでコンピューターと情報を武器に戦うキャラクターです。最近の話が情報担当有利である事や、力強く根を張るカブトムシ問題が影響しているのかもしれません。もちろん彼女の鉄の忠誠心もそうでしょう。

　この先の六位以下は、もう完全な団子状態になっています。実は得票数だけで見ると、五位から最下位までは一・五倍程度の差しかありません。恐ろしい事に、二倍の差がついていないのです。これが何を意味するかというと、キャラクターの人気には大きな偏かたよりはなく、読者の皆さんの気き紛まぐれで、どのキャラクターが勝ってもおかしくない状況だったという事になります。そこへ桜庭先輩とアライア陛下が殿堂入りになり、仲間になった真希ちゃんとクラン殿下の声が聴きたい補正がかかってこのような結果になった模様です。そもそも上位に投票した人が、下位のキャラが嫌いだという訳でもないでしょうし。投票できるのが一票だけでしたからね。

　という訳で、今後も変わらず全キャラを大事にしていくつもりでいます。そうしないと皆さんに怒られる気がします。それが良く分かる投票結果でした。




　それと先日の六月二日に、ホビージャパンの五十周年記念イベント『ホビージャパン半世紀祭り』というものがあったのですが、そこで私のサイン会をやらせて頂きました。大分急に告知した感じだったのですが、ありがたい事に四十八人もの読者の皆さんにおいでいただく事が出来ました。会場へおいでになった皆様に改めて御礼申し上げます。読者の皆さんの直接の声が聴けるのはありがたい限りです。

　そうそうそのサイン会の時に、読者の皆さんにもう一度好きなキャラクターを訊いてみました。すると上位はゆりかとキリハになりました。やっぱり投票の方はクランと真希のその後を聞きたいという気持ちが働いているようですね。

　また私がサインを書く本は、会場においでになった方が六畳間の好きな巻を持って来るという方式でした。そこで何巻が多いのかも数えてみました。やはり一番多かったのは三十一巻。同じくらい多かったのが一巻。これは皆さんもそうだろうなと御納得頂けるのではないかと思います。他にも二十九巻や二十六巻など、物語の節目にある巻が目立ちました。あとは推しているヒロインが活躍する巻。例えばキリハだと十巻、十六巻。ルースなら九巻といった具合。それと外伝も根強い人気でした。総じて、一巻と三十一巻以外は、全体的に散らばっていた印象でした。投票の結果と似たような感じですね。




　ここまでは良い話が続きましたが、一つ皆さんに残念なお知らせがあります。それはこれまでＨＪ文庫の公式サイト内『読める！ＨＪ文庫』（http://yomeru-hj.net/）で定期的に掲載してきた『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』が、六月の更新分を最後に一旦終了する事になりました。これには大きく二つの理由があります。

　一つ目はペース配分を間違えた事です。実はこれまで『へらくれす！』は無料サービスで執筆していました。しかしアニメに前後して始まった事から、ある程度は書籍化出来る見込みがあって問題はありませんでした―――これまでは。しかし時間の経過と共に書籍化していない分が徐々に溜まり始め、現時点では十五話分溜まってしまっています。この十五話分をこれまで通りのペースで書籍化していくと、五十巻を超えるか超えないかくらいまでかかります。しかし仮に書籍化されるにしても、五十巻は六年か七年先です。今働いて六～七年後に給料を貰うという形は問題だという事はお分かりいただけるものと思います。要するに気にせずやってるうちに仕事としての限界を超えていた訳です。

　二つ目の問題は作業量です。『へらくれす！』は隔月で年六回更新していました。これは一年分でぴったりライトノベル一冊分になる作業量です。つまり一年で本編三冊＋『へらくれす！』でもう一冊分、四冊分の作業をしていた事になります。だとしたら『へらくれす！』の分で素直に本をもう一冊出した方が良いんじゃないだろうか、という当たり前の事に私と編集部は気が付きました。そうすれば一つ目の問題にも片が付き、読者の皆さんにとってもこれまで通りの提供ペースが守られる訳です。その一冊分で何をやるかは現在検討中です。単純に六畳間の新刊を出すのでも構いませんし、代わりに新作を挟んでいくのでもいいかもしれません。この辺りは編集部と一緒に頭を悩ませています。

　ただしホビージャパンの方で小説の投稿サイトを始める動きがあるようなので、もしかしたらタイミングを見て『へらくれす！』も帰ってくるかもしれません。しかし何にせよこれまでのような無計画なペースではまた同じ事の繰り返しになるので、提供の仕方は慎重に決めていく事になると思います。ともかくまずは、溜まってる十五話分を減らさないといけません。皆さんも気を付けて下さい、無計画は危険です。




　お知らせが一通り終わりましたので、ここで少しこの巻の内容について触れてみようと思います。この巻では三十巻の最後で自爆したヴァンダリオン派の戦闘艇、そのパーツの行方が問題になります。回収出来なかった二十パーセント分のパーツが解析されて技術が流出すれば大変な事になります。それをいかにして防ぐか、そこが今回の見所です。

　もう一つの見所は、物理的ポンコツの座をナルファへ譲ったゆりかでしょうか。ゆりかは代わりに社会的ポンコツの座を確保し、新たなステージに立ちます。彼女の運命やいかに。また次の本編ではゆりかも普通に活躍してしまいそうですから、その意味でもここが直近の最大の見せ場かもしれません。




　この巻をお読みになられた方はもうお分かりだと思いますが、次の話は地底編です。この巻は、その地ならしをする為の話でもありました。この巻で無事に（？）ヴァンダリオン派残党が地底への手掛かりを得ました。これで地底での話に入っていく事が出来ます。そして地底という事は、キリハが活躍するお話になる筈はずです。あっ、厳密に言うと話の舞台が地底になるかどうかは分かりません。次が地底の技術に関する攻防戦になるというだけで、地上なのか地底なのかは演出の都合で決まります。多分、地底だとは思うんですけど、そうならなくても許して下さい（笑）

　ただ次の三十三巻は十周年記念の真希のドラマＣＤと、クランの『付き合ってみた（仮称）』シリーズの中編となりますので、地底編は三十四巻という事になりそうです。少々お待たせする事になってしまいますが、十年に一度のお祭りという事で、お許しいただければ幸いです。




　今回は流石にお伝えする事が沢山あって、あとがきがかなり長くなってしまいました。そろそろ終わりにしようと思います。




　この巻を執筆する上でお世話になった編集部の皆様、ここ最近は新要素目白押しで苦労をかけているイラスト担当のポコさん、そして十年目も変わらず支持して頂いている読者の皆様に心から感謝を申し上げます。今後もこれまで通り、しっかりと努めていきたいと思っています。




　それでは三十三巻のあとがきで、またお会い致しましょう。





二〇一九年　六月

健速
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